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瀬戸内海は海上交通の動脈 として古 くか ら利用されてきました。備讃瀬戸の

島々には古代か らの人々の活動の跡が残 っていることが知 られています。瀬戸

大橋は岡山県倉敷市の児島半島と香川県坂出市を備讃瀬戸の島伝いに結ぶ もの

で,工事 も進んでいます。

瀬戸大橋建設に伴 い,香川県教育委員会は本州四国連絡橋公団の委託を受け,

備讃瀬戸の櫃石島・岩黒島・羽佐島・与島の 4島 で埋蔵文化財の発掘調査を実

施 してきました。調査の結果 ,旧石器時代か ら中世に至る多 くの遺跡の存在が

明 らかになってきました。発掘調査の概要については昭和51年度の予備調査か

ら報告 してまいりましたが,遺跡の規模の大きさや遺物量の多さのため,発掘

調査の成果の一部 しか報告できない遺跡があり,昭和58年度か ら本報告を発行

す ることにな りました。

本書 は,昭和55年度に発掘調査を実施 した坂出市櫃石島に所在する大浦遺跡

の調査成果をまとめたもので,先 に発行 した「瀬戸大橋建設に伴 う埋蔵文化財

発掘調査報告 I 羽佐島遺跡 (I)」 に続 くものであります。本報告書が今後

の歴史研究の資料 として多 くの方々に御活用いただければ幸いと思います。

なお,発掘調査に対 して協力いただいた地元の方々をはじめ,関係各位 に心

より厚 くお礼を申 し上げます。

昭和59年 3月

香川県教育委員会

文化行政課長 遠 藤   啓
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1.本書は,昭和55年度に瀬戸大橋建設に伴 って実施 した坂出市櫃石島大浦遺跡の発掘

調査報告書 (本文編・ 図版編の 2分冊 )で ある。

なお,出 土遺物その他調査資料の本格的な整理業務は,昭和58年度に行 った。

2。 発掘調査及び資料整理業務は,本州四国連絡橋公団より委託を受けて香川県教育委

員会文化行政課が実施 した。

昭和58年 度の調査組識は,下記のとおりである。

総  括 課  長  遠 藤   啓   調査担当 係  長

課長補佐  林      茂        主任技師

副 主 幹 松 本 豊 胤     ″

庶 務 係 長 下 河 芳 樹    技 師

主  査  加 納   覚          ″

″   坂 口 淳 子

なお,昭和51年度の予備調査以来 ,発掘調査及び資料整理
´
には松本豊胤の指導のも

とに次 の職員が当 った。

昭和51年度予備調査

昭和55年度発掘調査

昭和58年度資料整理

3.本 書 の執筆 は,第 2章

集 は秋 山忠 ,藤好史郎 ,

野晃子が補助 した。

4.調 査の実施や整理,報告に際して,下記の方々から多大なご協力 ,ご教示を受けた。

記 して深 く謝意を表 したい。

櫃石島瀬戸大橋対策協議会 ,同 自治会 ,

大橋対策事務所 ,麻生 優 ,小野 昭 ,

達雄 ,近藤義郎 ,清水宗昭、舘野 孝 ,

秀雨 ,古市光信 ,間壁忠彦 ,間壁霞子 ,

俊雄 ,山 口譲治

日

秋 山   忠

渡 部 明 夫

藤 好 史 郎

小 西 正 行

真 鍋 昌 宏

西 岡 達 哉

安 藤   ―

松本 敏三・大砂古直生 (以上転出 )

斉藤 賢一・森本 義臣・ 町川 義晃 (以上転出 ),

東原 輝明
藤好 史郎
103を 秋山忠が分担 したほかは,藤好史郎が担当 した。編

真鍋昌宏が行い,整理補助作業員 日下五十鈴・戸川昌代・阿

本四公団児島工事事務所,香川県瀬戸

大津忠彦 ,織笠明子 ,川 畑 迪 ,小林

橘 昌信 ,西村尋文,二宮忠司,春成

松沢亜生 ,松藤和人 ,松本敏三 ,柳 田
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第 退 跡の立地 と環境土早
■
上

大浦遺跡は坂出市沖約 8 kmの 櫃石島に所在す る。櫃石島は周囲約 5。 4 kmの 島で,香川県教育委

員会が瀬戸大橋建設に伴 う発掘調査を実施 した備讃瀬戸の 4島 の中で も最 も北に位置す る。櫃石

島の北方約 0.8 kmに は備讃瀬戸の旧石器遺跡 として学史的にも著名な鷲羽山がある。旧石器の石

材 として多用されるサヌカイ トの産出地で ,旧 石器時代の遺跡で もある国分台・城山・ 金山と櫃

石島は直線距離に して 10km程 しか離れていない。

櫃石島の大半は丘陵か らなり,島の北西部か ら南東部にかけて30～ 80mの数箇所の ピークを有

する丘陵が連なる。最高所は島の北西部にあり,78mを 計る。備讃瀬戸の島嶼部の所在す る旧石

器遺跡 は島の丘陵部稜線上を中心 として展開するという傾向がある。櫃石島も例外ではな く,現

在11箇所 ほど旧石器の散布が,試掘による予備調査や踏査で確認 されており,い ずれも丘陵の稜

線上に立地す る。大浦遺跡は島の中央部やや南よりの標高45mの 頂部か ら南へ伸びる稜線上に立

地 し,標高は20～ 25m程を計る。遺跡か らの眺望は良好で,特に東方に向けて恵まれている。

備讃瀬戸の島嶼部は旧石器が散布することで知 られているが,瀬戸大橋建設に伴 う発掘調査で

その実態が明 らかになってきている。発掘調査を実施 した遺跡の概要をまとめてみたい。遺物量

Ct()轟島`ン
1、

′岩黒島

榊

小与島

         /、  A  3
広  島

第 1図 備 讃 瀬 戸 の 島 々
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遺  跡  名 概 要 備 考

1 大 浦 遺 跡 旧石器・押型文土器 文献 2・ 3・ 8 昭和55年度調査
花見山遺跡 ホ ウロク石地 区 石 器 1・ 2・ 3・

3 馬 石 ・ ぜ に か み 石 遣 跡 石 器 文

4 ガ  ン  ド  潰  跡 中 折 世 墓 llb 昭和54年度調査

5 浦 遺 跡 石 器 文献 2,7 昭和54年度調杏

6 ト ビ ノ ス 遺 跡 石 器 文献 2 昭和 51年度予備調査
7 ガ ン ド 浜 潰 跡 製 塩 土 器

か い と く 鼻 遺 跡 旧石器 。押型文土器 文献 1

9 王 子 神 社 東 遺 跡 石 器 文献 2
宮 崎 鼻 遺 跡 石 器 又献 1

11 宮 崎 古 墳 (消   滅 )
ヤ ケ ヤ マ 遺 跡 旧   石   器 文献 2 昭和 51年度予 備調杏

大 浦 浜 遺 跡 製 塩 十 器 rfh ヤ献 , 昭禾Π55年度調杏

た て わ 1号 墳 横 穴 式 石 室
た て わ 2号 墳 (不   明 )
た て わ 3号 増 横穴式石室 (半壊 )

長 崎 鼻 遺 跡 旧   石   器 文献 9 昭和57年度調査
長 崎 古 墳 横 穴 式 石 室 文献 9 昭和 57年度調杏

歩 渡 島 1号 石 棺 組 合 わ せ 式 石 棺

〃   3
〃     4

献

間壁霞子 「香川県坂出市櫃石島採集の石器」『倉敷考古館研究集報 第 4号』
倉敷考古館 1968。 1

「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財予備調査報告」II)香川県教育委員会
「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財予備調査報告」(1)香川県教育委員会
「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査報告」(I)  香川県教育委員会
「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報」(I)  香川県教育委員会
「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報」(1)  香川県教育委員会
「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報」(Ⅲ )  香川県教育委員会
「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報」(Ⅳ)  香川県教育委員会
「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報」(Ⅵ)  香川県教育委員会

1977

1978

1979

1978

1979

1980

1981

1983
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第 1章 遺跡の立地と環境

Ｍ
．
Ｎ

И
川
＼
ド
十
１
１

遺  跡  名 概 要 備 考

1-1 西方遺跡 A地 区 1日 石 器 文献 405 昭和53年度調査

1-2 Bl地区 1日 石 器 文献 5 昭和52053年度調査
1-3 B2地 区 1日 石 器 文献 8 昭和 54年度調査

1-4 Cl地 区 1日 石 器 文献 8 昭和54・ 56年度調査

東 方 遺 跡 1日 石 器

タ テ ハ 遺 跡 奈良 時代 以 降 の土 器片

シ ノ ダ 遺 跡 昭和59年度調査予定

5-1 塩 浜遺跡 C地 区 縄 文 後 期 文献 708 昭和55年度調査

b― Z B地 区 旧 石 器 ～ 中 世 文献 8 願目不日554F歴毛副司型野

5-3 A地 区 縄 文 後 期 文献 208 昭和54055年度調査

6 シ ノ タ 遺  跡 1日 石 器

7 大  洲 遺  跡 1日 石 器 文献 8 昭和 55年度調査

大 洲 浜 遺 跡 製 塩 土 器

長 崎 鼻 遺 跡 方 形 石 組 (性格不明 )

長 崎 鼻 古 墳
組 合 わ せ 式 石 棺 2基
(現在1基露出 01基崩壊 )

羽 佐 島 遺 跡 1日 石 器 文献 6・ 708・ 9 昭和53054年度調査

第 3図 与 島・羽佐 島遺跡 分布 図
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を遺跡の規模 と仮定す ると,備讃瀬戸のほぼ中央部に位置する羽佐島遺跡が最 も多 くフレイク・

チップ類を合わせて20万点を越える石器が出土 している。次いでその南に位置する与島西方遺跡

A地点が多 く約17万 点の石器が出土 している。西方遺跡 A地点は発掘調査実施時点ですでに花商

岩の採石により西部が消失 しており,羽佐島とほぼ同規模の遺跡だ ったと考え られる。両遺跡で

共通する点は,国府期 に属する石器群の多いことにある。新 しい時期の遺物 としては羽佐島遺跡

では細石刃・同石核が出土 し,西方遺跡では細石核の出土 こそ認め られないもののほぼ同時期ま

で存続 したと考え られる。遺物量の比較的多い遺跡では出土する石器量は遺跡の継続期間 と密接

な関係があると考え られ,石 器量の少ない櫃石島の大浦遺跡や花見山遺跡などでは国府期 に属す

る石器群が含まれないか,非常に少な く,石器群の主体は国府期よりも後出する時期の所産であ

り,細石刃・同石核の比率 も高い。与島には石器量の多い西方遺跡 A地点や量的には多 くない西

方遺跡 C地点があるが ,櫃石島に所在する旧石器時代の遺跡には羽佐島や西方遺跡 A地点 に匹敵

するような遺物量が莫大で大規模な遺跡は現在のところ認め られない。また羽佐島と櫃石島の間

に位置する岩黒島には初田遺跡や松原遺跡があるがいずれも石器量 は極端に少ない。

羽佐島や西方遺跡 A地点は国府型ナイフ形石器・ 翼状剥片・同石核の出土量が他を圧 して多く,

他の島嶼部の遺跡の中では国府期の拠点的な遺跡であったことは間違いない。 この傾向は国府期

よりも後出する時期まで継続すると考え られるが,細石器文化期では様相が異なる。細石刃・細

石核の出土量においては,他を圧倒するような出土量を誇る遺跡は認め られず平均化 して くる。

花見山遺跡や大浦遺跡の細石刃・細石核の出土量は羽佐島遺跡 と比較 して も差はない。

備讃瀬戸は瀬戸内海が幅狭 くなっている地域である。海面下にも南北に水深30m以下の比較的

浅い海底が連なる。潮流のため海底地形はかなり変化 しているが,後氷期の海進現象の中で も最

後まで本州 と四国が陸橋状に連続 していた地域であったと考え られる。瀬戸内海の海面下 にも多

くの旧石器遺跡の存在が推測される。現在の島嶼部の遺跡は,当 時連なった丘陵上に位置 してい

たこととなる。

近畿地方西部の旧石器遺跡における石器組成をみると,サ ヌカイ トの産出地である三上山北麓

の遺跡群では翼状剥片や石核の比率が高 く,国府型ナイフ形石器の比率が低い。遺跡の規模 も大

きい。 これに対 して石材の産出地か ら離れた規模の小さい大阪府の郡家今城遺跡 C地点では逆に

国府型ナイフ形石器の比率が高 くなっている。ナイフ形石器の比率の高さは郡家今城遺跡 C地点

が,よ リナイフ形石器の消費地に近い遺跡であることを示 していると考え られる。

羽佐島遺跡での国府型ナイフ形石器と翼状剥片や翼状剥片石核の比率を比較すると,二上山北麓

の遺跡群 と郡家今城遺跡の中間の比率 となる。羽佐島遺跡は,郡家今城遺跡 C地点 ほどには直接

的な石器の消費地ではなか ったと考え られる。国府型ナイフ形石器は細身で左右対称形を呈 し,

先端部が尖 ったものが多い。刃器 として充分使用可能な翼状剥片をさらに加工 して製作 されるこ

とか らすれば,尖頭器的なものである可能性が高い。 こうした点か らすれば,郡家今城遺跡 C地

点は狩猟の場に非常に近い遺跡とすることができよう。 これに対 して備讃瀬戸の島嶼部の遺跡は ,

地形的にも狩猟の場とは考え られずベースキャンプ的な遺跡である可能性が高い。香川県には国
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第 1章 遺跡の立地と環境
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第 4図 海  底 地  形  図

分台や城山などの古 くか ら著名なサヌカイ トの産出地で同時に大規模な旧石器時代の遺跡がある

が,ま だ本格的な発掘調査は実施されていず,不明な部分 も多い。今後は石材の産出地に立地す

る遺跡群 との関係の中で島嶼部の遺跡の実体を側面か らも明 らかに してい く必要があろう。

瀬戸大橋建設に伴 った瀬戸内海の海底のボーリング調査では,姶良火山灰が検出されている。

島嶼部は平坦地が少な く降下火山灰は流出 して残存せず,石器群は二次堆積層ではな く基盤 とな

っている花同岩の風化バイラン土層中に含まれる。そのため石器群を層位的に時期差を反映 して

検出することはできない。また遺跡の立地は丘陵上で平坦部は限 られており,し か も周辺
への視

界等の条件を加えればより限定 されたものとなる。そのため羽佐島や西方遺跡 A地点のような異

常な石器密集を示す遺跡が長期間に渡 って形成されたと考え られる。また個体識別が困難なサ
ヌ

カイ トが石材 として多用される島嶼部の遺跡では単一時期の石器群の抽出に困難さがある。島嶼

部の遺跡群の内容は,他のより限定された内容を有する遺跡 との比較の中で明 らかにしてい く必

要があると考え られる。

Ｍ
．
Ｎ
．
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第 調査の経過土早2

第 1節  予備調査 か ら本調査 へ

瀬戸大橋 (本州四国連絡橋児島・坂出ルート)の 建設に伴 う海峡部埋蔵文化財発掘調査事業は ,

昭和51年 6月 1日 付けで本州四国連絡橋公団 (以下 ,本四公団 という )と の間に締結 した「海峡

部埋蔵文化財予備調査委託契約 (そ の I)」 に基づ く櫃石島の予備調査をもって始まった。それ

は,島 内の架橋計画路線沿線地区における調査対象地を北東部の第 I調査区 (鳶 の巣遺跡・がん

ど遺跡周辺部 ,30,900m2),中 央 山稜 部の第 Ⅱ調査区 (花見山遺跡・大浦遺跡 , 10,900m2)と そ

の眼下に広がる大浦浜遺跡 (56,400m2)の 第 Ⅲ調査区に分けて ,そ れぞれ対象地積の 100分 の 1

程度を試掘するものであった。 このうち,第 Ⅱ調査区の大浦遺跡は,花見山南部の小高い頂部か

ら南へ短 く延びて大浦浜の後背地に下 る尾根丘陵に位置する。 ここでの予備調査は第 皿調査区と

並行 して昭和51年 10月 末～ 12月 にかけて行われ,標高20～ 25mを 測る緩い尾根筋で11箇 所,東側

斜面部で 9箇 所の坪掘 りを した。斜面部では流れ込みの石器・ 剥片が数点出土 したにすぎなかっ

たが,尾根筋ではナイフ形石器・尖頭器・削器・細石刃など予想以上に多数の石器 と石核・景J片

類が出土 し,旧 石器遺跡の存在が裏付けられた。特に,尾根筋の南半部は旧状にちかい地形を保

っており,比較的良好な遺物包含層が残存 しているものと推測された。 この調査結果 は昭和52年

3月 刊行の「瀬戸大橋建設に伴 う埋蔵文化財予備調査報告 (I)」 において公表 しているが,そ

こでは大浦遺跡の本格的な発掘調査対象地を尾根筋を中心 とした約 3,200m2の 範囲であると提示 し

た。

従来 ,櫃石島における旧石器遺跡については,昭和30年 代半ば頃に坂出市の川畑迪氏や地元の

東山包雄氏によってその一部が紹介 され ,さ らに昭和43年 間壁衷子氏の「櫃石島採集の石器」 (倉

敷考古館集報第 4号 )が報告されるに至 って広 く一般に知 られるようになった。 しか し,そ の後

も大浦遺跡について格別の関心が払われるということはなか った。それだけに,こ の遺跡の内容

を知る具体的な手がか りを得たことは,予備調査の大きな成果であるといえよう。

架橋地点 となる櫃石島・岩黒島・羽佐島・与島における予備調査は52年 度 にまたが り,そ の結

果本格的な発掘調査 (本調査 )を 必要 とする区域は 4島合わせて約 90,000m2と なった。本調査は,

昭和52年 11月 1日 付けで本四公団との間に締結 した「海峡部埋蔵文化財発掘調査委託契約 (そ の

1)」 によって与島西方遺跡か ら着手 した。大浦遺跡の本調査は,55年度の委託契約 (そ の 4)

に基づいて昭和55年 6月 11日 ～ 12月 16日 にかけて実施 した。 この時点では,予備調査時と同様に

調査対象地はすべて未買収であったため,事前に借地事務をとる必要があった。 5月 12日 櫃石島

文化財保護協議会を開催 して調査対象地の借地について協力を依頼 し,同 日引き続いて該当地権
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第2章 調査の経過

者会をもって借地による調査実施の了解を得た。以後 ,各地権者 との減収補償契約を取 り交 して

本格的な調査を進めることとなった。調査対象地3,280m2の うち約2,300m2を 実掘 し, 10,000点 を越

える旧石器時代の遺物に加えて縄文時代の早期押型文土器や石鏃なども出土 した。旧石器に関し

ては,ナ イフ形石器・ 尖頭器・ 削器・哉断面ある石器・細石刃・ 敲き石などの他各種石核・景1片

類 も多い。予備調査での予漫」が的中し,旧石器遺跡として豊富な内容を示す ものである。時に ,

島内では花見山遺跡 (54年 度から継続 ,約 6,0001■ 12,旧 石器の濃密な包蔵地 ),大浦浜遺跡 (約 7,000

n12,縄 文時代から古代 0中世に至る濃密な遺物包蔵地 )の 発掘調査が並行 していた。眼下の大浦

浜遺跡では,奈良三彩の小壺をは じめ ミニチュア土器・舟形土製品・帯金具 0粘土土坑などの目

新 しい遺物や遺構が次々に出土 し,調査や遺跡の概要が新聞その他でたびたび報道 され,現場を

訪れる見学者 も多かった。それとは対照的に,大浦遺跡では土層序の一面一面を丁寧に削り取り,

遺物出土地点を正確に図示 してい く,ま ことに地味な発掘作業が続けられた。

第 5図  発掘調査風景

第 2節 調 査 の 方 法 と 経 過

調査対象地区は櫃石島の中央部やや南よりの標高 15～ 30m前 後の尾根筋を中心 とする。現状は

畑地である。調査区全域に 5m方画のグリッドを設定 した。グリッ ドの南北方向の規準軸は真北

方向と一致する。 5m単位のグリッド規準線の交点に杭を打ち発掘区を設置 した。 グリッド規準

線は東西を a～ i・ 南北を 1～ 20と し,各 グリッド名は北西の規準線の交点名で表現する。発掘

区は d～ h列 の 8～ 16グ リッドか らなる中央部発掘区と周辺の トレンチ区よりなる。

発掘調査では,各遺物の出上位置は平板を用いた実測により, ドット分布 として記録 した。こ

養ず響嘉
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第 6図  大浦遺跡周辺地形・発掘区画図
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第2章 調査の経過

れまでの島嶼部の旧石器遺跡の調査で ,遺物が層位的に時期差を反映 して検出された例がないこ

とか ら,深 さ10 cmを原則 として掘 り下げ,遺物を検出 し分布を記録 した。土層図の作成はグリッ

ドの規準線上に50 cmの 幅でセクションベル トを残 して行い,グ リッドの実掘はセクションベル ト

の幅だけ狭 くなっている。

現地調査は,昭和 55年 6月 11日 着手 し,同 年 12月 16日 に終了,約半年を要 した。発掘調査終了

後,基礎整理作業を実施 し,昭 和 56年 3月 に大浦遺跡の概要を『 瀬戸大橋建設に伴 う埋蔵文化財

調査概報 (Ⅳ )』 の一部 として報告 した。今回の本報告書作成 と発掘調査・概報作成 とは担当が

異な っている。そのため調査の経過については,構報中の調査 日誌抄をもとに内容の変質がない

範囲で一部修正を施 して掲載する。

昭和55年

6月 ‖日 発掘現場の現地踏査。発掘前写真撮影。伐
開作業。区画設定・杭打ち。

6月 17日 調査区尾根部 (eof列 )の遺物検出作業
開始。

6月 19日  尾根筋両側に新区画設定・杭打ち。
6月 23日  f-100f-120f-14・ f-16の写真撮

影。 f-10・ f-14の平板実測とレベル計

測。気象条件良好で作業ペース向上。

6月 24日  調査区拡張のため,地権者の借地契約書類
の作成及び一部交渉。

6月 26日  e-9ょ り縦長lll片石核,e_12よ リチャー
ト・黒曜石・細石核出土。

6月 30日  f-12・ 13・ 14・ 15016の 遺物出土数かな

り多し。 f-10で予備調査で確認された不

明石組みを検出。 e_9に ピットらしきも
の検出。

7月 3日  発掘は依然 f列中心。ハ リ質の■ll片が多数
出土。予備調査による試掘跡は,地山に至

るまで深掘りする。

7月 8日 eOf列 は掘り進むにつれ出土点数は増加
傾向。 f-13よ り木葉形尖頭器・縦長■ll片

石核 0円盤状土製品。文化庁稲田文部技官 ,

旧石器文化発掘調査視察のため来島。

e-14か ら本調査最初のナイフ形石器出土。
e-15よ り押型文土器破片出土。

梅雨明けのうだるような射熱のため地面が

乾燥 し,水分蒸発著しく,散水なしでは発

掘困難。

7月 23日  e-16の花商岩礫が集中する箇所より,先
端だけ残存の尖頭器出土。

7月 31日  f-14015を 除くf列全域とe_12で軟質
黄褐色土の面が確認されており,遺物出土

最終面の状況を呈 しているため深掘りの ト

レンチ設定。香川大学歴研の学生十数名現

場見学。

8月 1日  f列の深掘り開始。土層の堆積状況を検討
する。

8月 7日  f列 8～ 13は深掘り終了,土層序の線引き
を行う。

8月 ‖日 土層序実沢1開始。
8月 19日  f-16よ リナイフ形石器出土。
8月 20日  7:50よ り降雨。 しかし埋戻し作業強行。
8月 25日  g列発掘開始 (g-12・ 13)
8月 27日  e-901oょ リハ リ質安山岩・細石核出土 ,
g-130e-110e-13よ り石鏃, e-13
からナイフ形石器出土。現在発掘調査区南

側にトレンチ設定予定のため伐開を行う。

9月 1日 伐開作業終了。 e-16で は花商岩排除後 ,
下方より7個の縦長fll片検出。

9月 4日 南側 トレンチ設定・杭打ち。
9月 5日 倉敷考古館の間壁霞子氏来島。

f列は f-16を残し全て終了のため精査は

e列が中心。

9月 16日  e列 ほぼ終了。道南側 トレンチ第 1層除去。
9月 22日  d列 (d-19)精査開始。遺物は皆無に近

い状態。 e-9に みられた褐色の広がりを
精査する。大半がハ リ質安山岩で細石刃も

含まれている。現状では不明の落ち込みと

する。

9月 24日  道南 トレンチでは10cm程度で地山になる箇
所有り。遺物出土ほとんどなし。

10月 1日  g列に精査の主力を注ぐ。 g-14015で は
表土層にチャート・石鏃・縦長剥片など多

数の遺物。

10月 3日  e-80g-9～ 11では遺物出土数極少。

また, g-12013の最終面でも出土数は少

なくなる。

7月 15日

7月 16日

7月 17日
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10月 8日  f-16終了。 g-14015で は黒曜石・ナイ
フ形石器・縦長剥片石核・ スクレイパーな

ど依然として遺物出土数多し。

iO月 16日  g-14015よ リサヌカイト砕片 0押型文・

無文土器片が比較的多 く出土。

10月 23日  調査区北側 ミカン畑の調査区設定内及び周
辺の立木伐採。

11月 4日  「 アサヒグラフ」取材ヘリコプターが上空
旋回し写真撮影。

11月 5日  朝日新聞茨木氏「 アサヒグラフ」取材のた
め来訪。 h列 (h-15016),発 掘開始。
d-16よ り石匙出土。

11月 6日  北 トレンチ, d列では遺物ほとんどなし。

11月 12日  d-16精査中,小円礫が多数出土するが不
明である。先に石匙・山形押型文土器も出

土 しているので注意が必要。

11月 14日  西 トレンチ発掘開始。
12月 2日  西 トレンチ (a・ b-13)は 表土から60cm

で軟質,淡白黄土色の砂層を検出。当地区
は瓦片など新しい遺物が主体をしめる。

12月 9日  岡山大学近藤義郎氏来訪。.d列完了。 a―
19・ 20の拡張区発掘順調。かなり下方まで

新 しい遺物を包含。

i2月 ‖日 精査全て終了。数グリッドの土層序実測を
残すのみ。

12月 16日  調査完了。

第 3節 整 理 作 業 の 経 過

大浦遺跡の調査概要は,すでに昭和56年 3月 刊行の「瀬戸大橋建設に伴 う埋蔵文化財調査概報

(Ⅳ )塩浜遺跡・西方遺跡・花見山遺跡・大浦遺跡・大浦浜遺跡」 (以下 ,概報 とい う )に おい

て報告 している。 しかし,そ こでは出土 した旧石器の中か ら器種別代表例を取 り上げ,縄文土器・

石鏃・石匙などを含めて も 178点 の遺物実測図を掲載 したに留まる。 もっとも,現場調査の進行

を最重点に していた当時,調査終了後の短期 日のなかで,すべての出土遺物を充分に観察・検討

して資料化するだけの時間的な余裕はなか った。従 って,「概報」作成時の遺物整理作業 は,遺

跡の全体的な傾向が把握できる程度の ものであったといわざるをえない。 しか も,そ の後 2年間

は,調査報告書刊行に向けての整理業務計画に基づいて ,出土遺物は一括保存されたままであっ

た。

べ

“

遺跡の遺物整理を本格的に進めることになったのは,昭和58年 4月 以降のことである。 58

年度 は,こ れまでの現 場発掘調査を主体 とした調査事業に本格的な調査資料の整理業務を取 り入

れた第 1年 目である。 4月 1日 付けで本四公団との間に「香川県側埋蔵文化財発掘調査委託契約

(そ の 1)」 を締結 し,調査報告書については第 1分冊「羽佐島遺跡 (1)」・ 第 2分冊「大浦

遺跡」を刊行することとなった。 ところが,大浦遺跡の発掘調査及び「概報」作成を担当 した斉

藤賢一・森本義臣・ 町川義晃・ 東原輝明のうち前記 3名 がすでに文化行政課か ら転出 し,東原 も

57年度より文化行政課文化財調査 1係 に配置替えとなっていた。 このため,坂出連絡事務所 (文

化財調査 2係 )に おける調査報告書刊行に向けての整理作業には主任技師藤好史郎が当ることに

なった。幸いに,事務所の整理体制はここ 2年 ほどの間にかなり整い,整理補助作業員の遺物実

測をはじめとする整理作業能力 も高い水準を保つようになり,遺跡単位の班編成で効率的な取 り

組みができるようになっていた。大浦遺跡整理班には常時 5名 の補助作業員が属 し,で きるだけ

多 くの遺物を正確に資料化することに努めた。遺物の実測は都合 1,025点 を数える。その他 ,現場

調査時の図面や「概報」掲載の遺物実測図の点検,遺物計測及び観察表の作成;遺物写真の撮影 ,
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1  概報実浸1図の点検
2  ナイフ形石器の実測
3,14ス クレイパーの実測
4,13裁断面ある石器の実測
5,8 縦長剥片石核の実測
6  良質サヌカイ トの実測
7,15縦長劇片の実測
9  流紋岩の実測
10  細石器関係の実測
11  二次調整ある剣片め実測
12  彫器の実測

第 1表 昭和58年度大浦遺跡の整理作業経過

IIIII‐■‐ 図 修 正

レイアウト前の準備
「
■■■■■■■■■TT===ヨ レイアウト

■■■■ 1■■1ト レース

■■1匡コ 写真撮影

11■IIII器種別図レイアウ

□ 垂直,平面分布図

観 察 表 ■‐ ‐
=作
 成

第 2章  調査の経過

「■1■■Fヨ本文編
1  編 集

各種図版の レイアウ ト・ トレースの仕上げ,原稿の執筆・整理,本文・ 図版編の編集・………など

昭和58年 4月 ～59年 3月 にかけての整理作業の経過は図示 したとおりである。

今 ,こ こに「瀬戸大橋建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告 (1)大 浦遺跡」を刊行するはこび

となった。大浦遺跡は,備讃瀬戸島嶼部の旧石器遺跡に共通する性格を示 しなが ら,い わゆる国

府文化期に属する遺物が少な く,比較的新 しい旧石器文化の内容を提示 している。なかで も,旧

石器文化最終末期の細石刃 315点・ 同石核45点 の出土は,他 の遺物数か らみてかなり高い比率を

占めるものである。どうや ら,花見山遺跡 と重複する時期をもちなが ら,そ れ以降 も遺跡が営ま

れていた可能性が高い。 この調査報告が,そ うした観点か ら今後の旧石器研究に役立つものであ

れば ,ま ことに幸いである。大方の積極的なご叱正・ ご教示をお願いしたい。

大浦遺跡の整理作業に携わった補助作業員

杉村澄子・森佳代子 (以上退職 )。 日下五十鈴。大沢多鶴子・戸川昌代・和泉美香子・徳井秀子・喜多正子・

三木紀子・阿野晃子

第 7図  整理作業風景
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第 層序と遺構土早3

i.土  層

備讃瀬戸の島々は,基盤が花商岩か らなっている。島嶼部の旧

石器遺跡は丘陵の稜線上を中心として展開す るため ,二 次堆積層

は殆 ど形成 されず ,降下火山灰層は全 く残存 しない。石器群は花

向岩の風化バイラン土層中に包含 され る。石器群はその大半が地

表か ら30 cm前 後の深さの間に集中的に分布する。風化バイライン

土層は風化度によって しか分層 されず ,石器群の形成時期差を反

映 した層位的な検出はできない。石器が出土する深度の差は時期

差 とは結びつかない。大浦遺跡の遺物包含状況 も例外ではない。

耕 作 土 層

洗鰊 蓋暦

褐色土層 (軟質 )

褐色土層 (硬質 )

淡黄褐色土 層

地     山

第 8図  土層柱状図

大浦遺跡は丘陵部稜線にそった緩斜面部に立地 し,現状は畑地である。そのため与島西方遺跡

などとは異 なり,表土層は耕作土層 となっており,攪乱を受けている。 また緩斜面を畑地化 して

いたため ,標高の高い北部ではかなり削平を受けており,包含層の残存状況は悪 く,耕作土の直

下には地山面が位置するグ リッ ドも存在す る。 これに対 して標高の低い南部は包含層の残存度は

良いが ,北部の削平で生 じた花商岩バイラン土が移動 して二次的に堆積 している。

2。 遺物出土状況と石器群

大浦遺跡の発掘調査では表土層以下か ら出土 した全遺物を ドットで図化 し, レベルを確認 して

検出 している。 しか し実測 して検出 した遺物の全てが平面的に原位置を保 っているとは考えられ

ない。遺跡の現状が斜面部に形成された畑地であるため ,標 高の低い発掘区の南部では,削平の

結果生 じた遊離包含層が近・現代の二次堆積層 として旧表土の上部に堆積 していると考えられる。

事実与島西方遺跡など畑地化 されていない遺跡での同様な傾斜度の地区に形成 された花商岩風化

バイライン土層の厚さと大浦遺跡の北部及び南部のバイライン土層の厚 さとは異なる。発掘調査

では平均 10 cm程 の厚みで包含層の遺物を取 り上げているが ,畑 地化に伴 う二次的堆積層 と原位置

を保つ包含層の区別が明確には行われていない。

今回の報告における遺物出土状態図の作成にあたっては,発掘調査で作成 した遺物出土実測図

と土層図を用い,機械的に攪乱層 と旧地形の分離を行 った。攪乱層 としたのは ,第 1層耕作土層

と第 2層 の軟質のバイラン土層及び畑地化による二次堆積層 と推定 される部分である。畑地化に

伴 う二次的な堆積層の分離にあたっては ,畑 地化 されていない西方遺跡で ,大浦遺跡と同一傾斜

度を示す地点の花商岩風化バイラン土層の平均厚を基準 とした。以後 ,攪乱層を上層 とし,ほ ぼ

旧状を反映 していると考えられる下部を下層 と呼ぶ。出土状態図作成の対象 とした遺物は下層出

土のものである。出土状態図は石材 と器種毎のものがあり,各 々平面分布図と垂直分布図を作成

した。垂 直分布への遺物の投影 に当 って は ,発掘区が緩斜面であることか ら部分的なものもあ

1
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第 3章 層序と遺構

り,投影 した範囲と方向については平面分布図に矢印で示 した。下層出上のフレイク・ チップ類

を含んだ全遺物の分布を黒色の ドットで示 し,赤色の記号で石材 と器種を表示 した。 また石材別

の分布図においては,使用されている石材の多 くがサヌカイ トであることか ら,サ ヌカイ ト以外

の ものについてのみ赤色の記号で表示 した。 また遺物出土状態図作成は,d～ h列 の 8～ 16に 相

当する中央発掘区のグリッドに限定 して行 った。周辺 の トレンチ調査区は遺物の分布が極めて稀

薄であり,出 土状態図は作成 していない。

下層の ,全遺物の平面分布では,12列 よりも南に分布が偏 る傾向が認められ ,北部では散漫な

分布を示 している。
・
北部は標高が高いことか ら畑地化による削平が進んでいることとも関連 して

いると考え られるが ,e-9に おける ドットの集中か らすればもともと稀薄だった可能性 も高い。

ドッ トの分布状況か らすれば , 5箇所の石器集中箇所が認められる。 e-90e-12の 南東部と

f-12の 南 西部 Of-15の 西部 Of-15の 南東部 とg-15

の南西部 Of-16の 東部 とg-16の 西部が遺物の密集度が高

い。他にも遺物の密集度が高い部分 もあるが ,前述の 5箇所

ほどには偏在は認められない。

5箇 所の石器集中箇所の ドッ ト分布は中心部に明確な密集

が認められ ,平面的には原位置を保つていると考え られる。

ただ12列 以南のスク リーンをかぶせたような ドッ ト分布か ら

すれば ,石器製作に伴 って形成された 5箇 所の石器群を前後

する時期の遺物群が重複 していることも考え られる。ただ遺

物が層位的に分離できないためこうした分布状況を呈 したと

推定 される。

石材別に中央部発掘区の遺物出土状況をみてみる。ハ リ質

安山岩は出土点数 も多 く,比較的分布が明確である。 d-11
oe-9of-15西 部 Of-16東部・ g-14南部・ g-150

g-16に 集中が認められる。硬質ハ リ質安山岩は f-16東 部

・ g-12東 部 Og-14南部 Og-15に 点数的には少ないが集

中するようである。黒曜石は f-130g-14北 部 Og-16に

集中するが ,他 にもまば らに出土 している。流紋岩 は d-14

0d-150e-130g-14南 部に認められる。サヌカイ トは

最 も多用されている石材であり,他 の石材が集中す る箇所に

おいてもサヌカイ トが最 も多いことには変わりはない。

石材間の分布の関係をみると,e-9の 石器群ではハ リ質

安山岩 とサヌカイ トで構成 され ,ハ リ質安山岩が約 47%を 占

める。サヌカイ トの比率が最 も少ない箇所である。 d-11も

ハ リ質安山岩が異石材の中では最 も多い。 e-12と f-12に

又 黒曜石 チャート
暫
缶

石

り

山

ハ
　
車
ス

質

質

雨
収
　
ハ
流紋岩 計

d-9 0 0 0

0 1 1

0

1 0 1

1 1

1

0 6

e-9 0

0

1

1 1

1

2

1 0

f-9 0

0 0 6

1 1 1 0

1 1 0 2

1 1 1

1 0

0

1 1 5 0

g-9 1 0 0

1 0

0 0

0

1 1 0 0

1 1

1 1 1

h-15 0

1

言十 644

第 2表 下層出土異石材数一覧

-13-



おける石器群はほぼサヌカイ トで構成される。 f-15西 部の石器群 はハ リ質安山岩 とサヌカイ ト

を中心とす る。 f-15東部 と g-15西 部の石器群には,ハ リ質安山岩・サヌカイ トを中心 として黒

曜石・硬質ハ リ質安山岩がわずかに含まれる。 f-16と g-16の 石器群では f-16側 にハ リ質安山岩 ,

g-16側 に黒曜石が分布す る傾向が認められる。 g-14で は南部を中心 として流紋岩がハ リ質安

山岩・ サヌカイ トを共 にやや集中する傾向がある。中央部発掘区は eof列 の中央部に稜線があ

り,そ の東 と西はやや比高的に下 る。 こうした点か らすれば,e-130d二 140d-15の 流紋岩

と,f-130g-14北 部 の黒曜石 は同一のまとまりであったと考え られる。予備調査では f

-130g-13の 南部に位置す る トレンチか ら黒曜石の縦長剥片 もしくは細石刃が出土 しており ,

その可能性を補っているとす ることができよ う。

器種別に分布を見る。大浦遺跡の石器群 は石器製作に起因すると考え られることか ら,石核を

中心 として分布をまとめる。明確に時期が新 しいと考えられる細石核は d-110e-9oe-15・

e-160f-150f-160g-9og-15・ g-16か ら検出されている。細石刃や細石核調整剥片の分布

状況を考え合わせると,d-110e-9・ e-16・ f-15西部 Of-16東部とg-16西部 Og-14の 6箇

所に分布の中心があると考えられる。また縦長剥片石核はe-13・ e-140g-13及 び fOg列 の15016

を中心とする分布が認められる。横長剥片石核は他の石器に転用されるか他の石器の要素も充たすもので

あり,分布図には転用された器種としての分布を示している。それほど集中した分布は認められないが ,

翼状剥片石核の系譜上で考えられる石核ゃ盤状剥片と類似 した素材を用いた石核はf-150g-16と e一

14で出土 しており,石理面が石核の底面と平行する薄い板状の剥片を素材とした石核は,前者の分布の周

辺から出土する傾向が認められる。

第 3表 下 層 出 土 器 種 別 数 一 覧

骰
ナイフ
t魚器 膨鵬

尖頭器 石錐 彫 器
縦 長

師 刃 編 核 プランク 原石
出土 総 点 数

キ石核

d-9 0 l

0 0 0 4

0 0 0 1

0 0 0 0 1

0 0 0 1 6

0 0

2 0 0 1 1 1

2 1

e-9 0 0 0 0 9

0 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 3〔

0 0 275

0 0 1 0 0 223

6 0 7 0

0 0 1 0 202

3 l

f-9 0 0 0 0 0 2〔

0 0 0 0 1 0 l 7

11 0 0 1 0 1 0

2 0 0 0 1

2 1 0 0 1

1 0 0 1 0 0 2

0 8 0 1 2 l

7 2 1 4 5 11 6 8 1

9 0 0 1 0 1 0 4

0 0 0 0 1 0 0 1

ll 0 0 0 0 0

12 3 3 1 0 7 01 1

0 1 0

3 2 6 56〔

0 2 3 3 349

9 1 1,148

h-15 0 4 17

4 0 17 0

7 4 1
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3.小  結

遺物の出土分布を理解する上で,巨視的な分布の把握と石器製作によって形成された石器群単位の細か

な分布の検出という両者の視点が必要 となろう。巨視的な分布の面では,大浦遺跡で は中央部の

発掘区に石器群が集中す る傾向が認め られ ,そ の周辺の トレンチ調査区では非常に稀薄な分布を

示す。石器群は中央部の発掘区で も fOg列 の15016に 特に集中する傾向が認められ る。 しか も

集中 した石器類の集中箇所は漫然 とした分布ではなく,明 確な分布の中心を有するものである。

こうした点か らすると大浦遺跡の下層の石器群 は二次的に包含層が移動・ 堆積 したものではな く

平面的には原位置を保 っているものと考えられる。また一部に分布の
バ ラツキがあるが,こ れは特

定の器種 に認められるものではない。大浦遺跡の現状が畑地であり,撹乱を受けた上層 と下層の分

離は,発掘調査時点ではなく,土層図と遺物の出土レベルを主 に用いて一率に行ったため,生 じた

ものと考えられる。巨視的に見ると各石器群は大浦遺跡の中央部発掘区の特に南半に集 中するとす

ることができる。こうした分布の一致は,地形や遺跡か らの周辺の視界などの条件にさほどの差異

を想定するのは困難であり,大浦遺跡の石器群は近接 した時期の所産であるとすることができよう。

中央部発掘区における石器集中の特色をまとめる。細石刃・ 細石核 は e_9.d-11に 独立 し

て分布する傾向が認め られる。 f-15の 西部で縦長粂1片石核 と細石核の類似 した分布 はあるが ,

g-15の 西部では縦長剥片石核は集中するが細石核は含まれない。 f-130g-13・ g-14北部

で黒曜石製のナイフの集中する傾向が認められるが ,周辺での細石核の集中はな く,逆 に g-13

でサヌカイト製の縦長剥片石核の集中が認められる。 また f-16東部 とg-16西 部を中心 とす る石

器集中箇所で も黒曜石は g-16を 中心 として分布する。 fOg列 の15016グ リッドにおける石器

の分布にはわずかなが ら差が認め られる。

国府型ナイフ形石器の系譜で理解できる横長剥片素材のナイフ形石器は feg列 の 15・ 16グ リッ

ドに分布し,横長剥片石核で翼状剥片石核と部分的に共通した要素を有するものと分布が共通する。

こうした分布状況か らすれば,fOg列 の15016グ リッドの石器集中は少な くとも時期的に 2

分 されると考えられ る。 しか し,限定 された単一時期の所産の石器群を特定 し,そ の組成を明確

化するには ,接 合資料等による母岩を中心 とした個 々の石器製作に伴 う石器群の面的広が りの把

握の積み重ねが必要 となろうが ,個体識別の困難なサヌカイ トが多用される遺跡の状況か らすれ

ば ,そ れも困難である。降下火山灰層などにより,時期差のある石器群を層位的に分離できない

ことと合せて備讃瀬戸の島嶼部の遺跡の資料的な限界 と言わざるを得ない。

大浦遺跡では,e-9・ d-11グ リッドにおける細石核を中心 とした石器群 と,e_130d-140

d-15グ リッドにおける流紋岩を石材 とす る縦長剥片関係の石器群及び f-130g-13・ g-15

グリッドを中心 とする黒曜石の縦長景1片素材のナイフ形石器 とサヌカイ ト製の縦長秦J片・ 同石核

か らなるほぼ純粋な石器群が検出されたことを一つの成果を考えたい。 またそうした単一時期の

石器群の存在を考えると, fOg列 の15016グ リッドの各石器の分布の中心の微妙なズ レと分布

の広がりの差には,時期差のある石器群が重複 して存在するとせざるを得ないであろ う。ただし

その時期差 はそれほど長期間の差ではないと考え られる。
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大浦遺跡では約 1万点の遺物が出土 しており,そ の多くは旧石器時代に属する。調査面積と比

較すれば遺物量は,備讃瀬戸の島嶼部の遺跡においてさほど多い方ではない。約25万点の遺物が
註 1                      註 2

出土 した羽佐島遺跡や約 14万点出土 した与島西方遺跡 A地点 と比較すると,む しろ遺物量 は少な

い部類に属す る遺跡である。羽佐島や与島西方遺跡 A地点などの遺物量が多い遺跡は,遺跡の存

続期間が長期に及ぶと考えられ,羽佐島遺跡では国府期の石器群か ら細石器 0有舌尖頭器に代表

される時期の遺物が出土 しており,西方遺跡では細石核 こそ検出されていないもののほぼ同時期に

属す る可能性が高いハ リ質安山岩製の小形切 り出し状ナイフ形石器が出土 している。 これに対 し

て大浦遺跡では確実な翼状景1片石核や国府型ナイフ形石器は出土 していず,交互剥離による横長

剥片石核 0小形切 り出し状ナイフ形石器・ 細石器などが中心 となり,瀬戸内の旧石器文化でも新

しい時期の比較的限定された期間の遺跡 と考え られる。

出土 した石器の多 くはサヌカイ トを石材 とす るが,ハ リ質安山岩・黒曜石・流紋岩・ 水晶・ チ

ャー トなどの石材 も使用されている。国府型ナイフ形石器・翼状剥片に代表 される瀬戸内技法に

よる石器群やその系譜上で理解 される石器群は,ほ とんどがサヌカイ トを石材とする。そのため

国府期を中心 とす る遺跡の石器群ではサヌカイ トヘの石材依存度が非常に高い。大浦遺跡の時期

的新 しさは多種類の石材が使用されていることか らも窺われる。

大浦遺跡か ら出土 した遺物 としてはナイフ形石器 126点 ,舟底形石器 2点 ,尖頭器 17点 ,ス ク

レイパー76点 ,石錐 5点 ,彫器 4点 ,裁断面ある石器 113点 ,二次調整ある剥片32点 ,横長景1片

石核 18点 ,縦長景1片 904点 ,縦長景1片石核84点 ,細石刃 315点 ,細石核45点 ,石核調整景J片 69点 ,

細石核 ブランク 6点 ,ハ リ質安山岩原礫 1点 ,敲 き石54点 ,石 鏃38点 ,石匙 2点 などの石器 と縄〕

文時代早期の土器がある。またそれ以降の遺物 も若干出土 している。器種別にそ
の様相 について

報告す る。

1.ナ イフ形石器

ナイフ形石器は,折損 しているものを含めて 126点 出土 している。瀬戸内のナイフ形石器は

横長剥 片を素材 とするものが中心 となるが,大 浦遺跡では縦長景1片 を素材 としたものも多 く

出土 している。また使用された石材 もサヌカイ トの他 ,黒曜石・ ハ リ質安山岩・流紋岩が含ま

れる。出土 したナイフ形石器は素材の景Ц離法の差は認められるが,そ の形状は類似するものが

多い。ナイフ形石器の分類では,素材となった剥片の景J,離法とブランティングによる加工の位

置などを基準として分類 した。

A型  細身のものが中心で,一方の側縁に刃部,他 の側縁の大半にブランティングが施され

るもの。

土早4第
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B型  縦長景1片 を素材 とし,基部にブランティングが施 され,両側縁に刃部を有す るもの。

C型  外形が三角形の切 り出 し状を呈す るもの。

D型  外形が狭い二等辺三角形状を呈 し,底辺に相当す る縁辺が刃部 となるもの。

E型  横長景J片 を素材 とし,刃 部が隣接す る 2縁辺か らなるもの。

第 114図 1～ 16 いわゆる国府型ナイフ形石器の形態 と共通す る要素を有 し,そ の系譜上で理

解 されるナイフ形石器である。国府型ナイフ形石器は,翼状剥片を素材 とす るナイフ形石器 と

定義される。ナイフ形石器 自体か ら素材 とな った剥片を想定 したり,瀬戸内技法によるものか

どうかを判定す るには困難 さがあり,厳密な意味で国府型 と認定す ることはできない。大浦遺

跡では典型的な翼状剥片や翼状景J片 石核が出土 していないことか ら,国府期のものは含まれな

い可能性が高い。 ブランティングの部位による分類では,全て A型 に属す る。石材 は10が ハ リ

質安山岩を用いるが,他 は全てサヌカイ トである。完形のナイフ形石器の長さは, 4～ 7.5 cm

までの分布を示す。

1～ 40709011は 背面にネガティブな面が残存する。11を 除き典型的な翼状剥片とは異

なり,背面が複数の面で構成されるものや,腹面 と打点の位置が大きくずれるものである。 11

は背・腹面の打点の位置は近接す るものの,底面が残存せず ,ブ ランティングも基部にわずか

に施されただけのものである。

50608010は 背面にネガティブな面が残存 しない断面三角形状を呈す るものである。

国府型ナイフ形石器は瀬戸内技法の剥片景1取の工程上 ,底面は作業面側に打点を有す るポ ジ

ティブな面か らなるものが多い。また国府型ナイフ形石器は背面に腹面の打撃方向 とほぼ一致

した 1面 のネガティブな面を残す ものが多い。 こうした点か らすれば,典型的な国府型ナイフ

形石器 と認定できるものはない。ただ,11は翼状剥片を素材 とす る可能性 も否定で きない。

第 114図 17～ 280第 115図 1～ 2 翼状剥片とは異なる横長剥片を素材 とし,刃部に調整を有 し

ないナイフ形石器である。 ブランティングの部位による分類では A型 に属す る。いずれ も,サ

ヌカイ トを石材 とす る小形のものが多い。背面の剥離面が安定せず,ま た刃部 も階段状景1離 の

ものが存在するなどの特徴がある。素材 とな った景J片 の剥離法 も,瀬戸内技法ほど安定 してい

ないと推定 される。第114図 17と第 115図 2は比較的大形 のものである。 17は 断面三角形を呈 し,

非常に薄手のものであり,翼状剥片を素材としているとは考え られない。 2は 素材 とな った横

長景1片 の打点 と隣接する縁辺を刃部 とし,国府型 とは考え られない。

第115図 3 交互並列景1離石核を転用 したもので,石核作業面に若干の調整を加えてナイフ形

石器化 したものである。サヌカイ トを素材 とする。

第115図 4～ 10 縦長景1片 を素材 とし,一側縁全体に調整を施 したナイフ形石器である。 A型

に属する。 7は ハ リ質安山岩を石材 とし, 809は 黒曜石 ,10は 流紋岩を石材 として用いる。

流紋岩質のものが最大で 8。7 cmを 計るが,:他 は小形のものである。

第115図 11～ 190第 116図 1～ 22 縦長景1片を素材 とし基部に調整を施 したナイフ形石器で,B

型に属す る。第116図 11・ 12は ハ リ質安山岩,第 116図 13～22は 黒曜石を石材 とし,他 はサヌカイ
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卜を用いる。長さは 1～ 9 Cm代までの分布を示 し,大形のものか ら小形のものまでかな りの差異

が認め られる。基部だけではな く,先端部の一側面にも調整を施 したものが多い。

第116図23～360第 117図 1～23 小形切 り出 し状ナイフ形石器である。外形が概三角形を呈 し,

その短辺に刃部を有す るものである。 ブランティング部位による分類では C型に属する。第 117

図23は ハ リ質安山岩を石材 とし,他 はサヌカイ トを用いる。横長の不定形な景J片 を素材 とす る

ものが多 く,縦長剥片を素材 とす るものは 6点である。

第117図24～28 小形切 り出 し状ナイフ形石器で,外形が幅 の狭い二等辺三角形状を呈 し,刃

部が底辺に相当する部位にあるものである。台形様石器 とも考え られる。剥片を折断 して成形

す る手法は認め られず ,横長剥片の側縁を刃部 として利用 している。サヌカイ トを用いる。 D

型に属する。

第117図29～ 39 小形切 り出 し状ナイフ形石器で,刃部が 2縁辺か らなるものである。不定形

な横長景1片 を素材 とし,全 てサヌカイ トを石材 として用いる。 ブランティング部位による分類

では E型 となる。

第117図40～ 43 不定形な剥片にわずかに調整を施 してナイフ形石器 としたものと,ナ イフ形

石器の基部だけが残存 したものである。

【石材別の構成 】

出土 したナイフ形石器を石材別に分けると,サ ヌカイ ト 106点 ,黒 曜石13点 ,ハ リ質安山

岩 6点 ,流紋岩 1点 となり,サ ヌカイ ト以外の石材が 16%を 占める。備讃瀬戸の遺跡群にお

いては,サ ヌカイ トの産出地である国分台・城山・金山などが比較的近 くに存在す るため ,

使用される石材のほとんどがサヌカイ トである。特に国府型ナイフ形石器では全てサヌカイ

トを使用 していると言 っても過言ではないほどである。備讃瀬戸の遺跡の中で確実に翼状景J

片や翼状景1片石核を石器の構成に含む与島西方遺跡 A地点や羽佐島遺跡では,ナ イフ形石器

の石材にサヌカイ トが含まれる比率が高い。 これに対 して,大浦遺跡では黒曜石・ ハ リ質安

山岩を中心 としたサヌカイ ト以外の石材の比率が高い点は注目される。また各石材にも微妙

な石質の差が認められる。サヌカイ トでは風化が著 しく進行 して白色を呈するものと,そ れ

ほど風化せず灰色を呈す るものがあり,前者では石理が明確であるという特色を有す る。黒

曜石ではシマ状の石理が認められるものと漆黒色を呈す るものがある。ハ リ質安山岩のほと

んどは丸味のある自然面を呈す るが,一部粗い風化面か らなる自然面を有 し硬質なものも含

まれる。 しか し,石 質の差 と石器の形態差とは対応 していないようである。

ナイフ形石器の形態別に石材の使用をまとめる。 A型 ではサヌカイ ト32点 ,黒曜石 3点 ,

ハ リ質安山岩 1点 ,流紋岩 1点 となる。 B型 ではサヌカイ ト19点 ,黒曜石10点 ,ハ リ質安山

岩 2点 となる。 C型 ではサヌカイ ト34点 ,ハ リ質安山岩 1点 となる。 D型 とE型 では全てサ

ヌカイ ト質のものであり,そ れぞれ 5点 013点 となる。傾向としては,A・ B型 に異石材が

使用される頒度が高い。
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【素材とな った lll片 について 】

石器の素材 とな った景Ц片の景J取法によ ってまとめる。横長景J片 を素材 とす るもの76点 ,縦

長剥片を素材 とす るもの45点 ,不明が 5点 であり,全体の60%を 横長剥片を素材 とす るもの

が占める。横長剥片 と縦長景J片 とは 1.7:1の 比で,ナ イフ形石器の素材 として使用 されてい

る。石材別にみるとサヌカイ トでは横長剥片69%・ 縦長剥片26%・ 不明 5%,ハ リ質安山岩

では横長景J片 50%,縦長剥片50%,黒曜石・ 流紋岩では全て縦長剥片となる。サヌカイ トで

は横長景J片 が,ま たサヌカイ ト以外の石材では縦長剥片の比率が高 くなる。

ナイフ形石器の形態別にまとめると,A型 では横長剥片を素材 とす るものが76%・ 縦長剥

片を素材 とするものが21%・ 不明 3%と なり,C型 では横長剥片77%・ 縦長景J片 17%・ 不明
6%,D型 では横長剥片80%・ 不明20%と なる。小形切 り出 し状ナイフ形石器であるとい う
ことで COD型 を合計す ると横長景J片素材が78%,縦 長剥片を素材 とするものが 15%,不明

が 8%と いうこととなり,A型 の構成比 と共通する。

【大きさについて 】

第 108～ H2図 はナイフ形石器の長さと幅の分布をグラフ化 したものである。大浦遺跡出

土のナイフ形石器は小形のものの比率が高 く,大形のものほど数量的には減少す る傾向を示

す。素材 となった景J片 の剥取法でみると,横長剥片を用いたナイフ形石器は長幅比が 1:2

を中心 として 1:4～ 4:5の 比率の間に分布する。長さは 7.5 cm以 下,幅 は 3 cm以 下にほ

ぼ含まれる。幅で 3 cmを 越えるものが 2点含まれるが, 1点 は折損 した剥片を再利用 したも

のであり,他 の 1点 は素材 とな った剥片の打点が残存する。いずれ も刃部に使用痕 と考え ら

れる小剥離痕を有 し,大 浦遺跡出土のナイフ形石器の中で も例外的なものである。縦長景J片

を素材 とするものは長幅比が 3:7を 中心 として分布 し, 1:5～ 3:4の 中に含まれる。

最 も長いもので 9。 9 cm,最 も幅広いもので 3.5 cmを 計る。縦長景J片 を素材 とするものの方が

長 く,横長剥片を素材 とするものは幅が広い傾向を示すが,大半は重複 した分布 を示し,そ

れほどの差異はない。

各形態ごとに長・ 幅の分布をみると,A・ B型及び C～ E型 は類似 した分布パ ターンを持
つ。 A・ B型 ともに長幅比が 2:5を 中心 とした分布を示す。 5 cm以 上の長さのナイフ形石

器で も 2 cm前 後の幅を持つものが中心 とな り,大形のものほど幅のわ りには長い ものが多 く

なる。 また A・ B型 ともに長さが 5 cmを 越える大形のものを含む点で共通 し,A型 では長 さ
8.7 cm,B型 では 9。 9 cmの ものが最大である。 C～ E型 は小形切 り出 し状ナイフ形石器 とい

う点では共通 しており,長・ 幅の分布は概類似 している。長さの面ではいずれも 5.O cm以下 ,

幅 も 3.O cm以 下に納まるが,長 幅比の面では C型が 1:2を 中心 として 1:3～ 2:3の 分

布を示すのに対 して,D・ E型 ではやや幅広な分布を示す。

石材別にみると黒曜石や ハ リ質安山岩を石材 としたものは,小形のものが中心 となる。 こ

れに対 して,サ ヌカイ ト質では大形か ら小形のものまで存在する。また流紋岩質のものは 1

点だけであるが大形のものである。黒曜石や ハ リ質安山岩質の石器が小形であるのは,原礫
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の大きさにもよると考えられる。羽佐島遺跡で出土 したハ リ質安山岩の原礫 は,海 峡部では最

大であるが,長 さ約 6 cmを 計 る。使用 された原礫 もせいぜい拳大程度のものと考 え られる。
註 3

黒曜石 も同様であろう。

【lll離法との関係について 】

黒曜石 と流紋岩を石材 とす るナイフ形石器に対応する石核は認め られない。黒曜石は石核

自体が出土 していない。また流紋岩質のナイフ形石器 (第 115図 10)は大形で,主要求J離 面

の残存状況か らすれば,素材 とな った景J片 は,幅 3 cm前後の明確な縦長景J片 と考え られる。

流紋岩質の縦長景J片石核は 2種類あるが,明確な縦長景J片 を景J取 した石核では剥離痕が小 さ

すぎ,他の石核では出土 したナイフ形石器に認められるような安定 した景J片景J離 は行われて

いない。対応す る石核は出土 していないものの,流紋岩の出土は d-14グ リッドを中心 とし

ている点は注目される。

横長剥片を素材 とす るナイフ形石器の大半は非常に不定形な景J片を素材 とす るものが多い。

C～ E型のナイフ形石器では素材 とな った景J片の打点 とナイフ形石器刃部の位置関係は一定

していない。国府型ナイフ形石器のように,素材 となった剥片の末端部が刃部 となるものは

C～ E型では20点 しかな く,打点 と隣接す る縁辺を刃部 とす るものは24点含まれ る。 ほぼ同

数の比率 とな り,景J片剥取法の不安定 さが窺われる。また刃部が階段状剥離を しているもの

や折損 した剥片 も用いられており,素材にそれほどの規格性は認め られない。

また素材 とな った景J片 の主要剥離面 と底面のなす角度は,国府型ナイフ形石器では35° を中

心 とす るのに対 して,特 に C～ E型 では 2ぴ～ 30° のものが多い点 も注目される。 この剥離角

の浅さは,出土 した白色風化サヌカイ ト質の石核に認められ,対応す るものである。

大浦遺跡出土の横長景J片 を素材 とするナイフ形石器は不安定な剥片を素材 とす るものが多

く出土 した交互並列景J離石核 と対応す ると考えられる。

大浦遺跡全ナイフ
形石器
白色風化高サヌカイ
ト製ナイフ形石器
白色風化障 ヌカイ
ト製ナイフ形石器
西方遺跡国府型
ナイフ形石器

20      40
(|)タ イプ別

4060 (度 )      0   20

第113図  横長all片素材ナイフ形石器all離角構成比

-122-

(||)石
60
材 別



第 4章 遺 物

2(526)

ffiffiffi ffiffifr &ffiffi ffiffiO ffimffiroNU ary w ?g a -,\ s(2o') e(eTT) t
A s(b27, 

I o(E2s) T(o4b)

3(701)

r(6b) D

ａ

ｍ

ｍ

＾

趾

‐
　

９

謳

ハ
ヽ

人

υ

餞

饂

側

Ａ

騰

陽

脚

獣

颯

、

‐

　

湘
洲

闘

酬

財

酬

翻

Ｕ

　

・＞

　

　

　

　

無
騰
〃

Ｖ

　

２５

Ｕ

Ш　
¶
「

ハ

働
ヘ

26(207)

第114図  ナ イ フ形 石 器 実 測 図 (1)

niU JCM

27(374)A

ハ

-123-

24(435)



2(832)

r-1
3(211) \_\

o s(gzl)

10(41)

△

眠
廊
膨
鱚
Ⅷ
下
ハ

―
O10 ill― οシ_冤 _

6(923) 7(650)

8(951) 9(388)

12(:81)

i4(154)と

‖ (153)

▽ 司

⌒

17(649)    18

16(728)

616)⌒

第115図  ナ イ フ形 石 器 実 測 図 (2)

0               5 cm

15(476)

-124-



第 4章 遺 物

問

Ａ

＝

側

胴

Ｎ

Ｖ

　

５

一

６

一

∨
［刷
判

＠

岬

‐‐邸

ｍ

Ａ

鵬

Ｍ

Ｍ

Ψ

　

　

２ハ

Ａ
ハ
Ⅲ
珊
Ψ

ハ
船
閃
脚
糊
Ⅲ
Ψ
　
　
　
”

は順鐵脚Ｕ
ヽ
卿

ふ

聞

Ｗ

樹

Ψ

ａ
ｖ

躊
蟷

κ
燿
Ｍ
用
Ｖ

∩
リ

¨（

関
ぶ

囮

ツ

鶯

ｍ

浦

儡

Ｗ

Ｙ

鼈

一

鞣

（

祠
闊
¨
抑

Ａ
∪

剛
　
酬

爪
朋
照
Ⅲ
Ｎ
）

３４
　
　
形

魚封帥釧Ⅶツ　́
　　伸

．　
　
　
　
　
　
　
ナ

ハ
ーーＩ
Ⅲ
捌
ν
　
鋤
　
　
咽

爪緯吻珈ｙ　鉗
　
細

籠

榊

脚

Ｖ

Ｓ

ａ

へ
翔
剛
膠

ё

´

酢

カ

ー

＞

ヽ
（
二（６
〕
Щ

i(74)

ワ

3(823)

0
801)

．　

　

　

　

　

Ａ
Ｎ
Ｈ
腿
９
　

８

‐

四

〇

（

思
γ
∫

―

　

の

団

０

（
―

―

＞

夕

″

０

卿

―

⑪飢＝
職
り

一

）
塀
一

０

明

４
＝
脚
Ｎ
ヽ

６

ロ

)15)
10(979)

fi A4qH hft6 fipffi A pA

W
411(642)

ヽ

24(827)

A/l A il/\il^ /a/n N 
nA fl AAt)/N

Vrud bVd,U,ry,,y U y*y g 
V,$ W&

27(648)

ＱｎＭ
船
雌

〔　」』崚同剛岬（
-125-

32(978)



０

」

０

ヽ
ほ
閉
日

　

助

　

　

２
閥
脚
Ｕ

Ｏ

習
鯰

Ａ
＝
珈
Ⅶ

９

］

ゐ
囲
酬
馴
Ｖ

２

５

一

Ｗ
Ｖ

口
硼

＾
樹
Ⅲ
Ｍ
）
　

　

７

５夕
Ａ
卿
Ｖ
彎

郎

ら
け

ぬ

あ
珊
麟
ｙ

　
　
劉

Ｇ

嘲
ｍ

‐２‘６０４，

０

則

診

ぬ

ハ
劇
腸
隔
Ⅷ
Ｗ

　

５

一
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″^
ｎ
田
劇
＝
川
Ⅶ
］
¨
剛
ｍ
ｍ
い
中
山
ｕ
ｗ
ｗ
Ｈ
ｖ

　
　
　
　
　
・
‐
‥
′

疇

ハ
イ

Ш

・、ひ

剛
鸞

ヘ

臥肌ⅢⅦ×　　　　Ａｎ鮒ド胴ぐ　０

．岬

ハ

鯰

峻

６

剛
『
珍

囲

・

Й

鰤

胤

膨

　

３

　

　

健

劇

雌

Ⅶ

Ч

９

゛

´
　

骰

Ｒ

ＩＩＩ

Ⅲ

砂

Ａ
酬
Ⅷ
ヾ

６

金

骰

色

♪
Ａ
雌
Ｍ
ｙ
　
，
　
　
ス鳳
酬
翻
７
　
＞

鍮

物

衝

］

ふ

踵

麒

ｍ

洲

鵬

Ｕ

［側
顆
貪
´

一　

９

中跡
品
Ｖ

Ｏ飩
私
彬
熙

Ａ
ぬ
胴
Ψ
”
　
八
臓
鵬
財
膨
Ｖ

Ｏ

悧

３

囲

ｇ

（

１

２３

薇

劉

蜻

ム

０
メ
暉

田

ヽ
γ

別

肝

狛

ｎ
脱
酬
鶴
　
団
　
　
′劉Ｎ
　
　
２

Ｇ

ハ

・

　

鋏

も

Ａ
鳳
風
ツ
　
　
　
　
Ａ
鳳
酢
ψ
　
＞

銹

（

ｍ

２‐
‐
６

ム

ド

＝

　

励

Ｎ

２４７

ふ
冊
薗
冊
Ｖ
　
２０

Ｃ

印

ら

）

ハ
ーー
側
Ｗ

Ｏ
舗
Ⅲ
Ψ

む

囲

ハ
ーーー
は
困
Ψ

　

３

中

恥
戦

ハ

Ａ
凶
掛
Ｗ
ｖ
　

　

ふ
皿
酬
脚
綸
＝
７
ｖ
幼

黎

ｍ

ハ
＝
Ｗ
劇
Ψ

　

　

３

き
こ
７

１

　

　

　

　

∫

魚ハ瀦Ψ　剛　　国判ⅧＶ
鰈
（

３６

肛
肌
傲
ッ
　
　
　
‐は
一

諭
り

（

９

＞

ｄ

側

２９

鐵

殴

Λ
　
　
引　
一囮
ψ
岬

３５

Ｒ
、
燃
捌
硼
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

輻
鈴

ｄ

唱

19(725)

24(147)∩

I 2b(sb4)

隧|―鸞ヽ
―

26(920)
´ 29(291)

ffi@6$ WWW $@@$ 9ffip
′
Ａ
職
り

鶉

Ψ

田

屁
［
鱚

１

３ ４

９

彦

　〔

Ю

マ

鍮

∩
懺
Ｗ
Ψ

Ａ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅷ

D                5 cm

ナ イ フ形 石 器 実 測 図 (4)

-126-

43(2142(700)

第117図

z"--1 
99 (246 )



第4章 遺 物

2.舟底形石器

2点 出土 しており,い ずれもサヌカイ トを素材 とす る。

第 118図 1 断面三角形を呈す る典型的なもので,横長景1片 を素材 とす る。加工は大半が甲

板面か らの打撃によるが,わ ずかに稜上か らの打撃による剥離面 も認められる。両端 は折損 し

ている。基部か ら先端部へ向けて細 くなる。先端部は尖 っていたと考え られる。

第 118図 2 白色風化サヌカイ トを石材 とし,断面は台形状を呈する。縦長剥片を素材 とす

ると考えられるが折損 しており,素材の打面は残存 しない。底面と一方の側面には基部の折損

面を打面とする樋状景1離痕が認め られる。先端部はそれほど尖 らず,甲板面か らの打撃により

樋状景1離のような細部調整が施されている。

備讃瀬戸の島嶼部出土の舟底形石器は大半が横長剥片を素材 とし,断面形は三角形のものと

台形状のものの 2種類ある。断面形が異なっていても舟底形石器の甲板面の幅にそれほど差異

はない。甲板面の幅は舟底形石器のかなり重要な要素の一つと考え られる。素材 とな った剥片

が薄い場合には,結果的に素材の背面が残存 し,断面が台形状を呈するものであろう。 これに

対 して, 2で は意図的に断面形がより台形状を呈するように底部を加工 しているが,こ れは 2

が通例の舟底形石器 とは異なる特徴を有 していることに起因する。 2の 基部よりの側面には折

損面を打面 とした樋状景J離があり,彫刀面が形成されている。底部の二次加工は彫刀面の幅を

限定するために施されたものである。また先端部にも甲板面を打面 とする細かな樋状剥離が認

められる。羽佐島遺跡出土の国府型ナイフ形石器で,ブ ランティング面を打面 として石器の先
註 4

端部に彫刀面を作 り出した彫器があり, 2の先端部 も彫刀面 と考え られる。いずれに して も 2

は舟底形石器を転用 した彫器 とす ることができよう。

3.石   錐

第 118図 3～ 13 11点 出土 しており,13が黒曜石で他はサヌカイ トを石材 とする。サヌカイ

ト製のもので 306・ 9011は風化が進んだ白色風化サヌカイ トを用いる。素材は不定形な剥

片が多いが, 409は 縦長剥片,13は細石刃を用いている。刃部の形成は12を 除いて片面加工

による。いずれ もかなり雑な作 りのものである。縦長剥片を素材 とするものも刃部の位置に規

則性は認め られないようであり,4013は 素材の基部側に, 9は先端部に刃部を作 り出 してぃ

る。

切 り出 し状ナイフ形石器の中に基部がかなり尖 るものがあり,石錐 としての可能性 も否定で

きない。
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4.横長 all片

形状か ら横長剥片 と考え られるものの出土数はかな り多い。 しか し,大浦遺跡の横長景J片石

核、1ま 交互並列景J離技法によるものが主流を占めるため,目 的剥片 もそれほど一定 した形状を呈

しない。そのため,偶 然横長の形状を呈 した景1片 と目的景J片 との識別は困難である。 9点図化

した。

第 118図 14～ 22 14・ 19～ 22は ハ リ質安山岩を石材 とす る。 14は 細石核の打面調整景1片 の可

能性がある。 19020・ 22は 自然面を打面 とす ることか ら原礫の分割の際に生 じた景J片 かもしれ

ない。 15～ 18は サヌカイ トを石材 とし,そ れほど安定 した形状のものではない。
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5。 尖 頭 器

第 119図  17点出土しており,全てサヌカイトを用いる。石質からすれば, 9016が 自色風化サヌカ

イ ト,他はそれほど風化が進行 していないサヌカイ ト質である。 1～ 6・ 9010は 完形もしくは,

それに近い もので,い ずれも木葉形を呈する。 1が最 も大きく器長 9。 4 cmを計 り,調 整 も細か

い。他の完形の尖頭器は器長が 5 cm前後の小形で調整 も粗いものが多い。素材面が残 る尖頭器

では,横長剥片を用いている。 11～ 14は 先端部 ,15は 中央部の破片と考え られる。15の 調整は

粗い。 7016は その外形か ら尖頭器の未成品が折損 したものと思われるが,調整 も少な く他の

器種 もしくは素材の可能性 も否定できない。 7は 裁断面ある石器 ,16は スクレイパーとも考え

られる。
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6.ス クレイパー

大浦遺跡出土のスクレイパーは,総数76点である。 iン ドスクレイパー中にはかな り器形が

定形化 しているもの も含まれるが,大半は一定 した形状を呈 しない。サイ ドスクレイパーにお

いては縁辺部に鋸歯状の刃部を形成 しているだけで,定形化 したものはない。 エン ドスクレイ

パーとサイ ドスクレイパーの差は刃部の角度の差だけとなるが,一線を画す るほど明確なもの

ではない。そこで両者をスクレイパーということで一括 して扱い,そ れぞれの可能性が大きい

ものという程度の意味で三分 した。

第 1200121図  エン ドスクレイパーである。 32点 出土 した。いずれも鈍角の刃部を有する。

第 121図 19020が 水晶を石材 とする他はサヌカイ ト製である。 1～ 5は 横長剥片石核を転用 し

たものである。 102は 短辺に刃部が位置 し,両側縁に石核の作業面を持つ。かな り安定 した

形状のものである。 3は 石核の打面調整としてはやや直線的で細か く,打面部を刃部 とした も

のであろう。 4は三方に,5は 短辺に刃部を形成 している6 6以下のエン ドスクレイパーは素

材が一定 したものではな く,適当な剥片に鈍角の刃部を作 り出 している。水晶を石材 とした 2

点は,敲打によるつぶれが認め られる。 自然面状に表現 した部分がそれにあたる。

サヌカイ トは白色風化サヌカイ トと風化のそれほど進行 していないものと 2種類の石質が認

められる。

第 122～ 124図  サイ ドスクレイパーである。エンドスクレイパーと比較す ると鋭角の刃部

を有するが,そ れほど差がないもの も含まれる。いずれ も刃部は,2つ の剥離面が鋭角で交わ

る縁辺部に形成されている。使用された石材は,第 122図 506が 砂岩 とシマ状黒曜石 ,第 124

図 15016が ハ リ質安山岩 ,他 はサヌカイ トである。石器の素材はさまざまであり,縦長剥片・

横長剥片・細石刃・不定形な剥片や石核を転用 したものが認められる。

第 122図 1～ 5は 縦長景1片 を素材 とする。刃部の位置は 2が末端部の他は側縁部を利用 して

いる。 6は 細石刃の両側縁部に加工を施す。 7～ 10は 横長景1片 を素材 とする。 11～ 150第 123

図 1～ 5は 横長剥片石核を転用 したものである。 11012は 素材 となった景J片 の末端部で作業面

と対向す る縁辺部に刃部を形成 したもので,11は打面部 も調整が細か く,刃部 と考え られる。

他の石核を転用 したサイ ドスクレイパーは作業面に再度調整を加え,両面加工風の刃部を有す

る。第 123図 10は 交互並列景1離技法による横長景1片石核を転用 した可能性 も考えられるもので,

先端部が細か くなり,尖頭器状を呈する。 11は 原石か ら剥取された大形で,縦長剥片石核の素

材等を分割する以前の景1片 の側縁に刃部を設けたものである。第 124図 4は 熱変 して表面に亀

裂が認め られる。

大浦遺跡で出土 した横長景1片石核 18点 の うち14点 がスクレイパーに転用 されている。素材が

横長景J片石核のあるものも含めると15点が石核転用の ものとなる。 このうちエンドスクレイパー

は 5点 ,サ イ ドスクレイパーに転用されたものは 9点 となる。大浦遺跡に限 らず,備讃瀬戸の

遺跡群か ら出土する翼状景1片石核を含めた横長剥,片石核はスクレイパーに転用されるものが多

い。その理由として,横長景1片石核の素材を含めた形状が考え られる。翼状剥片石核 は盤状剥
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片を素材 とし,そ の末端部は剥片景J離の結果 ,鋭い縁辺か らなることが多い。 これは片面並列

景1離技法において も同 じである。サイ ドスクレイパーに転用された石核中の 3点 (第 122図 11

0120第 123図 2)は この素材の末端の縁辺部を刃部 としている。また白色風化サヌカイ ト質

の交互並列景1離技法による石核は板状の薄い剥片を素材 とした ものが多 く,交互剥離のためか

石理は底面 と平行す る。 この石理の影響で作業面側は両面加工状の鋭い縁辺 となり,さ らに細

部調整を加えサイ ドスクレイパ ーの刃部を形成 したものが 5点 ある (第 122図 150第 123図 1

03～ 5)。

またエン ドスクレイパ ーに転用された横長景1片石核は,側面部と作業面側が利用される。横

長景J片石核における作業面の転移は,素材 となった剥片の末端部 ,作業面 と対向する部位に行

われることが多い。そのため,作業進行に伴い石核の形状は細か くな って くる。その側面部を

刃部 としたのが第 120図 1・ 205の エンドスクレイパーである。また作業面 と打面部が区別

された石核では打面部に作業面側か ら再度調整を加えエンドスクレイパーの刃部としているも

のもある (第 120図 304)。 第 121図 11も 打面部に打点が残存す る小景1離痕があり,刃 部 と

も考え られる。また石核を転用 したものではないが,こ れと類似 した技法で刃部を作 り出 した

エンドスクレイパーとして第 121図 12～ 16が ある。

7.彫  器

第 125図  彫器としたものは 4点ある。 102は 石理が明確であり,風化のそれほど進んでいないサ

ヌカイトを石材に用いる。縦長景1片 を素材 とす る。 1の 素材は両側面に石理面と平行す る石核側

面が残 り,断面台形状を呈する。縦長景J片 の末端部に,側面か らの打撃で打面を形成 し,縦 長

景J片 の側面部を中心 として彫刀面を作 り出 したものである。 2の素材は片側面に石理面 と平行

する石核側面が残 り,断面は概三角形を呈するものである。縦長景」片の末端の背面か らの打撃

による折面を打面 として彫刀面が形成されたものである。 304は 白色風化サヌカイ トを石材

とする。いずれも側面に石理と平行する平坦面があり,隣接す る両側縁に彫刀面を持つ。

縦長景J片 の末端部を打面 として彫刀面を作 り出す手法は,縦 長剥片石核の B型 の一部 と共通

したものである。 B型石核の第 160図 9は 作業面転移後打面 も下部へ転移 し,素材 とな った縦

長剥片の末端部を打面 として目的景1片 を剥取 した ものである。サヌカイ トを素材 とす る縦長景1

片石核は両設打面のものが多 く,こ の B型 の石核 も例外的な存在ではない。 こうした石核は彫

器 とするには,作業面の幅が広すぎる。技法の類似性か らして も両者の同時性は高い。

また 304は 裁断面ある石器 とすることもでき,裁 断面ある石器の B型 のものは彫器の可能

性が高い。 この他大浦遺跡出土遺物の中で彫器の可能性があるものとして,舟底形石器に分類

したものと,ハ リ質安山岩を素材とした細石核で作業面の幅が狭いものがある。作業面の幅で他の細石

核 と一線を画するのは困難であり,分類上は細石核とした。羽佐島遺跡では両面加工石器を素材とした

彫器が報告されているが,大浦遺跡の彫器もしくは彫器の可能性があるものは,いずれも非常に単純な

作 りをしており,両面加工石器を素材とした彫器が存在 しないことと比較すると,対照的なもので
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ある。羽佐島では彫器 として 5点報告 されており,い ずれもサヌカイ トを石材 とする。素材別

にみると,自色風化サヌカイ トの板状のものは縦長剥片石核 Bか細石核の可能性が高い。他の

両面加工石器を素材 としたもの 4点 のうち 2点 は細石核 , 1点 は尖頭器の折損品の可能性が否

定できない。 しか し,彫器以外 とは考えに くいものが 1点含まれている。両面加工石器を素材

とする彫器は,点数的に少な く主要な形態 とすることはできないであろう。また両面加工石器

を素材 とした細石核の可能性があるものは,細石核 として も瀬戸内では一般的なものではなく,

今後その系譜等で問題 となろう。

8.裁断面ある石器

素材の縁辺部を打撃 して,縦方向の樋状剥離面を作 り出 した石器である。裁断面ある石器 と
註 5

いう名称は『 ふたがみ 』の中で使用されている。載断面の打面や底部に相当す る縁辺が敲打に

よるつぶれ痕があり,裁断面の側縁部に使用痕 とも考え られる小剥離痕が認め られるものの存

在か ら彫器の可能性が指摘 されている。羽佐島遺跡の報告で楔状石器 とされたものも同様な形

態を示す。

裁断面が認め られる石器には,哉断面を形成す ることを意図 したものの他に,景J片等を縦方

向に分割 した際生 じた石器素材や縦長景1片石核の打面 0作業面を再生 したもの,ま た石器が使

用等の際に偶然樋状景J離 して裁断面が形成されたものが含まれる。今回の哉断面ある石器の設

定は,彫器の可能性のある石器の抽出が目的であり,明確に他の器種に属す る石器を除き,樋

状景J離面を残す ものを選出 した。『 遮、たがみ 』や羽佐島遺跡で報告されたものより,広 い範囲

の石器か らなる。裁断面の形成方法 ,主 に打面の状況で分類 した。

A型  裁断面 と隣接する側縁が,敲打によりつぶれた ものである。 Al型 は両側縁,A2型 は

哉断面の打面に相当する片側縁がつぶれたものである。いずれ も裁断面は明確な打面を持たず ,

稜上打撃によって形成されている。

B型  明確な打面を打撃することによって哉断面が形成されているもの。打面形成の打撃方

向によって細分 した。 Bl型 は裁断面 ,B2型 は背部からの打撃で,B3型 は裁断面側か らか背部

側か らか不明,B4型 は側面か らの打撃で裁断面の打面が形成されているものである。

C型  裁断面の打点が欠落 したもの。

第 125図 5～ 15 Al型 に属する。両側面には上下か らの打撃により,階段状景1離 が顕著なも

のが多い。

第 126～ 127図 1～ 7 A2型 に属す る。

第 127図 8～ 第 128図 1～ 9 Bl型 に属する。大形の もので,裁断面が複数の面か らなるも

のは縦長景J片石核とも考えられる (第 127図 9)。

第 128図 10 0 1l B2型 に属する。10は 載断面の打面が稜上を打撃 した裁断面か らなる。

第 128図 12～第 129図 1～ 10 B3型に属する。

第 129図 11～第 130図 1～ 13 B4型 に属する。打面には若千の差が認められ,大 きい一面の
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景1離面,や や小 さな複数の剥離面,折断面か らなるものが認め られる。

第 130図 14～ 第 132図 7 C型 に属す る。

載断面ある石器に使用された石材は全てサヌカイ トであり,石質は白色風化 サヌカイ ト質の

ものが多く,他のものも石理が明確なサヌカイトである。また素材は石理面 と平行 した平坦な面を有

す る板状の剥片である。裁断面は板状の景1片 の小日面に位置す る。 この素材の使用方法はサヌ

カイ ト製縦長剥片石核 と共通す るものである。

A型のものは哉断面の上下両側縁か打面相当縁がかなりつぶれてお り,裁断面の打点部は不

安定なものが多 く,彫器の刃部には不向きである。また,石器の風化度が高 く,使用痕等の観

察には無理な点があるが,哉 断面の側縁 には使用痕と考え られる小景J離痕は認められない。

哉断面の形成方法は,裁断面の打面 と底部に相当する縁辺がかなりつぶれていることもあり,

台石上の直接打撃 と思われる。

A型 は上下両端がつぶれてはいるものの両面加工石器を分割 したものとも考え られる。前述

のように羽佐島遺跡では,両面加工石器を分割 して彫器 もしくは細石核の素材を作 り出す技法

が想定 される。羽佐島遺跡出土の両面加エスポールや彫器 もしくは細石核に認められる両面加

工の側縁 は,つ ぶれが認められない明確な成形痕である。 これに対 して大浦遺跡の A型裁断面

ある石器 は上下両端が敲打によりつぶれ,そ の際に石器内部にかなりの亀裂が生 じている。 ま

た大浦遺跡では羽佐島遺跡のように断面三角形の両面加エスポールや分割品を素材 とした石器

が出土 していないことなどか ら,Al型のものを石器素材 とすることはできないであろう。 こう

い った点か らすれば,A型 の裁断面ある石器の最大の特徴は端部のつぶれにあり,裁 断面は結

果的に生 じたものであろう。 A型 は使用により端部がつぶれるパ ンチや楔などの工具的な性格

が強い石器であろう。

B型 は明確な打面を打撃す ることにより裁断面を形成 したもので,A型 と比較す ると裁断面

の安定性 も高い。石理面と平行する側面を有するなど縦長剥片石核と共通 した石材の使用が認

め られ,Bl型の大形のものに縦長剥片石核の可能性があるもの も一部含まれる。 しか し,大半

は素材や石器製作過程のものとは考えに くい。大浦遺跡出土の彫器の中で縦長景J片 を素材 とし

たものは彫刀面の幅が 1.4 cmを 計 り,B型 の裁断面幅とそれほど矛盾 しない。 B型 哉断面ある

石器は彫器 と考えてよいであろう。
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9。 二次調整あるlll片

二次的な調整加工 は施 されるものの,加工程度が低いなど,明確に他の器種に分類・編入す

るには困難なものを集成 した。22点 あり,石 材別にはサヌカイ ト20点 0流紋岩 1点・ ハ リ質安

山岩 1点 か らなる。

第 133図  1は 縦長剥片の基部に若干の調整が施され,両側縁は鋭 く,使用痕 と考え られる

刃 こばれが認め られる。 2～ 6は 縦長剥片を素材 とし,2～ 4は基部に, 5は 両端部 , 6は 先

端部に調整痕が認め られる。 7～ 8は折損 した剥片で調整痕を有す る。 10～ 14は 小形の横長景J

片を素材 とする。14は ハ リ質安山岩を石材 としエンドスクレイパーの可能性がある。 15は 素材

を分割す る際に生 じたと考え られるもので,く ちば し状に尖 った部分に調整を加えてお り,彫

器 とも考え られる。 16は 基部がつぶれ,先端部にわずかに剥離痕が認められる。 17018は 横長

景1片 を素材 とし,18は載断面ある石器 とも考えられる。

第 134図  1は 背面に自然面が残 り,縦方向に分割 した剥片の側縁部に調整痕が認め られる

もの。 2は石錐 とも考え られる。 4は板状の剥片を分割 もしくは折損させたもので,先端部に

側面か ら加撃 した小景1離痕がある。 5は 折損 した景J片 を素材 としており,彫器 とも考えられる。

7は 剥片先端部をめ ぐるように小景J離痕が認められる。 13は 縦長景J片 の先端部に刃部加工 した

エンドスクレイパーの折損品か。 14は 流紋岩を石材とした縦長剥片の側縁部に調整痕が認め ら

れる。他記述 しなか ったものは意味不明の小景1離痕が部分的に観察 されるものである。

-146-



第 4章 遺 物

I ffi Hpft 
mPffi,#,, 

0m &ff
\i|? 4(540,

u\d
1(423)

(749)

6(312)

1o(541) n
11(201)

第133図二次調整ある剥片実測図(1)

16(381)

13(539)

財呻颯鰊9妙
騨

５

帝　
団

１
点
調
Ⅷ
Ⅵ

　

　

‐

は
縁鸞||蜃

免
14(671)

15(1

17(966)

-147-

5 cm



A' \ ,4*-. A f,l--\

AMffi'&lY ffir\\'-^sil@ WW
z(6sl Q2

6 日明 亀 Щ瑚
4(70)

嘲―聰一 :そ:2!`]]li箇 (1::::][)ゝ

7(933)基 ロ

麒―R
C
ll(698)

10.横長 all片石核

大浦遺跡では横長剥片石核 としての機能だけを有するものは少な く,ス クレイパ ーやナイフ

形石器に転用されていると考え られるものが大半を占める。石核 として図示 したものの中には

両面加工のスクレイパーの刃部 と考えられるものも存在す る。 しか し横長剥片を素材 としたナ

イフ形石器が多 く出土 しており,そ の素材 となった横長景1片 のかなりのものが不安定な形状を

呈する。 こうした点か ら景J離痕の形状や大きさが矛盾 していないもので連続的に剥片剥離が行

われたものは横長剥片石核 としての機能 も有すると考えられる。

横長剥片石核 と考え られるものは18点 出土 している。大浦遺跡では横長剥片素材のナイフ形

石器が76点 出土 しており,石核 とナイフ形石器の比率は 1:4.2と いうことになる。使用され

た石材はサヌカイ トが17点 ,ハ リ質安山岩が 1点であり大半がサヌカイ トを素材 とす る。
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第 134図  二次調整ある剥片実測図(2)
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第 138図 1～ 3 交互剥離 とは異なり,石核調整痕 と目的剥片の剥離痕に差があり,石核幅

と一致 した 1面 の目的景1片 剥離痕を有す るものである。 3はハ リ質安山岩を石材 とす る。

第 138図 4 石核調整痕 と目的剥片の景1離痕 とは差が認められるが,並列 して目的景1片 を景J

離 しており,石核幅と目的景1片 の景1離痕の幅は一致 しない。

第 138図 5～ 110第 139図 1～ 6 交互剥離による目的剥片の景1取が行われており,石核調

整と目的景1片 の剥離に差がない。第 138図 110第 139図 4に は平坦面を打面 とした剥離痕 も認

め られる。

第 139図 7 平坦面を打面 とした石核で,石核の幅と一致 しない目的景1片剥離痕が認め られ

る。

翼状剥片石核は目的景1片 の剥取す る際,石 核調整を施 して石核幅と一致 した横長の剥片を連

続的に景1取するという特徴を有す る。また石核素材の活用 という点では盤状剥片
の打面を作業

予定面とし,翼状剥片の底面は盤状剥片の主要景1離面であるポジティブな面を利用す る例が多

い。羽佐島遺跡や西方遺跡 とい った備讃瀬戸で国府期の石器群が多量に検出された遺跡
では ,

翼状剥片石核の底面の打撃方向は作業面側か らのものが多い。またファ
ース ト・ フレイクの翼

状景1片 やそれを素材 としたナイフ形石器では,背面の底面よりに打点が残存するものが多 く出

土 している。翼状剥片石核の底面は作業面側に打点を持つポジティブな面か らなるも
のが多い

と考えられる。

大浦遺跡から出土 した横長景1片石核には,瀬戸内技法による翼状景J片石核 と類似 した要素を

有す るものが認められる。第 138図 1～ 3が相当する。 これ らの横長景1片石核は石核
の幅と目

的景1片 の景J離痕が一致 しており,ま た石核調整部 と目

的剥片景」取部とに明確な差があることから,景1片景1取

という点では翼状景1片石核の要素を充たす ものと考え

られる。 しか し素材 とな った景1片 の活用 という面では ,

通例の翼状景1片 石核 とは異なるものが認められる。 こ

の 3点の石核はいずれ も底面がネガティブな面からな

る。 1で はその加撃方向も作業面側に向いていない。

2は石核が半載 されており,並列 して景1片 剥取を行 っ

た可能性 もある。 3は 石核調整 と考え られる剥離痕が

2面 か らなり, 102を 比較 して目的剥片の景J離痕 と

差がない。また作業面がかな り乱れており,安定 した

景1片 は得 られなか った可能性が高い。

翼状景1片石核の素材活用 という点で注意す
べき点 と

して作業面の転移という問題がある。西方遺跡例で
は

作業面の背部への転移に伴い,当 初打面側の面が底面

として利用 されている。 こうした例か ら翼状景1片石核

(%)

2.0 4.O aO 毬|
第135図  横長all片石核lll離痕幅構成比

一
大浦遺跡全横長豪J片

i___菖督謝稚響サヌカイ
|_____昌量讐討電製t'夏努ィ

卜製横長豪J片石核
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では底面が必ず しもポジティブな面ではない場合や底面の加撃方向が作業面側にないこともあ

るが,そ のほとんどは作業面転移の結果生 じる稀なケースである。 1～ 3の石核には作業面の

転移の痕跡が認め られないことなどか ら,典型的な翼状剥片石核 とす ることはできない。また

これ らの石核の目的剥片の景1離痕の幅は 3.8～ 4.O clllで あり,翼状剥片か らナイフ形石器への

ブランティングによる収縮が l cm前 後 と考え られることか ら,生 じたナイフ形石器の長さは3 cm

前後と推定 される。国府型ナイフ形石器 としては小形すぎると考え られる。

大浦遺跡出土の横長景1片石核の中で最 も多いのが交互景1離 によるもので,全体の72%の 13点

出土 している。いずれ も目的景1片 の景J離痕は石核幅と一致せず,並列 して景1片 を剥取している。

剥離痕 自体 も形状にかなりの差異があるもので,階段状景J離 を しているものもかな り認められ

る。得 られた景1片数はかなりの数量になると考え られるが,安定 した形状の剥片は少ない。

また大浦遺跡では平坦面を打面 とした石核が出土 している (第 139図 7)。 景J離痕は石核の

幅 と一致せず,並列 して剥片を剥取 している。また交互剥離による石核で同時に平坦面を打面

とした作業面を有するものがある (第 138図 90110第 139図 4)が ,い ずれも並列 して景J片

剥取が行われている。国府期の単純遺跡 と考えられる大阪府高槻市に所在する郡家今城遺跡で

は,平坦面を打面 とする石核が出土 しているが,目 的景J片の剥離痕は石核幅と一致 している。

大浦遺跡の平坦面を打面 とす る石核は並列 して剥片剥取を行 っていることに特色を有す るよう

である。

大浦遺跡出土の横長景1片 を素材 としたナイフ形石器では,不安定な形状の景J片 を素材 とする

ものが多い。素材 とな った剥片の不定形 さはナイフ形石器の刃部の位置によ って も明確となる。

国府型ナイフ形石器では例外な く素材 となった翼状剥片の打撃方向の末端部が刃部 となる。 こ

れに対 して大浦遺跡出土の横長剥片素材のナイフ形石器では,打撃方向の末端部が刃部 となる

ものが59%,打点 と隣接す る縁辺を刃部 とす るものが41%を 占める。 これが小形切 り出 し状ナ

イフ形石器 となると実に55%が 打点 と隣接す る縁辺に刃部が位置する。素材 となった景J片がい

かに不定形であったかが想定 され,交互並列剥離による石核 との正合性は高い。

【石材と技法からみた石核の象1離 角について 】

大浦遺跡出土の横長剥片石核には,薄い景1片を石核の素材 とするものが多 く認められ,非

常に薄い剥片を景1取 した石核が存在す る。第 136図 (|)は出土 した横長景J片石核の目的景J片 の景J

離痕の延長線 と底面のなす角度を集計 したものである。石核の剥離痕で残存状況の良好なも

のを選出 して計測 した。交互並列景J離石核の中には複数の景J離痕を計測 したもの もあり,石

核数より多い集計数 とな っている。石核の景J離 角は 20° ～ 7ぴ までの分布を示 し,平均値は38°

で,分布の ピークは 21° ～ 50° の間にある。大浦遺跡か ら出土 した石核で交互並列剥離 と片面

単一景J離 によるものと,第 137図 中の西方遺跡出土の翼状景J片石核の剥離角を集計 したもの

を比較検討する。

西方遺跡出土の翼状景1片石核は31° ～ 40° 051° ～ 60° の 2つ の分布の ピークが認め られるも

のの,分布パターンにはまとまりがある。景J離 角の平均値は47° となる。 これに対 して大浦遺
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第136図 横長all片 石核 lll離 角構成比

(度 )

跡の交互並列剥離による石核は21° ～ 30°・ 40° ～ 50°
160° ～ 70° の 3つ の ピークがあり,散漫

な分布 とす ることができよう。剥離角の平均値は39° となる。大浦遺跡出土
の片面単一景J離 に

よる石核は出土点数が 3点 で資料不足であるが,一 つの目安 として図示 した。平均値は 38°

となる。

大浦遺跡出土の石核に使用されているサヌカイ トには,石 理が明確で風化が進行 し白色を

呈するものと普通の灰色を呈す るものの 2種類が認められる。第 136図 (||)はそ
の 2種類の石材

´
別に横長剥片石核の剥離角を集計 したものである。白色風化サ

ヌカイ トを石材 とす る石核 は

10点 出土 し,剥離痕が 20° ～ 40° の分布範囲を有する。分布の ピークは 21° ～ 3ぴ にあり,そ
の

間に全体の60%が 含まれる。剥離角の平均値は 31° となる。それほど風化せず灰色を呈す
るサ

ヌカイ トを石材 とした石核は 7点 あり,25° ～ 70° の分布範囲を示す。 41°
～ 50° に分布の ピー

クが くる。平均値は 5が となる。 3ヂ ～ 45° の間で分布範囲が重複するも
のの,白 色風化サヌカ

イ トでは剥離角が小 さいものに集中す る傾向があり,風化度が低いサヌカイ トでは剥離角が

大きいものに偏 る傾向が認め られる。大浦遺跡出土の交互並列剥離石
核に認められ る剥離角

の散漫な分布は, 2種類のサヌカイ トの石質の差によるとすることができようし片面
単一剥

離による横長景J片石核にも風化度が異なるサヌカイ トが使用され
ている。各 1点 出土 してい

るが,自 色風化サヌカイ ト質の ものは剥離角が 3ぴ ,灰色を呈する風化の程度が低
い ものでは

5ぴ を計り,石材の差を反映 している。

白色風化サヌカイ トは石理が明確であり,横長景J片石核に使用される際は,石 理が石核
の

底面 と平行 している場合が多い。そのため景1片剥取は石理
に影響され,目 的景J片 のポジティ
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ブな面は底面と平行に近い角度で剥取されること

となり,剥 離角が小さく薄い剥片が得 られたと考

えられる。

第 113図 (||)と 第 136図 (||)は ナイフ形石器 と横長

景J片石核で,自色風化サヌカイ トを石材に用いた  30

ものの剥離角を集計 したグラフである。ナイフ形

石器では 21° ～ 30° にピークがあり,非常に薄い景1 20

離角を呈するものが多い傾向を示す。横長景J片石
10

核において もそれ と矛盾するものではない。風化

が少ないサヌカイ トを石材 とするナイフ形石器は

21° ～ 50° までのピークを示 し,剥 離角が大きい方   0

に偏る傾向を示す。ナイフ形石器において もサヌ

カイ トの材質の差は反映 しているとすることができよう。

(%)
一

大浦遺跡横長

ell片 石核
―――……… ″  ナイフ

形石器
翼状

ナイフ
形石器

80 (

第137図 all離 角 構 成 比

【交互並列祭J離石核における石理について 】

大浦遺跡出土の横長剥片石核では,自 色風化サヌカイ トを石材に用いるものを中心として ,

石理方向が底面と平行す るものが多い。 これに対 して,典型的な翼状剥片石核では,石理は

作業面 と平行する比率が高い。 この石材の使用法の差は,安定 した剥片の景J取 と量的な剥片

景1取 という目的の差の反映 した結果 と考え られる。翼状景J片石核では石核調整部 と作業面が

明確に分かれているのに対 して,交互剥離石核ではその区別がないことか ら両作業面に共通

した石理方向を有するように石材を使用 したものであろう。

白色風化サヌカイ トは石理が明確であり,大浦遺跡出土の横長剥片石核では,石理が石核

底面 と平行する場合が多い。石理の方向に影響 され,目 的剥片のポジティブな面 は底面に対

して浅い角度で景J取 される。その結果剥離角が小 さく薄い景」片が得 られたと考え られる。た

だこうした石理方向を有する石核では目的剥片の剥離痕の末端が階段状景J離を呈するものが

多 く,安定 した刃部は得に くいと推定 される。 これに対 して典型的な翼状剥片石核の底面は,

平坦な ものよリリング等による起伏がやや認められるものの方が多い傾向がある。翼状剥片

石核では石理面が作業面の方向と一致するものが多 く,結果 として底面が石理面 と平行す る

ものは少ない。翼状景J片石核では石核素材の景J離 よりも翼状景J片 の剥取に重点が置かれ,石

理方向 も作業面 と一致するように用い られたものと考え られる。交互景J離 では,石理方向と

上下 2面の作業面を一致 させるのは不可能である。石核底面 と石理を一致させることにより,

不安定なが らも石理方向が共通する横長剥片を景J取 したものであろう。

大浦遺跡出土の横長景J片素材のナイフ形石器はかなり不安定な形状の剥片を素材とするが ,

特に切 り出 し状ナイフ形石器ではブランティング等の二次加工が施されることにより,素材

の形状 にはさほどの画一 さは求め られなかったと考え られる。また自色風化サヌカイ トを石

材 とする横長剥片素材のナイフ形石器の底面は石理面と平行する平坦面をもつものが多い。
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こうした点 も横長剥片石核の石理の利用と一致するものである。

大浦遺跡出土の横長景1片 石核には,翼状景J片石核 と類似 した景J片 景J取法を示す ものが 3点

含まれる。 しか し大半の翼状景J片石核 とは異なり,底面が全てネガティブな面を利用 してい

る。通例の翼状景J片石核にも底面がネガティブな面か らなるものは認め られるが,作業面の

転移の結果上下が逆転 したものであり,量的には少ない。大浦遺跡出土のものは作業面の転

移が認められず,し か も全点底面がネガディブな面か らなるなど典型的な翼状景1片 石核 とす

ることはできない。また石核調整を施 しなが らも作業面で並列 して景1片 景J取を行い,翼状景1

片石核か ら交互並列景J離石核への過渡的な様相を呈するもの も 1点存在す る。後者 は片面並

列景1取 とでも呼ぶべ きもので,大浦遺跡では最 も安定 した剥片景1取 がなされたと考え られる

ものである。底面 も作業面側に打点を有す るポジティブな面か らな っており,石 理面 も作業

面 と平行する。出土 した横長景1片石核の72%に あたる13点 は,交互並列景1離 によるものであ

り,交互剥離が大浦遺跡の横長景J片剥取法の主流となっているとす ることができよ う。

こうした 3種類の横長景J片石核が偶然大浦這跡で分布が重複 したものとする可能性 も全 く

否定することはできないが,片面単一剥離や片面並列景J離 による石核が大浦遺跡の遺物密集

度が最 も高い区域か ら出土 したことや,厳密な意味で翼状剥片石核の要素を充たす ものでは

ないことなどからすれば,交互並列剥離技法 と同時期の所産である可能性が高いと考え られ

る。交互並列景J離が瀬戸内の横長景1片剥取法の主流とな った時期にも,翼状景J片石核の系譜

を引 く石核は,や や変質 しなが らも少量は存在すると考え られる。

-153-



β
川
川
ソ

＞

　

　

　

＞

Ⅲ
　

　

剛

鰈
饉

Ｑ

∠

側　
　
　
　
　
　
　
唸

５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

別
７ 8(668)

‖ (194)

0               5 cm

e(667) 3



第 4章 遺 物

3(160)
1(610)

´ 4(609)

2(421)

7(252)

第139図 横 長 all片 石 核 実 測 図 (2)

‖。縦長 all片

縦長景J片 は 904点出土 した。使用された石材はサヌカイ ト

である。サヌカイ トを用いた縦長景J片が圧倒的に多く全体の

かすぎない。

第 142～ 149図 28は サヌカイトを石材とする縦長景1片で ,

質のものが大半を占める。サヌカイ ト製の縦長景J片石核では

するものが多いが,縦長剥片も背面部に石核側面に相当する

向は白色風化サヌカイ ト質の縦長景J片 に顕著に認められる。

後は石核側面の平坦面を広 く残す。縦長剥片の側縁部は,石

成されたものの方がより安定 した刃部を形成 しているようで

5(903)

n 5cmv

-

・ ハ リ質安山岩・ 流紋岩・黒曜石

94%を 占め,他の石材は 6%に し

石理の明瞭な白色風化サヌカイ ト

側面に石理 と平行する平坦面を有

平坦面を残す ものが多い。 この傾

サヌカイ ト製の縦長剥片の 6割前

核側面の平坦面 と主要剥離面で形

ある。剥片剥取では石核側面を う
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第140図 縦長lll片長幅分布図 (完形 )

ま く活か していると考え られる。縦長剥片の断面形は概三角形のもの (第 142～ 144図 17)・

台形状の もの (第 144図 18～ 147図 )。 長方形状のもの (第 148～ 149図 28)がある。 この中で

断面が長方形状のものは,石核の平坦な側面部を縦長景J片 の両側縁に残す ものである。サヌカ

イ ト製の縦長景J片 の約 1割が該当す る。作業面再生剥片の可能性が高い。ただこうした縦長剥

片の背面部は乱れているものが比較的少ない。また打点部は断面が長方形を呈 していて も,末

端部付近には鋭い側縁を有 しているもの も多い。多 くのサヌカイ ト製の縦長剥片には若干のね

じれが認められ,縦長剥片剥取の際ある程度のね じれが生 じることは予測されていたとすべ き

であろう。 こうした点か らすれば,必ず しも両側縁に石核の側面部を残す縦長景1片 を作業面再

生景1片 とす ることはできない。

またサヌカイ ト製の縦長景1片 は量的に恵まれているにもかかわ らず,明確な二次加工を施 し

て他の石器に転用されたものの比率的な少なさは注目される。

第 149図 29～ 150図 33は ハリ質安山岩製の縦長剥片である。38点 出土している。ハリ質安山岩に

は通例の丸味のある自然面を有 し,軟質な感 じを与えるものと角ば った自然面を有 して硬質な

ものとがある。いずれも縦長景J片 に使用されている。硬質のハ リ質安山岩を用いた縦長剥片は

比較的安定 した形状を示すが,軟質のものは原礫を分割 した際に生 じたと考え られ るものが含

まれており,サ ヌカイ ト製の縦長景1片 と比較すると安定性に欠

ける。

第 150図 34～ 151図 6は 流紋岩 を石材 とす るもので ,10点

出土 している。かなり安定 した形状 を呈するものと長 幅比 か

らすれば横長剥片 と差がないものも含まれている。大浦遺跡出

土の流紋岩製縦長景1片石核には,C・ D型の 2種がある。いず

れも景J片 を素材 とす るが,C型 では柱状の縦長泉1片 の主要剥離

面を打面 とす るため比較的安定 した形状の目的剥片が景J取 され

ている。 これに対 して D型 では扁平な景1片 の背面部を作業面と

していることか ら,剥 取される目的剥片の形状は不安定なもの

になりがちである。ただ出土 した C型 の石核の主要な作業面は

素材 とな った縦長景1片 の側面部に位置 し,短軸方向に景1片 を景J

取 しており,長幅比にそれほど差のない縦長景J片 も景J取 された

と考えられる。また大浦遺跡か らは流紋岩を石材 と した横長剥

片石核が検出されていないことか らすれば,図示 した流紋岩製

の景J片 は縦長景J片の範疇で考えるべきものであろう。

第 151図 7～ 9は黒曜石を石材 とする縦長景J片 である。 8は

漆黒色を呈する緻密な石質であるが,他 は粗質なものである。

8は厚さはあるものの,幅 は細石刃 と差はない。細石刃に分類

すべきものかもしれない。ただ良質の黒曜石製のナイフ形石器
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が存在す ることか ら,縦長景1片 として分類 した。粗質の黒曜石は細石核 ,細石刃 ともに用いら

れていない。

大浦遺跡出土の縦長剥片は,ハ リ質安山岩や流紋岩を石材 とするものの一部を除いて ,明確

な石刃状の形態を呈するものが多い。第 1400141図は出土 した縦長景J片で完形のものの長さと幅を

集計 じグラフ化 したものである。長幅比では 2:1か ら4:1の 範囲に大半の縦長剥片は分布

す る。長幅差は非常に明確なものである。出土 した縦長剥片石核は素材の長小口を長軸方向に

作業面を設定 して剥片剥取を実施 した A・ B型 のものがほとんどであることと対応 している。

出土 した A・ B型の石核は全てサヌカイ トを石材 とす る。黒曜石製の縦長景J片石核は検出され

ていず,流紋岩製の石核には C型 とD型 しか出土 していない。 しか し,黒 曜石 と流紋岩製の縦

長剥片の一部の ものに長幅差が著 しく顕著なものが認められることか ら,両石材を用いて,長

小口を作業面とし長軸方向に景1片 剥取を行 った石核が存在する可能性がある。また出土 した縦

長剥片は長 さは 3 cm,幅 は l Cm代 のものが最 も多い。

サヌカイ ト製の縦長景J片 は出土 した数量の割には他の石器に転用された例が少ない。サヌカ

イ ト製の縦長剥片を素材 とした石器にはナイフ形石器・彫器・舟底形石器などがある。彫器で

は 2点が縦長景1片 を素材 とするが,転用数 としては少な く,縦長景1片 を素材 とする石器の大半

はナイフ形石器である。サヌカイ ト製ナイフ形石器の27%に あたる28点 が縦長景1片 を素材 とす

る。 この うち 6点 が C型 の小形切 り出 し状ナイフ形石器で,A・ B型 に属す るものは22点であ

る。サヌカイ ト製の縦長剥片は石刃状の非常に明確な形状を呈するものが多い。
ノ
Jヽ形切 り出 し

状ナイフ形石器の素材 とな った縦長景1片 は,そ れほど明確なものではな く,縦長剥片石核の A

・ B・ C型 の石核か ら剥取 された縦長景J片 を素材 とする可能性は低い。また AOB型 ナイフ形

石器で,A・ B・ C型 の石核か ら景J取 された安定 した形状の縦長剥片を素材 とするものは 4割

程 しかない。サヌカイ ト製の縦長剥片で石刃状のものは,他 の石器の素材 として用い られた例

は少ない。 これは翼状剥片のナイフ形石器への転用された度合の高さと比較すると非常に特徴

的なものである。翼状景」片は本来的に国府型ナイフ形石器の素材 として剥取されたと考えるが ,

縦長景1片 は石器の素材 としてよりも,そ れ自体が石器 として使用されることを目的と したもの

4,0

さ

6.0(cm)幅
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であろう。

サヌカイ トを石材 とする縦長景J片 は必ず しも両側縁全体に鋭いエッジを有す るものではない。

石核自体が側面に石理と平行す る平坦面を有するために,先端部は鋭いエッヂを有す るが,基

部は断面が長方形を呈するものもかなりある。また背面に石理 と平行する平坦面を広 く残す も

のには,片方の側縁は鋭いエッジ状を呈す るが,他の側縁はェッジ状にな らないものがかなり

認められる。 ブランティングを施す必然性がないものも含まれる。出土 した縦長剥片で白色風

化サヌカイ トを石材 としたものは風化が著 しく進んでおり,縁辺部に使用痕を確認す るのは困

難であるが,風化が進んでいないサヌカイ ト製の縦長剥片の側縁には使用痕 と考え られる小剥

痕が認め られるものがある。 こうした点か らすれば,縦長剥片が刃器 として使用 されたことは

誤 りないであろう。

ナイフ形石器に施 されるブランティングの意義を明確化せずに縦長景J片 を理解す るのは困難

であると考える。翼状剥片のナイフ形石器化に関 して,翼状剥片は安定 した刃部を有す ること

か ら,国府型ナイフ形石器が刃器 としてだけの機能を有す るのであれば,ブ ランテ ィングを敢

えて施す必要性はない。二次的な加工を施す ことによって他の機能が付加 されたと考えるべき

であろう。国府型ナイフ形石器は,尖 った先端部と鋭いエッジを有 した木葉形の形態に石器の

機能が反映 していると考えるべきであろう。刃部に調整を施す場合 も木葉形の形状 にす るため

と考え られるものが多い。また大浦遺跡出土の流紋岩製の縦長剥片は幅の広いものが多い。 こ

れに対 して流紋岩製の縦長剥片素材のナイフ形石器は細身のものである (第 115図 10)が ,主

要景1離面の状況は,素材がかなり幅広の ものであったことを示 している。 ブランテ ィングは先

端部を除き側縁のほぼ全体に施 されており,幅広の縦長剥片を細身の形状に修正す るための も

のと考え られ,当初から細い素材の先端部には素材面が残 る。サヌカイ ト製の縦長景1片素材の

ナイフ・形石器は基部 と先端部にブランティングが認められるが,片側面は自然面か らなり,し

か も素材 自体が細身であることか ら,ブ ランティングは側面全体には施 されなか ったと考え ら

れる。先端部の調整は尖鋭にするためであろうな こうした点か らすれば,ブ ランテ ィングは目

的のナイフ形石器の一定形状に素材を変形するために施されることを第一 としてお り,不必要

な部位には施 さないと考え られる。サヌカイ ト製の縦長剥片は刃器 としては,敢えて ブランテ

ィングを施 さな くて も充分使用可能なものが多い。多量に剥取 されていることを考慮に入れれ

ば,サ ヌカイ ト製の縦長剥片はそのままの形状で刃器 として使用されたものと考え るべきであ

ろう。

12.縦長剥片石核

縦長剥片石核 と考え られるものは84点 出土 している。石材別にはサヌカイ ト製が81点 と多い

が ,ハ リ質安山岩製 1点 ,流紋岩製 2点 となる。黒曜石製のナイフ形石器や縦長景J片 が出土 し

ているものの,黒 曜石を石材 とする縦長剥片石核は出土 していない。

大浦遺跡か ら出土 した縦長景J片石核には,4種 類の剥片景J取法が認められる。
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A型  大半は風化が進み白色を呈するサヌカイ トを石材に用いる。石核は素材に板状の剥片

を使用 し,側面が石理面 と平行する非常に平坦な面か らなる。側面の調整はほとん ど施さない。

B型  縦長剥片を素材 とする。素材の主要剥離面と作業面の打撃方向が一致 し,石核の長軸

方向に作業面を持つ ものである。

C型  縦長剥片を素材 とす る。石核の短軸方向に作業面を もつ。

D型  やや不定形な剥片を素材 とし,そ の周囲か らの打撃で剥片景1取 を行 う。得 られた剥片

はやや不安定なものとなる。

B・ C型 はA型の石核か ら景J取 された剥片を石核に転用 したものと考え られ,サ ヌカイ ト製

の石核では両側面に石理面 と平行する平坦面を有するものが多い。 B型 でも素材のポジティブ

な主要剥離面が剥片剥取作業の結果欠落 したものは,A型 と識別できない。 D型の石核か ら得

られた剥片は必ず しも縦長な ものではない。 しか し,瀬戸内技法の系譜上で理解 される横長剥

片石核には,明確な底面が認められる。 D型 では底面に相当す る面が認められない ことか ら ,

縦長剥片石核の範疇で理解すべきものであろう。

第 154～ 160図 1～ 3 A型 に属する縦長景J片石核である。60点 出土 している。石材は全て

サヌカイ トを用いる。60点 中の55点 は風化が進行 し白色を呈するが,他のものにも程度の差は

あるものの風化の進行が認められる。石材の石理面と平行な面が石核の側面に残 るものがほと

んどである。石理と平行する面が認められないもの (第 159図 15)も 剥片剥取作業が著 しく進

行 してお り,結果的に残存 しなか ったものであろう。作業面が明確に転移する例は41点 あり,

68%を 占める。その うちの33点 が背面に,ま た打面や底面へ作業面が転移 したものが 7点ある。

石理面と平行する面へ作業面が転移 したものは 4点 しかな く,第 154図 1と 同様に,作業面の

転移というより,作業面が側面に転回 したと考えた方が良いもの (第 157図 108),ま た剥

片景J取作業が進行 し,石核の厚味がな くなり,角 柱状を呈す るもの (第 157図 305)で ある。

当初か ら石理面 と平行 して目的剥片を剥取 したものがないことなどか らして も,A型 の石核で
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は石理面 と直交 した小 口面 か ら剥片剥取が行われ ることを原則 と し,他 は例外的な もの とす る

ことができよう。

また打面は作業面側か らの打撃によって形成されるものが多い。側面か ら形成された打面は

石理 と直交するためか,階段状を呈する傾向を示す。作業面が打面を兼ねる例もあり,打面とし

たものの中にも作業面が再生 されたものも含まれる可能性がある。 こうした点か らすれば,A

型の石核では作業面がかなり自由に転移 したことが考え られる。

第 160図 4～第 161図  B型 に属す る縦長景1片石核である。 18点 出土 しており,石材は全て

サヌカイ トである。 この うち16点 は風化が進んだ白色風化サヌカイ トを用いる。他の 2点 も風

化はある程度進行 しており,石理がかなり明瞭に認められる。素材 となった縦長剥片の主要剥

離面よりも作業面が新 しいもの16点 ,先後関係が不明なものが 2点 ある。

A型の石核で ,石理 と平行す る側面に作業面が転移 した例は少ないが,B型 では18点 中 9点

は側面に転移 している。第 160図 9・ 10,第 161図 20305～ 709010が 該当す る。側面

転移の比率の高さは素材 とな った縦長剥片の形状に起因す ると考えられる。 A型 における側面

への作業面転移例には,剥 片景J取作業の進行により石核の厚さと作業面幅に差のないものが多

い。 B型 では縦長景1片 を作業面 とすることか ら,角 柱状を呈す るものが多 く,そ の結果 ,石理

面 と平行す る側面へ作業面が転移 したものと考え られる。素材 となった剥片の主要景J離面に目

的剥片を景1取 した痕跡が残 るものは 3点 出土 している。第 160図 5・ 第 161図 408が 該当す

る。また景1離面の切 り合い関係か ら作業面が新 しいと考え られるものに,第 160図 708が あ

る。 B型 とした縦長剥片石核で最 も大きいもの (第 160図 4)と 角柱状を呈す るもの (第 161

図 1)に は素材 とな った剥片の主要景J離面 と作業面の先後関係が不明であり,作業面再生景1片

とも考え られるものである。ただ B型 とした石核で,確実に石核 と考えられる理由は,剥離面

の切 り合い関係で作業面が明確に新 しいと考えられるか らであり,切 り合い関係がない B型 の

石核 も当然存在すると考え られる。第 161図 1は作業面再生剥片とす るには若干厚すぎると考

え られ,B型 の石核 としておきたい。

B型 の石核は縦長景J片 を素材 とすることか ら形状的には角柱状を呈するものが多い。また作

業面が素材 とな った剥片の主要景J離面側に転移 したもの もある。 こうした点か らすれば,縦長

景J片石核の A型 としたものの中にも,実際は B型 のもの も含まれる可能性がある。

第 162図 1～ 3 C型 の縦長剥片石核である。 1は 打面が自然面 と調整面からなる。風化度

は低いが,石理の明確なサヌカイ トを石材 とする。 203は 縦長景」片の主要剥離面を打面 とし

たものである。 2は 自色風化サヌカイ ト, 3は流紋岩を石材 とする。 C型 も剥片景J取が進行 し

て,作業面の転移が行われれば,A・ B型 と識別は困難であると考えられる。

第 162図 4～ 6 D型 の縦長剥片石核 とその素材である。 4がハ リ質安山岩, 506は 流紋

岩を石材 とする。いずれ も長幅がほぼ同 じ位の剥片を素材 とする。残存する景1離痕
の形状か ら

すれば,そ れほど安定 した剥片剥取は行われていないと推定される。
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【石材の利用について 】

大浦遺跡か ら出土 した縦長剥片石核に使用されたサヌカイ トの大半は,石理が明確な白色

風化サヌカイ トであり,他のサヌカイ トも石理が明確な点では共通 したものであ る。 これ ら

の縦長剥片石核は,極めて平坦な石理面を石核の側面に有 し;原則的には石理と直交する石

核の小 口面を打面 もしくは作業面 として利用する。側面が石理面 と平行す るため,石核の側

面の調整はほとんど施 されない。石理を非常に有効に利用 したものとす ることができよう。

石理の活用 という点は A～ C型 に共通 した特徴である。作業面の転移はかなり認 められるが,

原則的に石理面を常に有効に利用 しており,石核を一定方向に回転す るように作業面の転移

が行われている。そのため,作業面が打面に転用されるような例が認め られる。 サヌカイ ト

製の縦長景J片 石核は A～ C型 に分類 したが,B・ C型 で も作業面が素材 とな った剥片のポジ

ティブな面に転移 して剥片剥取が進行 した ものは,A型 と実質的には識別す ることは不可能

である。サヌカイ ト製の A～ C型 の石核は素材の差はあるものの,実質的には同 じ技法によ

ると考え られる。

また B型の素材 とな った景J片 には,A型 の石核か ら目的剥片や作業面再生剥片などとして

剥取されたものが含まれるようである。 しか し,C型 の石核素材の景J片 とともに,石核に厚

みがあるものは単に作業面再生剥片などとは考えに くい。 B型 の石核 とした第 161図 4は 背

面に自然面を残すが,自 然面はさほど乱れていず,作業面形成のためにこれほど厚 い剥片を

剥取す る必要はない。

A～ C型の石核の形状か らすれば,自色風化サヌカイ トに代表される石理の明確なサヌカ

イ トの板状の景J片 を縦方向に分割 したものが素材 となると考え られる。分割する前の板状剥

片 と考え られるものが大浦遺跡か らも出土 している。スクレイパーとして図示 した第 123図

11は ,自 色風化サヌカイ トではないが,背腹両面が石理 と平行するもので,長 さ16 cm・ 幅 11

cm・ 厚 さ 3.5 cm程 の大形の景J片 である。打面 と側面の一部に石理方向の明確な自然面が認め

られる。側縁に打面か ら縦方向に裁断 したネガティブな面が認め られるが;階段状剥離を し

ており,乱れたものである。背腹両面の打撃方向は一致する。また図示 しなか ったが自色風

化サヌカイ ト質では,長 さ 9.5 cm,幅 18.5 cm,厚 さ 1.7 cmの大形の横長剥片が出土 している。

打面は石理が明確な自然面で背腹両面は石理面 と平行 し,そ の打撃方向は一致す る。 いずれ

も,自 然面を打面に石理面を有効に利用 して,連続的に景J取 された板状の剥片である。白色

風化サヌカイ ト質のものは,出 土 した縦長剥片石核 と比較すると薄いが,海峡部の他の遺跡

か ら同質で大浦遺跡の縦長剥片石核 と矛盾 しない厚 さの大形剥片が出土 している。

A～ C型の縦長景1片石核は,こ のような大形景1片 を縦方向に分割 して石核素材 としたと考

え られる。分割 して生 じた剥片で縦長剥片状を呈す るものが,B型 の一部 とC型 の石核素材

として使用されたと考えられる。石核素材の縦長景J片 を剥取 した残核が出土 していないこと

か ら,こ の残核状のものは,A型 石核の素材 として使用されたのであろう。 A型 と比較す る

と,BOC型 は少ない。本来は縦長剥片を素材 とした BoC型 であって も,作業面等の転移
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によって素材の主要景1離面が残存 しないものもあり得 る。 BOC型 は形状が角柱状を呈す る

ものが多いが,A型 にも36%前 後角柱状を呈す るものがあり,縦長剥片を石核素材 とす る可

能性がある。原礫か ら剥取された大形の板状剥片は,残存す る大形剥片の形状か らして も,

数個体に分割 されて石核素材 とされたものであろう。

石理 と平行す る平坦面を持つ剥片は,縦 長景J片 石核だけではな く,横長剥片石核や哉断面

ある石器の素材 として も使用 されてお り,石材利用の共通点が認められる点は注 目されよう。

流紋岩 とハ リ質安山岩を石材 とする縦長景J片石核は C型 とD型 に認め られる。ハ リ質安山

岩の原礫 は,拳大前後の不整球形を呈 した礫であり,小形の ものが大浦遺跡からも出土 して

いる。流紋岩の原礫はまだ海峡部の遺跡か らは出土 していない。 B型石核の自然面か らすれ

ば,ハ リ質安山岩 と同様に丸味のある河原石状の自然礫 と考えられる。また流紋岩製の石器

では,縦長景1片 を素材 としたナイフ形石器 (第 115図 10)な どのように大形のものが多いこ

とか ら,原礫 もハ リ質安山岩原礫よりは大形のものと考えられる。

石質か らすればハ リ質安山岩 と流紋岩は,自 色風化サヌカイ トほど石理が明確ではない。

そのため,剥片景1取 にサヌカイ ト製の ものほど明確に石理を活か したものは認め られない。

流紋岩を石材 とした C型 の石核 (第 162図 3)も ,サ ヌカイ ト製のものとは異な り,側面部

に主要な作業面が位置する。また D型石核にサヌカイ ト製のものがな く,流紋岩やハ リ質安

山岩が用いられるのも,石質の差が反映 しているものと考え られる。流紋岩を石材 とする縦

長景J片 素材のナイフ形石器で大形のもの (第 115図 10)と ,同 様な規模の作業面を有す る流

紋岩製の縦長剥片石核は検出されていないが,お そ らくその安定 した形状か らすれば,C型

の石核か ら景J取 された景J片 を用いたと考え られる。

【細石核との関連につもヽて 】

出土 した縦長剥片石核でサヌカイ トを石材 とするものには,大形のものだけではな く小形

の ものも含まれる。作業面や石核規模か らも細石核 と大差ないものや,細石核の一部のもの

より小形のものがある。 しか し,石材の利用法や技法に差は認められず,一線を画 して三分

することはできない。細石核 として分類 したものは,ハ リ質安山岩 と黒曜石を石材 とするも

―のに限定 し,サ ヌカイ ト製のものは含まない。 これは明確な根拠を持 ってサヌカイ ト製縦長

剥片石核か ら細石核を抽出することができないか らである。

第 152図 は縦長剥片の作業面の長さと幅の分布に細石核の作業面の分布範囲を重複 させた

ものである。細石核の作業面は長さ 1～ 3 cm代 ,幅 0.5～ 2 cm代 の範囲に分布 し,縦長剥片

石核よりも幅広い傾向を示す。細石核の分布範囲に含まれる縦長景1片石核は35点 である。ま

た第 153図 は縦長景1片石核 と細石核の重量分布の構成比をグラフ化 したものである。サヌカ

イ トとハ リ質安山岩にはそれほどの比重差がな く,石核の大きさを反映 したものとす ること

ができよ う。細石核は30g以 下の分布を示 し,10g以 下のものが73%を 占める。縦長剥片石

核は10～ 20gと 30～ 40gの 二つの明瞭なピークがある。 10～ 20gの ものが最 も多 く全体の21

%を 占め,10g以下 も 3%含 まれる。縦長景1片石核の重量分布の 20g以 下の ピークの方は細
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縦長剥片石核 (サヌカイ ト製 )

一
細石核 (ハ リ質安山岩製 )

/＼

第 1田図 縦長all片石核・細石核重量構成比  重さ

石核の重量分布 と重複する。縦長景J片石核の重量が正規分布を示 さず夕複数の ピークを有 し,

細石核の重量が正規分布を示 さず,複数の ピークを有 し,細石核の重量分布 と一致する点は

注 目される。石核の大きさと作業面の規模 は必ず しも一致す るものではないが,傾 向として

は小形の石核の作業面は小 さいものが多 く,作業面に残 る目的剥片の剥離痕 も細石刃の大形
の ものとそれほど差があるものではない。技法的にみると,ハ リ質安山岩を用いた細石核で

は打面が横方向か らの分割面で形成 されたものがかなり含まれたり,細 石核の側面にかな り

調整が施 され,作業面が側面に転移す るものが存在するなど,サ ヌカイ トを石材 とする縦長

景1片石核とは異なる様相が認め られる。 しか し,石材の分割や側面調整の有無や作業面転移
註 6

位置などは,かな り使用された石材の石質に影響 される。畦原型細石核は砂岩を用い,打面

を形成 しただけで側面調整はほとんど施 さずに細石刃を剥取 している。景J片剥取はその石材

に最 も適 した技法の採用 ,も しくは手法の省略は当然のことである。 こうした点からすれば,

サヌカイ トを素材 とする縦長景J片石核の小形のものは細石核 と考えることも可能であろう。

13.細 石 刃

細石刃は 315点 出土 しており, H4点 実測図を掲載 した。石材にはハ リ質安山岩 0黒曜石・

サヌカイ ト・ チャー トがある。大半はハ リ質安山岩を使用 している。ハ リ質安山岩以外の石材

を用いたものは全点図を掲載 した。
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第 165図 1～ 6 サヌカイ トを石材 とし,風化度

はそれほど高 くない。同質の細石核は大浦遺跡では

検出されていず,縦長景J片石核か ら景J取 された小形

の縦長景J片である可能性 も全 くは否定できない。

第 165図 7～ 第 166図 1～ 8 ハ リ質安山岩を石

材 とする。大浦遺跡に限 らず細石器の石材 にはハ リ

質安山岩が最 も多 く用いられている。完形の ものよ

り折損 したものの比率の方が高い。

第 166図 9～ 29 黒曜石を石材 とする細石刃であ

る。漆黒を呈す る緻密なものとシマ状の流理が顕著

なもの及び粗質の黒曜石の 3種類が石材 として使用

されている。 9015に は側縁部に使用痕 と考え られ

る小景J離痕が認められる。

第 166図 30 暗褐色を呈するチャー トを石材 とす

る。断面は台形状で先端部が折損している。 大浦遺

跡で出土 したチャー トは色調か ら青緑色・灰白色・

暗褐色を呈す るものの 3種類がある。 量的には青緑

色を呈するものが最 も多いが,大半は敲打により表

1.2  幅

第 164図

長さ

(cm) ・ ハリ質安山岩製
B黒曜石製
Sサ ヌカイ ト製
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第i63図  細石刃長幅分布図
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第166図 細 石 刃 実 測 図 (2)

面がつぶれており,明確な石器の石材 としては使用されていない。与島西方遺跡で同質のチャ

ー トは石鏃に石材 として用いられており,時期的には下 る可能性が高いと考え られ る。灰白色

のチャー トは羽佐島遺跡の第 2次調査で有舌尖頭器の石材 として使用 されているものの大浦遺

跡では同質の石器は検出されていない。

第 1630164図 は大浦遺跡出土の細石刃の長さと幅をグラフ化 したものである。長幅比をみ

ると 2:1を 中心 とした分布を示す。また長さは完形では 1.4～ 1.6 cmの ものが,折れたもの

では 0.8 cm～ 1.O cmの ものが最 も多い。幅の面では 0.4～ 1.O cmの ものが多い傾向を示 してい

る。出土 した細石刃は小形のものが多い。また縦長剥片に分類 したもので細石刃に属す るもの

も含まれる可能性があるが,両者を明確 に区分するにはかなり困難が伴 う。

14.細 石 核

細石核は,45点 出土 している。使用された石材は,黒曜石 と水晶が各 1点 あるが ,他 は全て

ハ リ質安山岩である。比較的大形のブレイ ドを景1取 したものか ら石核 自体が非常に小形のもの

まで,かなリバ ラエティーに富んでいるι打面の加撃方向で分類 し,大形のものか ら配列した。

第 168図 1～ 9 全てハ リ質安山岩を石材 とする。打面が作業面方向か らの加撃で形成され

たものである。 407以 外はいずれも自然面を残す。石核の大きさにはかなりの差がある。 1
02は大浦遺跡で出土 した細石核では大 きな細石刃景1離痕を有するものである。 506は 縦長

景J片状の剥片を素材に用い,ポ ジティブな面を打面に,素材 となった景1片 の末端部を作業面 と

す る。 8は両側面に自然面を残す。 309は 作業面を背面に転移 したものであり, 9は 打面再
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成剥片と接合 (10)す る。

第 168図 11～ 160第 169図  第 169図 19は 黒曜石 ,20は 水晶を,他 は全てハ リ質安山岩を石

材 とする。打面が側面方向か らの加撃で形成されたものである。石核の大きさにはかな りの差

が認められ,第 168図 12013,第 169図 1040809以 外は一部 自然面を残す。第 168図 13

～ 16,第 169図 3・ 5012014に は明確な作業面の転移が認め られる。第 168図 13015,第 169

図 3012014は背面へ ,第 168図 14016,第 169図 5は側面に転移する。

第 170図  作業面 と考え られる面に残 る細石刃景J離痕が 1面か らなるもので,全てハ リ質安

山岩を石材 として用いる。 4は作業面が再生 された石核 , 8010は彫器 とも考え られ る。

【原礫の分割について 】

大浦遺跡出土の細石核は大半がハ リ質安山岩を石材 とする。ハ リ質安山岩には粗い風化面

を有 し硬質な感 じがす るものと丸味を有 した風化面を持つ軟質なものとに分かれるが ,や や

微妙な点 もあり,明確に区分す るには困難 さが伴 う。以下硬質 と特別に記述 していないハ リ

質安山岩 は,後者つまり軟質のものを指す。硬質のものは板状を呈する自然礫が用い られる

可能性が高い。 これに対 してハ リ質安山岩の原石は球状を呈する。大浦遺跡でも 1点 出土 し

ている。長径 3.5 cmと やや小形のものである。羽佐島遺跡出土のものが残存する原石中では

最大であり,拳大程の大 きさを呈する。ハ リ質安山岩を石材 とする細石核はこうした原石を

分割 して石核素材を得たと考え られる。全 く自然面を持たないものは 8点 しかな く,約80%

にあたる34点 は石核中に自然面を残す。

ハ リ質安山岩の原礫には長径が 3 cm前 後のものか ら 6 cm前後のものまで大きさに差がある。

出土 した細石核か らすれば,大形の原礫を使用 した場合には,原礫をい くつかに分割 して使

用された可能性が高い。細石核に残存する剥離面には石核素材を調整 したネガティブな面 と

作業面以外に原礫を分割 した際に生 じた分割面が残存す るものが多い。分割面 としたのは ,

ポジティブな面・打点の位置が石核より大幅に離れるネガティブな面・ 打点が残存 したり石

核か らそれほど離れていない場合でも他の分割面より古いネガティブな面である。分割面に

はポジティブかネガティブな面かがはっきりしない場合や著 しい起伏が認められるものが多

い。出土 したハ リ質安山岩を石材 とす る細石核で分割面が残 るものは38点 あり,93%を ,占 め

る。大浦遺跡出土の細石核のほとんどは原礫を数点に分割 して石核素材を得たと考えられる。

原礫か ら直接両面加工の石核素材を作 り出す例は皆無に近いと考え られる。仮に分割面がな

い細石核中にそうしたものがあるにして も,原礫の大きさに規制されることも想定 される。

大浦遺跡のハ リ質安山岩を石材 とす る細石核の大半は原礫を分割 した景J片 を素材に用いてい

ると考え られる。

【作業面の位置 】

細石核の形状を直方体 と見たてて,作業面の占める部位を集計す ると短小口に位置す るも

のが25点 ,長小日では27点 ,側面では 2点 となる。細石刃景J取作業による石核の縮小もあり,

長小口に作業面を有す る石核が増加 していると考え られる。短小日と長小日とを作業面 とし
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て用いるものは同率に近か ったと推定 される。 さらに分割面の残存す る比率の高さは素材の

長軸・短軸が問題ではな く,角 度や面の安定性を中心 として作業面の位置が決定 されたと考

えられる。

作業面が転移 したものは 8点 ある。背部に転移す る例が 7点 と最 も多 く,側面に転移 した

ものは 1点 にすぎない。転移 した石核 も打面は共通 している。

【細石核の形状について 】

出土 した石核の大半が原礫を分割 して得 られた景1片 を素材 とす ることか ら,多 少の差はあ

るものの板状を呈す るものが多い。ただ第 168図 15は 円錐状の形状を示す。ただこの細石核

は作業面の背部への転移があり,し か も両側面には自然面を残す ことか ら,景」片剥離作業の

進行 した結果 ,円 錐形状にな ったものと考え られる。他の細石核 とそれほどの差はない。ま

た縦長剥片を素材 とし,そ の末端部を作業面 とするものがある (第 168図 506)。 羽佐島

遺跡でも,縦長景J片の末端部を作業面 とす るものが出土 しているが,大浦遺跡 とは異なり縦

長剥片の側面を横方向か ら整形 して打面を形成 したものである。いずれにして もやや特徴的

なものである。

【細石核の打面について 】

打面は自然面,分割面 ,整形面か らなる。整形面はその打点が残存す るか石核か らそれほ

ど離れないネガティブな面で,自 然面や分割面が打面 として不充分な際に施 された ものと考

え られる。一つの作業面に対 して自然面が打面側に くるものが 5点 ,分 割面が28点 ,整形面

が25点 となる。その中には整形面と重複す るものが,自 然面で 1点 ,分割面で 4点含まれる。

分割面の加撃方向は約 7割が側面方向か らなのに対 して,整形面では側面か らの ものと作業

面・背面からのものがほぼ同数 となる。また整形面では作業面側か らの打撃によ って形成 さ

れたものが多 く,背面か らの ものは非常に少ない。

また打面の作業面よりに細かな調整痕が残るものが14点 ある。 これは打面の乱れや傾 きを

整形面で修正できなか った場合 ,も しくはス リップ止めとして作業面側か ら施され るもので

あろう。水晶を石材 として用いられた細石核 (第 169図 20)は 打面が乱れていないにもかか

わ らず細部調整が施 されている。 これに対 してハ リ質安山岩を用いた細石核で細部調整が施

されたものは打面が乱れているものがほとんどである。水晶はハ リ質安山岩 と比較 して硬質

であることか ら,よ り厳密に細部調整が施されたものであろう。細部調整は分割面・整形面

の打撃方向との関連性は認められない。

大浦遺跡出土の細石核は例外な く素材の小口を作業面 としている。打面形成の際の打撃方

向が作業面側か らのものが,整形面では10点 と全体の40%を 占め最 も多いのに対 して分割面

では17%し か占めないことか らも,作業面の選定が打面の加撃方向よりも優先することが窺

われる。結果的に決定された打面は整形や細部調整によって整えられるシステムであるとす

ることができよう。
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【大きさについて 】

出土 した細石核の重量は 1.4～ 23g

の範囲に分布 し,10g以 下の ものが73

長さ

(cm)

%を 占め,平均値は 8gで ぁる。比較  3.0

的大形か ら小形のものまでかなりの差

があるが,小形のものが多い傾 向を示  2.0
す。第 167図 は細石核の作業面の長幅

分布を ドットで表示 したものである。

長軸方向で景J片景1取が行われているも  i.0

のが多いが,縦長景1片石核 と比較す る

と作業面の長幅比では幅の広いものが

多い傾向を示す。細石刃剥離痕は大形   0

のもので,長 さ 3.4 cm(幅 1.O cm),

幅 1.3 cm(長 さ 1.4 cm)を 計る。長 さ

より幅の方に重点が置かれていると考え られ

cmで ある。

第 4章 遺 物

1.0     2.0     3.0 (clll)幅

第167図  細石核作業面長幅分布図

る。また作 業面の長さで最 も小 さいものは約 1.1

15。 石核調整 all片

細石核 0縦長景J片石核の打面再生剥片 。作業面再生剥片・石核調整景1片 のことを指す。打面

再生剥片は全て細石核のもので,剥片の小田部に作業面を横方向に切断 した面が残 る。作業面

再生剥片は景1片 のネガティブな面に作業面が残るものである。縦長剥片石核の作業面再生景J片

が 1点含まれるが,他 は全て細石核の ものである。狭義の石核調整剥片は石核の作業面が剥片

中に残 らず ,か なり不定形な景J片であり,連続 して景J取 された目的景J片 とは考えられないもの

を選出 した。

第 172図 1～ 12 打面再生剥片で全てハ リ質安山岩を石材 とする。 1～ 5は やや大形の細石

刃を景J取 した細石核の打面再生剥片である。 1は 旧打面に自然面が残 り,目 的剥片の景」離痕の

幅は 2.O cmで 細石核を含めても最大のものである。 6～ 12は小形の細石刃を景1取 した痕跡があ

るもので, 9010は 旧打面が自然面か らなる。 7は 細石核 (第 168図 9)と 接合 し,作業面転

移後の打面再生剥片である。 11は 作業面の目的剥片剥離痕に打点が残存せず,連続 して打面の

再生が行われている。

打面再生剥片の背面は旧打面である。旧打面は自然面が残存するもの 3点 ,分割面が残存す

るもの 2点 ,整形面があるもの 9点か らなる。 自然面・分割面を残す ものに各 1点整形面が重

複す るものが含まれる。旧打面で作業面側に打点を有する景J離面か らなるもの 5点 ,側面側 3

点 ,背面 2点 ,自 然面だけか らなるもの 2点 となる。新打面の打撃方向は,作業面か ら 3点 ,

側面か ら 5点 ,背面か ら 4点 となる。残存す る作業面 と対応する打面は旧打面であり,新打面

・ ハ リ質安山岩
K硬質ハ リ質安山岩
B黒 曜 石
S水   晶
同一番号は同一石核を
表わす。

１
／6

8 89
4。

1_9

６

‥

Ｋ

５

ｏ
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は作業面の転移のための打面整形の ものも含む。旧打面の加撃方向が作業面側か らのものが多

いことは細石核の様相 と一致するものである。

第 172図 13～ 410第 173図 1～ 6 作業面再生剥片である。 13～ 33は 作業面が比較的明確 に

残存するもので ,全て細石核のものである。 14は サヌカイ ト,33は 黒曜石 ,他はハ リ質安山岩

を石材 とする。 13018は 右側面 ,16は 底部か らの打撃で作業面を再生 しているが他 は打面か ら

再生 している。 13の 景J片 で再生 された細石核は作業面の幅が長さより著しく大きいものである。

34以下は細石核の作業面 と考え られる面に残る景J離痕が大形であったり,やや不定形なもの

があり,細石核の作業面再生剥片 とするにはやや疑間があるものである。 この中には狭義の石

核調整景1片 なども含まれている可能性がある。石材は第 173図 6が サヌカイ トで他 はハ リ質安

山岩を用いている。第 173図 1は縦長景J片 が折損 したものとも考え られ る。 3は 再生 した剥片

の打面に,背面側か らの小景1離痕があり,細石核の打点部の細部調整が作業面かの区別がつか

ない。 6は縦長景J片石核の作業面再生景J片 と考え られる。

作業面再生景1片 の打撃方向は,圧倒的に石核の打面側か らのものが多い。他か らの打撃によ

り作業面を再生 しているものは35点中 3点 しかない。

第 173図 7～ 350第 174図 1～ 28 細石核の石核調整景J片である。細石核のブランクを作成

す る際や側面の調整時に生 じた剥片と考え られる。第 174図 16～ 28は 黒曜石で他はハ リ質安山

岩を石材 とする。第 173図 708に は作業面が一部残存するが,細石核の側面を整形す る際に

生 じた景J片 に作業面が一部含まれたものであろう。同図10は 石核の打面再生剥片の可能性 もあ

る。同図 12016は 石核調整景J片 に二次調整を施 したものである。12は調整の意味が不明である

296)
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が,16は小形切 り出 し状のナイフ形石器に転用されていると考え られる。 16の 背面はかなり乱

れており,横長剥片石核か ら剥取 された可能性は低い。黒曜石の石核調整剥片 (第 174図 28)

は漆黒色を呈するが,他 はシマ状の流理が認められる。

16。 細石核ブランク及びハ リ質安山岩原石

全てハ リ質安山岩を石材 とす る。ブランクと考えたものは,自 然面以外はネガティブな剥離

面で構成されるか,ポ ジティブな面であって も大形で充分細石核の素材 となるものである。

第 174図 29～ 34 細石核のブランクと考え られる。29は ブランクか横長剥片石核かが不明で

ある。結果的に横長剥片状の石核調整景1片 を剥取 して形成 されたブランクとも考え られる。 30

032は ポジティブな面を残さないものである。30031033に は細石刃景J取痕状のネガティブな

面が残存す るが,剥離痕 は大形で安定 していず,連続 して景J片 剥取を行 った作業面 とは考え ら

れない。

第 174図 35 ハ リ質安山岩の原石である。 ほぼ全面に自然面を残すが,一部に打ち欠いた剥

離痕が認め られる。不整な球形状を呈 し,長 径 3 cm程 を計る。大浦遺跡で出土 した唯一の原石

である。ハ リ質安山岩の原石は羽佐島遺跡で も出土 しているが,羽佐島遺跡出土のものは長径

6 cm前後あり,や や大形である。大浦遺跡で出土 したハ リ質安山岩で最大のものは縦長剥片石

核 (第 162図 4)で ,最大長 7 cm程 を計る。羽佐島

出土の原石よりも大きい。遺跡から出土 した原石は ,

搬入された原石の中で も小形のものが残存 したと考

え られる。また出土 したハ リ質安山岩の原石は全面
註 7

自然面のものはな く,一部に景J離痕が残存する。

17.敲 き 石

第 1760177図  実際に使用されて小景J離痕が残

るものと,使用痕は認め られないが,形状か ら敲き

石の可能性を有するものを選出 した。54点 出土 して

お り,17点 図化 した。球形のものは少な く,大半が

棒状を呈する。石材は砂岩が多 く,片岩・石英扮岩

なども含まれる。いずれ も丸味を有 した河原石であ

る。 1と 3を 除き使用痕 と考えられる小剥離痕 もし

くはつぶれが認め られる。大半は両端部に使用の痕

跡が残 るが ,第 177図 8は縁辺部 と側面の中央部に

剥落が認め られる。また第 176図 8は 二次的に熱を

受けたと考え られ色調が赤変 している。

第 171図 は長幅比の分布をグラフ化 したもので ,

長

(cm)

i3.0

6.0
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第 i75図 敲き石重量分布及び構成比   (g)

第4章 遺 物

いずれ も最大値による。長さと幅がそれほど

差のないもの もかなりあるが ,出土 した敲き

石で折損品の多いことに原因があると考え ら

れる。完形の敲き石や折損 したもので旧状が

推定 されるものか らすれば,第 177図 8の よ

うな楕円形状を呈するものは少な く,棒状の

ものが多い。第 175図 は大浦遺跡出土の敲 き

石の重量を集計 したグラフである。 500g以

下の範囲で分布する。 300g以 下の ものが93

%を 占め ,50～ 100gの ものが最 も多 く22点

出土 している。折損 しているものが含まれる

ことを考慮に入れて も, 300g以下の ものが多いことに変わりはない。羽佐島遺跡の報告では

27点 の敲き石が集計されている。 400g以 下の範囲で分布 し,100g以下のものが59%を 占め,

300gま で範囲を拡げると全体の89%が含まれる。羽佐島遺跡は大浦遺跡 とは異なり,長期間

に渡 って存続 した遺跡で,遺物には瀬戸内技法によるものも多数認め られる。 こうした石器群

の内容の差はあるものの両遺跡の敲き石には差がほとんど認め られない点は注 目され る。

敲き石の重量は,島嶼部の遺跡での石器製作を考える上で重要なポイン トになると考える。

島嶼部の遺跡か らはサヌカイ トの原礫は検出されず,石核素材 と考え られる大形の板状の景1片

が認められるだけである。大浦遺跡出土の大形景J片 は石理 と平行 して原礫から剥取 されており,

石理の利用方法か らすれば,縦長景J片石核か交互並列剥離による横長剥片石核の素材の可能性

が高い。また翼状景J片石核の素材である盤状剥片の可能性がある景J片 も羽佐島遺跡で出土 して

いる。いずれにして も石核が検出されることか ら,石核素材が島嶼部の遺跡まで搬入 されたこ

とはまちがいない。検出 した石器群か らすれば,石核素材か ら石器製作までの工程が遺跡で行

われたと考えられる。また松沢亜生氏より製作実験では,原礫か ら石核素材の剥片を剥取す る

ためには 500g前 後の円礫が適するとの御教示を得た。島嶼部の遺跡で出土する敲き石の重量

は 300g以 下のものが大半であり, 100g以下のものが中心 となる傾向が認め られる。製作実

験の結果や石器群の状況か らすれば,石材の産出地で石核素材の景J片景J取 までの工程が実施 さ

れ,島嶼部の遺跡へ搬入された可能性が高い。検出された敲き石は,大形景J片 を分割 し石核素

材を作 り出す過程や目的景J片 を景1取す る際に使用されるために,小形のものが中心 とな ったと

考え られる。

また敲き石の形状が棒状を呈することや,使用の際生 じたと考える剥落が両端部を中心 とし

て認め られることか ら,パ ンチとしての可能性 も考えられる。 しか し,翼状景J片等を剥取する

製作実験で , 100g以下の棒状の砂岩を使用 してスナップを利かせた直接打撃により,容易
に

目的剥片を剥取できることが判明 した。スナップを利かせた打撃
には円礫よりも棒状を呈する

礫の方が適 し,剥落は先端部に生 じる。出土する敲き石 と差はない。出土する翼状剥片や横長
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剥片にはバルブやバルバースカーが明瞭なものが多 く,打撃が強か ったことが窺われる。 こう

した点か らすれば,棒状の敲き石を利用 した直接打撃で横長剥片は剥取された可能性が高いと

推定 され る。また縦長剥片石核の打面部にも横長剥片石核同様に弧状の打撃痕が認め られるも

のがあり,縦長剥片の打点部が残るものには弧状 クラックやバルブ・ バルバ ースカーが認め ら

れるもの も多い。 こうした点では横長剥片 と共通 した打点部の状況を示す。縦長景J片石核は横

長景1片石核 と景J片景J取方法が異なり,石理の利用にも差はあるものの,直接打撃 による景J片 剥

取の可能性 も否定できない。

18,石   鏃

第 179図  石鏃は38点 出土 しており,石材は全てサヌ

カイトを用いている。残存状況の良好な25点 を図化した。

基本的な外形は正三角形 0細身の二等辺三角形 0細身で

五角形を呈するものの 3種類に区分することができる。

基部は平基式 と凹基式
で
もので,突基式のものはない。

凹基式の ものは明確な快 りを持つものと,わ ずかに湾曲

するものの 2種類が認められる。外形が五角形のものは ,

基部が明確な凹基 となる。 これに対 して外形が正三角形

と細身の二等辺三角形状のものでは,平基・ 凹基がいず

れ も認め られる。外形が細身の二等辺三角形状を呈 し,明 確な快 りが認め られる凹基のものは

基部の先端部が直線状になるのに対 して,外形が正三角形を呈するものでは基部の先端は丸味

があるものが多い。

石鏃にもかなり風化 したものが認め られる。風化度は必ず しも石器の所属時期を反映 した も

のではな く,使 用されたサヌカイ トの石質の差 と考え られる。 白色風化サヌカイ トが石材に使

用 されているとすることができよう。

19.石   匙

第 179図 26027 2点 出土 しており,い ずれ もサヌカイ トを石材 とする。26は 横型の石匙で

つまみが明確なもので横長剥片を素材 とす る。27は 基部の両側縁に快 りを有するもので,縦長

剥片を素材 とする。

20.縄文土器

第 179図 28～ 46 出土 した土器はいずれも小片で器表の剥落が著 しく,残存状況は悪い。概

報中では縄文時代早期に属するものとして,撚糸文・押型文 0無文の各土器を報告 しているが ,

現在では施文の形態を確認することが困難なものもあり,概報での報告者の観察 も参考に して

報告する。時期的に把握できる土器は全て早期に属す る。破片数で70点 弱出土 しており,押 型

3.0(cm)幅

第178図  石鏃長幅分布図
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文系のものが多い。

28029032～ 38041～ 45は 山形文が器表に認められるものである。いずれ も山形文の単位 は

小 さい。29は 内面にも山形文が認められる。色調は29が明褐色 ,他 は暗褐色を呈す る。 30031

046は楕円文を器表に持つ ものとして報告 されたものであるが器表の剥落が著 しく,山 形文の

可能性 も否定できない。39は 山形文 として報告 されているものであるが,山形の起伏は明確で

はな く撚糸文系の可能性 も考え られる。

大浦遺跡をはじめとした島嶼部の遺跡群か らは押型文系 もしくは撚糸文系以前の土器は確認

されていない。島嶼部の遺跡は丘陵上に立地 し,遺物が花商岩風化バイラン土中に包含 され る

ことか ら石器類以外の遺物の残存状況は非常に悪い。押型文系の土器をや っと確認できた状況

である。有舌尖頭器等が出土 していることか ら,草早期に属す る土器群の存在の可能性は否定

できない。

出土 した遺物を器種別にその様相について述べたが,こ こで主要に使用されているサヌカイ ト

の石質の利用 と横長剥片の乗1取技法及びナイフ形石器の時期的な問題などについてまとめてみた

い 。

【サヌカイ トの材質について 】

大浦遺跡で石材 として使用されているサヌカイ トは,石理が明確で風化が進行 した ものと風化

がそれほど進行 していず石理 も前者ほど明確には確認できないものとの 2種類に区分することが

できる。白色風化サヌカイ トを石材 とする石器のほとんどは石理 と平行する極めて平坦な面が認

め られるのに対 して,風化度の低い普通のサヌカイ トを石材 とするものは同一の器種や同様な技

法を用いているものにおいて も剥離面は リング等による起伏がかなり顕著に認め られ る。また出

土する石器類はいずれ も花同岩の風化バイラン土中に同一条件で包含 されているにもかかわらず ,

時期的に確実に後出する石鏃にも風化が進行 し自色を呈するものがかなり含まれる。島嶼部出土

のサヌカイ ト製石器は蛍光 X線による分析がなされている。その結果によれば,香川県下のサヌ

カイ トの産出地である白峰 0金山西・ 金山東の 3箇 所のサヌカイ トが使用されているとのデータ
註 8

が出ている。また肉眼観察で も金山産のサヌカイ トは石理が明確であり,石理方向に従 って比較

的容易に板状の剥片が景」取できる。 こうした点か らすると,サ ヌカイ トの風化度の差 は時期差や

包含状況の差よりも石材の材質の差が強 く反映 していると考え られる。

本報告書では石理が明確で ,風化が進行 したサヌカイ トを自色風化サヌカイ トと仮称 した。与

島西方遺跡 A地点や羽佐島遺跡では縦長剥片関係の石器を中心 として ,自 色風化サヌカイ トが多

用 されている。大浦遺跡では,自 色風化サヌカイ トの比率はさらに高 く,縦長剥片関係の石器以

外の器種にも使用される傾向が認め られる。

白色風化サヌカイ トを石材 として用いる石器は石理と平行する平坦面を有するものが多い。 こ

結
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れは素材 となった剥片を非常に有効に利用 しているこ

とに原因があると考え られる。大浦遺跡に限 らず島嶼

部の遺跡か らは石器素材 と考え られる自色風化サヌカ

イト質の大形の剥片が出土している。 この種の剥片は ,

木の正 目状の平行 した石理の顕著な自然面を打面 とす

るものが多い。原礫で石理を確認 し,そ れを有効に活

か して,連続的に石器素材の剥片を剥取 した ものであ

ろう。その結果 として,背・腹両面に石理 と平行す る

平坦面が生 じたと考え られる。盤状剥片石核 のような

交互剥離法は行われなか った可能性が高い。 白色風化

サヌカイトを素材 とする石器 に残 る平坦面は素材 となっ

た景」片の景J離面であろう。
第180図 器種別素材厚構成比

第 180図 は自色風化サヌカイ トを石材 とす る縦長景J

片石核 0横長景J片石核・載断面 ある石器の厚 さ (幅 )を集計 したグラフである。これらの石核や石器

は板状の素材 となった剥片を有効 に利用 したもので ,そ れぞれの厚 さは素材の厚 さとほぼ一致す

ると考え られる。横長剥片石核は底面に相当する面に,ま た他のものは両側面に石理 と平行する

素材面を残す。縦長剥片石核はやや厚手の素材を利用しており,2～ 3 cm前後のものが最 も多 く,

厚いものでは 5 cm弱 のものがある。また l cm以 下の薄手のものは B型 の石核で縦長景J片 を素材 と

し,そ の側面を作業面 とするものである。 これに対 して横長剥 片石核 と載断面 ある石 器は薄い

ものが多 く,前者では 1～ 2 cmの ものが ,後者では 2 cm以下のものが中心 となる。横長景J片石核

か ら剥取された景J片 の多 くがナイフ形石器の素材 となっていると考え られ ,自 色風化サヌカイ ト

質で横長剥片素材のナイフ形石器は小形の切 り出 し状ナイフ形石器が中心となっており,石核 自

体は薄い方が適 している。白色風化サヌカイ ト質の素材剥片はその厚 さで,使 い分けられている

可能性が高い。

【石理について 】

サヌカイ トを石材 とする石器は有効に石理を利用 していると考え られる。縦長景1片石核では石

理 と平行する面を両側面になるように素材を用いており,側面の調整は不必要である。景J取 され

た縦長剥片は平坦面を背面に残 し,安定 したエッジを有するものがかなり含まれる。縦長剥片の

最J取 の際に,側面部をうま く利用 したものである。大浦遺跡出土の横長剥片石核はその多 くが交

互並列剥離技法を用いている。石理と平行する平坦面を底面に利用 している。 この石理面
の方向

は,翼状剥片石核の場合 とは異なる。島嶼部か ら出土する明確な打面調整を施された翼状剥片石

核は底面にやや リング等による起伏が認め られる場合が多 く,大 浦遺跡出土の交互並列剥離石核

の底面 とは異なる。また国府型ナイフ形石器や翼状剥片では主要剥離面 と石理が平行す るものが

多いのに対 して,大浦遺跡の特に切 り出 し状ナイフ形石器では石理面が底面 と平行する場合が多

い。近畿地方のサヌカイ トの産出地である二上山の北麓に展開する遺跡群で も翼状景J片 石核の作
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業面 と平行 してサヌカイ トの石理面が走 る例が多いとの指摘が松藤和人氏によってなされている。

これは打面調整を明確 に施す翼状景J片石核 と交互並列剥離石核 との技法の差によるところが大き

い。翼状■ll片石核では翼状剥片 と石核調整によって生 じる剥片には形態差があり,石 核調整によ

って生 じた剥片は本来の目的秦J片ではない。翼状景J片 は常に一定方向で剥取される。そのため石

理は翼状剥片の主要剥離面 と平行するように利用される傾向が生 じる。与島西方遺跡出土の翼状

景1片 石核で作 業面を転移 したものに,打 面 と底 面をわざわざ逆転 した例があることか らも,作

業面と石理方向を一致 させる意図が窺われる。 これに対 して交互並列剥離は,石核調整 と目的粂J

片の区別がな く,目 的剥片の剥離痕が同時に次に行われる剥片剥取の石核調整機能を有する。景J

離方向が異なる目的景J片 の剥取が行われることか ら,両 剥離方向に等質的な石理が要求 される。

そのため交互並列剥離技法による石核では底面 と平行する石理の利用が合理的と考えられ る。大

浦遺跡か ら出土 した横長景1片 石核で,打面調整を施 しなが ら,並列 して目的景1片 を景」取 したもの

があるが,石理方向は底面 と平行 しないものである。

大浦遺跡の縦長景」片石核 と横長剥片石核は剥片景1取法の差はあるものの背・ 腹両面に石理 と平

行する平坦面を有する板状の剥片 とい う共通 した素材を用いるものが大半を占める。特 にその傾

向は白色風化サヌカイ ト質のものに顕著である。板状の剥片の小口面を縦方向に利用 した ものが

縦長剥片石核で ,横方向に用いたものが交互並列景J離の横長景1片石核 とすることができよう。ま

た素材 となった剥片の厚さは,両石核で異なることか ら,素材の使い分けも考え られる。いずれ

に してもサヌカイ トの石理や石質を共通 した手法で活か した ものとすることができよう。

【横長剥片の剥取技法について 】

大浦遺跡か ら出土 した18点 の横長剥片石核は,大半が交互景1離 を用い,上下に位置す る作業面

内で並列 して目的剥片を剥取 したものである。 この技法を用いた石核 と出土 した横長余J片素材の

小形切 り出 し状ナイフ形石器 とは,使用された石材・石理の活用法・剥離角・大きさなどの点で

共通性が認め られる。 またこの交互並列 lll離 という技法は多量の目的争J片 が剥取されるが ,瀬戸

内技法ほどには厳密な石核調整が施されないことか ら,作業面に残 る目的剥片の剥離痕 は画一性

に欠けるものとなっている。出土 した小形切 り出し状ナイフ形石器では,刃部 と素材になった余J

片の剥取方向の位置関係に一定 した状況は認め られず ,非常に不定形な横長争J片 を素材 としてい

ることが窺われる。 この種のナイフ形石器は素材を大き く変形することによって,一定 した形状

を呈するものであり,素材の形状には それほどの画一性を要求 しない。交互並列剥離技法 と横長

剥片素材の小形切 り出 し状ナイフ形石器 との正合性は高い。

大浦遺跡か らは交互並列調l離技法による石核の他に,点数的に少ないが翼状剥片石核 に類似 し

た石核や両者の中間的な様相を呈 した石核が出土 している。大浦遺跡では小形切 り出 し状ナイフ

形石器のほか細石刃・ 細石核が多量に出土 しており,翼状剥片石核 とも考え られそうな石核の存

在は遺跡の時期的な広が りや横長 all片 の争J片剥取法の変遷等を把握する上で問題 となる。大浦遺

跡が国府期にすでに存在 したのか,そ れとも新 しい時期まで瀬戸内技法に類似 した剥片剥取法が

存続するか という問題である。出土 した翼状景J片 石核に類似 した石核は,瀬 戸内技法の第 2工程
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はほぼ条件的に充たす ものである。石核調整部 と目的剥片剥取部には差があり,目 的景1片の景J離

痕は石核幅 と二致する。 しか し,い ずれ も石核自体は小形の ものであり,作業面に残る景J離痕 も

それほど大 きくはない。白色風化サヌカイ ト質の石核は半載 された可能性 もある。石核 自体の大

きさが限定されているため,結 果的に石核幅 と一致 した景J片景」取にな らざるを得なか った とも考

えられる。

またこの 3点 の石核は盤状争1片 を素材 としない点 も問題 となる。翼状剥片石核の全てが盤状剥

片を素材 とするものではな く,サ ヌカイ トの産出地である城山遺跡では大形の翼状余J片 石核で盤

状 fll片 を素材 としないものが採集されている。 しか し,島嶼部の遺跡ではファース ト・ フレイク

を素材 としたナイフ形石器が多数出土 しており,背面がポジティブな底面の打面 となっている。

自然面を打面 とす るファース ト・ フレイクはほとんど出土 しないことか ら,島 嶼部の遺跡では松

藤和人氏が想定 した瀬戸内技法の第 1工程 ,つ まり交互剥離により石核素材を剥取する方法によ

った盤状剥片が翼状剥片石核の素材 として用い られていることはまちがいない。城山遺跡出土
の

翼状景1片石核か らすれば,瀬戸内技法の第 1工程での交互剥離は大形の石核素材を剥取す るのに

不向きなのではないだろうか。今後検討する必要があろう。また島嶼部出土のファ
ース ト0フ レ

イク素材のナイフ形石器には,石核素材 となった剥片の打点が ,ナ イフ形石器の背面の中央部で

はな く基部よりに大き くずれて残存するものや背面に認められないものも含まれる。交互並列剥

離石核の底面が素材 となった剥片のポジティブな面で,作業面側に打点を有するものもかなり含

まれる。 こうした点か らすると,島嶼部の翼状景」片石核は瀬戸内技法の第 1工程で剥取 された盤

状剥片を素材 とし,後 出する横長剥片石核 も瀬戸内技法の第 1工程 と類似 した技法で得 られた剥

片を石核素材 とするものがかなり含まれていると考え られる。また大浦遺跡では交互並列剥離石

核を中心 として白色風化サヌカイ トが用い られてお り,同 質の石材を用いた縦長剥片石核 と共通

した素材の活用法が認め られる。出土 した交互並列剥離石核で盤状剥片状の素材を用
いるものは

1点 に しかすぎない。打面調整を施 し,作業面で並列 して石核幅と一致 しない目的景J片 を剥取 し

た石核 (片面並列剥離石核 )が 1点 出土 しているが,石核の底面はポジティブな素材面で打撃方

向は作業面側からである。石理方向は作業面 と平行する。素材は盤状剥片状
の ものと考えられる。

島嶼部の石核素材 も目的剥片の剥取技法の変化に伴ない変質 していったことが窺われる。ま
とめ

ると,島 嶼部の遺跡では翼状景1片石核・ 片面並列剥離石核の段階では交互剥離によって盤状剥片

を剥取 し石核素材 とするものが主流を占める。 こうした傾向は交互並列剥離石核
の段階で も一部

継続するが,主流は自色風化サヌカイ ト質の縦長秦J片石核 と同様な板状の剥片を素材 とす るもの

に変化 していったとすることができよう。盤状秦J片 もしくはそれと類似 した景J片 が石核素材
とし

て一部は交互並列争J離石核の段階まで使用されていることを述べたが,こ こで石核素材を剥取す

る工程である第 1工程 と石核素材の剥取工程の第 2工程との技法的正合性について考えてみたい。

島嶼部の遺跡では盤状剥片は集計するほどの点数はな く,盤状争J片石核は出土 していないため ,

瀬戸内技法の第 1工程については,二上山北麓の遺跡群出土例によらざるを得ない。二上山北麓

の遺跡群か ら採集された盤状秦J片石核は石核幅と一致 した盤状剥片を交互剥離により剥取 したも
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のが中心 となり,松藤氏が想定 した瀬戸内技法の第 1工程とそれほど矛盾 しないものである。瀬

戸内技法の第 2工程での翼状剥片石核は,明確な石核調整を施 し,片面か ら石核幅と一致 して一

定形状の翼状剥片を剥取する。松藤氏により集計された大半の盤状■ll片石核は石核幅 と一致 した

目的剥片の秦1取 という点では翼状襲l片石核 と共通するものであるが ,交互剥離を用いている点で

やや技法的な正合性にかける。翼状剥片石核が厳密な石核調整を施す ことか ら,石核素材剥片は

ある程度の大きさがあればよいということで盤状剥片石核では交互剥離が用いられる可能性が高

い。 しか し,そ れだけではな く石理 もかなり影響 していると考え られる。二上山北麓 の遺跡群に

残存する盤状剥片は石理が底面 と平行する例が多いのに対 して,翼状剥片石核では作業面 と平行

するものが多いことが読み取れるデータが示されている。瀬戸内技法は国府型ナイフ形石器の素

材 となる定形化 した翼状剥片を剥取す ることを目的としたシステムであり,石理が翼状剥片石核

の作業面 と一致するのは当然のこととすることができよう。石理方向が主要剥離面 と一致する盤

状剥片は本来は目的剥片ではな く,よ り安定 した石核素材を剥取するための打面形成の目的で剥

取された可能性が高い。瀬戸内技法の第 1工程は単なる交互剥離ではな く,第 2工程の翼状剥片

石核 との正合性は高 く,合理的なものと考え られる。

二上山北麓出土の第 2工程の石核には,少 量ではあるが目的剥片の剥離痕が石核幅 と一致 しな

いものも検 出されている。また交互並列景J離 により石核素材剥片を景J取 した盤状剥片石核 も 1点

ある。 この第 1工程の石核は技法的にみれば ,第 2工程の片面並列剥離石核や交互並列剥離石核

との方が正合性 は高いとすることができよう。数量的傾向においても第 1工程と第 2工程の石核

は対応 しているとす ることができよ う。

第 1工程 と第 2工程の剥片剥取法には極めて密接な技法的な正合性を認めることができる。 こ

うした中で大浦遺跡出上の翼状乗」片石核 と類似 した 3点の石核の全てが盤状剥片を素材 としない

事実は,こ の 3点 が国府期に属さない可能性が高いとしなければな らないであろう。石核 自体が

小形であるため結果的に目的剥片の最1離痕が石核幅と一致 したものの可能性が高い。 この 3点 よ

り盤状争1片 と類似 した素材による片面並列剥離石核の方が瀬戸内技法 との類似性を強 く感 じさせ

るものである。

【時期的な問題について 】

層位的な遺物の出土例を組み合わせた編年が瀬戸内地域ではなされていない。 これは降下火山

灰等の明確な層位が確認 された遺跡が瀬戸内では皆無に近いことに原因がある。そのため瀬戸内
(

の旧石器の編年観は瀬戸内技法の衰退 という定向変化を想定 し,そ の度合による大まかな先後関

係によらざるを得ず ,そ れを他地域 と関連 した資料で補正するというのが,瀬戸内の編年研究の

現状での資料的な限界であろう。ナイフ形石器の形態による時期設定には,国府・宮田山・井島

型 といったナイフ形石器の形態が今一つ明確に設定されているとは考えにくく,そ の変化には素

材の不定形化 という理解が占める比重が大きい。素材の変化 という点か らすれば石核 に認め られ

る技法の変化 ということで良いであろう。また国分台遺跡群を分析 された竹岡俊樹氏はナイフ形

石器 の小形化に時期的な変化の方向性を見い出そうとされている:た だ国分台遺跡群か らは小形
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註11

の切 り出 し状ナイフ形石器や木葉形の両面加工尖頭器 も多数出土 している。関東地方の武蔵野台

地における両面加工尖頭器が出現する時期は,鈴木次郎 0矢 島国雄氏の 5期 区分の第 Ⅳ期 ,武蔵

野台地における第 Ⅳ層の中・上部に相当する時期に位置付けられている。関東地方における国府

型ナイフ形石器の出土層位が武蔵野台地の第Ⅳ層下部であることか らすれば,木葉形の両面加工

尖頭器は新 しい時期の所産である可能性が高い。国分台遺跡群出土遺物中には,片面単一剥離技

法による翼状剥片石核だけではなく,片面並列剥離技法による石核 もかなり認められる。国分台遺

跡群はかなり長期間にわたって形成されたと考え られる。大形のナイフ形石器が分布す る点では

城山遺跡がある。両遺跡 ともサヌカイ トの産出地である点においては共通する。ナイフ形石器の

大形のものが国分台・城山両遺跡に分布する原因は石材の産出地 という立地条件によるところが
註13

大きく,時期差 と直接結びつけることは現状では無理であろう。 こうした点か らすれば ,横長剥

片石核・ 目的剥片・ ナイフ形石器などに認め られる剥片剥取法を編年基準の一つとしたい。

大浦遺跡のナイフ形石器は,使用された石材・素材・大きさ・ 施されたブランティングの状況

などかなリバ ラエティに富むものである。この うち横長剥片 を素材 とするナイフ形石器 はその

多 くが小形の切 り出 し状を呈するものであるが ,一部国府型ナイフ形石器の系譜上で理解 される

ものが含まれ る。 しか しその形状か らすれば,明確な翼状剥片を素材 とするものは含まれない。

このような状況は出土 した横長乗」片石核 と対応 したものである。ある程度の時期的な幅はあるか

もしれないが ,横長乗1片 を素材 としたナイフ形石器は,少 なくとも国府期よりも後出するもので ,

ナイフ形石器文化の終末期まで継続するものであろう。

縦長剥片を素材 としたナイフ形石器は瀬戸内では量的に少な く,時期的にも明確な位置づけは

なされていない。大浦遺跡出土のナイフ形石器で横長剥片素材 と縦長乗J片素材のものはそれぞれ

大形のものか ら小形のものまであるが,大 きさの面での分布の差はそれほど認められない。また

縦長剥片を素材 とするナイフ形石器はブランティングの施される部位によりA～ C型 に分類 した。

A型 は片方の側縁のほぼ全体 と一部は基部にブランティングを施 したもので,B型 は基部を中心 と

して一部先端にブランティングを施 したものである。縦長剥片素材のA型 とB型 には大きさの面

での差異は認められない。 ブランティングの施される部位の差がナイフ形石器の実質的な差 とし

て把握できるものか検討する必要があろう。

横長剥片を素材 とするナイフ形石器に施されるブランティングについてまとめる。国府型ナイ

フ形石器の主流な形態は,尖鋭な先端部を持ち,ほ ぼ左右対称な側縁を有する。一方の側縁部は

鋭利な刃部 となり,他 の縁部はブランティング部か らなる。基部は明確なものが多い。素材 とな

った翼状剥片 と比較する。翼状剥片は安定 した刃部 と素材 としての形状を保持するために石核調

整により 120°前後の角度を有 して打点部か ら末端部へ広がり,扇形に近い形状を呈する。国府型

ナイフ形石器の側縁部に施 されるブランティングは翼状剥片の打点部を落とし,細身の形状を呈す

るために施されたものである。また国府型ナイフ形石器は,基部に特別ブランティングを施 されて

いないもので も基部が明確なものが多い。基部や基部よりの刃部にブランティングを施す ものは ,

素材に基部 として活用できる部分がなかったためと考えられる。国府型ナイフ形石器の側縁部 と基
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部に施されるブランティングは成形加工 とすることができよう。また刃部に細か くブランティン

グが認め られるものも存在する。 こうしたものの大半は素材の主要余1離面が乱れているものが多

く,刃部を整えるための調整と考え られる。明確な翼状剥片素材の国府型ナイフ形石器 とするこ

とはできないが,同様な形態を呈するナイフ形石器で底面が複数の剥離面か らなるものがあり,

粂1離面の接点を中心にブランティングを施す ものが認められる。 これは素材 となった余J片の刃部

は剥離面の接する部分を中心 として ,刃 部の形状が乱れていたと推定 される。横長剥片素材のナ

イフ形石器のブランテ ィングは一定形状に保つために素材の余分な部位を除 く成形加工 と刃部に

施される調整 とに二分することができよう。

国府型ナイフ形石器に施されるブランティングを参考にして,縦長剥片素材のナイフ形石器の

ブランティングを検討する。大浦遺跡出土の縦長剥片素材のナイフ形石器で大形のものとして ,

サヌカイ ト製のもの (第 115図 11)と 流紋岩製のもの (第 115図 10)が ある。後者はA型 で前者

は B型 にブランティング部位か ら分類 される。流紋岩製のものは,同一石材の縦長景J片が幅広の

ものが多いことや,素材の主要剥離面のポジテ ィブなバルブの状況か らすれば素材 となった剥片

はかなり幅広であったと考え られる。 これに対 してサヌカイ ト製の B型 のナイフ形石器は素材 と

なった縦長剥片自体が細身のもので ,片方の側縁部には自然面が残る。流紋岩製の A型 のナイフ

形石器は片方の側縁部のほぼ全体にブランティングを施すが,先端部には素材面が残存する。先

端部はブランテ ィングを施 さな くとも充分に細身で尖 るものである。また B型のナイフ形石器の

基部調整は両側縁に施すものがほとん どである。流紋岩製の A型のナイフ形石器の刃部の基部よ

りの部位にもわずかに調整痕が認められる。 こうした点か らす ると,大 浦遺跡の縦長剥片素材の

AOB型 のナイフ形石器に本質的な形態面での差異は少ない。素材の形状により,幅広の ものは

A型 ,細身の ものはB型 に結果的になった可能性が高い。前述 したA型 と B型の大きさの面での

類似 した分布や尖鋭な先端部を有するなどの共通性 も,両者の類似性を示す ものであろう。

素材 とな った剥片の用い方にも共通性がある。大浦遺跡の縦長剥片素材のナイフ形石器には素

材の折断 という手法は用いられずナイフ形石器の基部は素材の打点部であるものがほとんどであ

る。黒曜石製を石材 としたA型のナイフ形石器で小形のものに 1点 だけ先端部が素材の基部側に

位置するものがある (第 116図 21)が ,こ れは素材が蝶番景1離 しているためと考え られる。

また縦長秦J片素材のナイフ形石器には,内湾するカーブを有 した刃部を持つものがかなり認め

られる。 この刃部の状況はかなり意図的に決定 されている可能性が高い。 A型のものは片側縁の

ほぼ全体 にわたってブランティングが施されているため素材の形状に不明な点があるが,B型 で

は比較的素材を確認 しやすい。 B型では両側縁に鋭いエッジを有するもので も,外湾する側縁の

先端部にブランティングを施 して内湾する側縁を刃部としたものが多い。また外湾す る側縁の方

が鋭いエッジ状を呈するにもかかわ らず ,内 湾する側縁を刃部 とするものが認められ る。全てが

内湾～直線的な刃部を有するものではないが,比率的にはかなり高い。 こうした点か らすると,

素材のナイフ形石器化には一定 した規則性があるのではないだろうか。ナイフ形石器の刃部の形

態や素材 に対す る刃部位置の選択について検討 していく必要があろう。 この内湾傾向の刃部を有
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す るものは縦長剥片素材のナイフ形石器で大形か ら小形の ものまでかなり認 め られる。

縦長景J片素材の A・ B型のナイフ形石器 と小形切 り出 し状ナイフ形石器 とは,明確に区分でき

るものではない。小形切 り出 し状ナイフ形石器の C型 には縦長剥片素材のものが 6点含 まれる。

また E型 のものは横長剥片を素材 とす るが先端部の両側縁に鋭い刃部を持ち,B型 の小形のもの

とそれほど形態上の差は認め られない。

以上まとめると,縦長剥片素材のナイフ形石器は,主 に施されたブランテ ィング部位 により,

A・ B・ C型 に分類される。 A・ B型 には素材を折断する手法が認められない点や刃部の形状及

び長幅比に共通性が認め られ,A・ B型の小形のものと小形切 り出 し状ナイフ形石器には共通 し

た形態を持つものがある。単一時期の所産かどうかは別に して,一連のものと考え られ る。大浦

遺跡の遺物の出土状況は,石器製作によって形成されたと考え られる石器群が数箇所認 められ ,

遺跡の周辺か らはほとんど石器の出土を見ず,遺物の出土量はフレイク・ チ ップ類を含めて 1万

点程 と少ない。大浦遺跡は備讃瀬戸の遺跡群の中では比較的遺跡の存続期間が短い遺跡である可

能性が高い。ただ中央発掘区の東南部を中心 として遺物の密集が認められるが必ず しも単一時期

の所産の石器を明確に抽出できるところまでは至 っていない。他の遺跡の状況等を参考 に して ,

出土 したナイフ形石器の時期的な位置付けについて考えてみたい。国府期の単純遺跡 として代表
註 14 註15

的なものに大阪府高槻市所在の郡家今城遺跡 C地点 と二上山北麓に立地する遺跡群がある。前者

は低位段丘上に立地 し,サ ヌカイトの産出地か らやや離れた遺跡で,8基 のユニットが検出され ,

接合資料 も多 く出土石器群の同時性は非常に高い。後者はサヌカイ トの産出地に立地す る遺跡群

で ,代表的な遺跡 としては鶴峯荘 Loc.1や桜ケ丘 Loc.1が あり,石器群の様相か らすれば国府期

の単純遺跡の可能性が高い。郡家今城遺跡 C地点・ 鶴峯荘 Loc.10桜 ケ丘 Loc.1の 石器組成は ,

石核には翼状剥片石核と縦長剥片石核があり,剥 片には翼状景1片 と縦長剥片が,ま たナイフ形石

器は翼状剥片を素材 とす る国府型ナイフ形石器が大半 を占める。縦長景J片 石核は両設打法による

もので,大浦遺跡出土の もの とそれ ほどの差はないと考え られる。 これ らの遺跡では縦長剥片が

剥取されているに もかかわ らず ,ナ イフ形石器の素材としてはほとんど使用 されていない。 こう

した点か らすると,大浦遺跡で検出された縦長景1片素材のナイフ形石器 は国府期の所産ではない

と考え られ る。大浦遺跡では明確な国府型ナイフ形石器・ 翼状景J片・ 翼状剥片石核が出土 して
い

ないことと矛盾す るものではない。

縦長剥片素材のナイフ形石器は備讃瀬戸の遺跡での検出例は多 くな く,大浦遺跡で出土 した45

点は比較的まとまって出土 した方である。縦長剥片素材のナイフ形石器はその形態か らもかなり

完成度が高 く,黒曜石やハ リ質安山岩など瀬戸内では産出 しないと考え られる石材を用いている

ものが多い。他地域の影響下で出現 したものであろう。備讃瀬戸における縦長剥片素材のナイフ

形石器は,比較的新 しい時期の石器群 との関連性が高い。西方遺跡 A地 点・ 羽佐 島遺跡・ 花見

山遺跡 1大 浦遺跡 などか ら出土 している。西方遺跡 A地 点・ 羽佐 島遺跡はフレイク・ チップ類

を含めて,十数万点以上の遺物を出土 しており,遺物か ら見た遺跡の継続期間も長い遺跡で国府

期以降の石器群 も含む。また花見山遺跡・ 大浦遺跡はナイフ形石器 中で国府型ナイフ形石器は
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少ないか皆無であり,細石刃 0細石核が多 く出土 した遺跡である。共通 した時期 としては国府期

よりも新 しい時期である。 また縦長剥片素材のナイフ形石器に使用された石材である黒曜石やハ

リ質安山岩は,細石刃の石材 として も多用される。大浦遺跡では水晶を用いた細石核が出土 して

いるが,羽佐島遺跡では縦長余J片 も出土 している。また黒曜石は材質か ら原石が 3種類 ほどに分

類することができるが ,羽佐島・花見山・ 大浦遺跡を総合すれば,縦長剥片や同素材のナイフ形

石器 と細石刃・細石核に黒曜石の材質的な変化はない。また島嶼部の各遺跡の調査では,二次堆

積層は検出されず ,花 商岩の風化バイラン土層中に石器群は包含 されていた。備讃瀬戸を含めた

香川県は沖積作用が著 しい地域 とされており,瀬戸大橋建設に伴 うボーリング調査では備讃瀬戸

の海底か ら姶良火山灰が検出されている。 こうした点か らすれば,島嶼部の遺跡が立地す る丘陵

部はかなりのバイラン土が流出 し,地形 も変化 したことが考え られる。花見山遺跡や大浦遺跡の

ようにかなり限定 された範囲で検出された石器群に長期にわたる時期差を想定するには無理があ

ろう。石材の類似性・立地か らすれば縦長剥片素材のナイフ形石器を国府期よりも古い時期の所

産 とするのは困難であろう。

大浦遺跡出土の縦長剥片素材のナイフ形石器と共通 した形状を示 し,素材の剥片剥取法 にも類

似性を認めることができ,し か も瀬戸内地方の影響下の石器群が含まれるものとして,大分県の
註17

岩戸遺跡の第 1文化層出土の石器群がある。報告書中で柳田俊雄氏は剥片剥取法を 4区分 され ,

第 Ⅳ類を瀬戸内技法 と類似するものとしている。 またナイフ形石器中には 1点 国府型ナイフ形石

器が含まれるとされた。剥片剥取法の第 Ⅳ類 と考えられる石核 No 140を 中心とする接合資料では ,

打面調整を施 し,限定 された作業面か ら石核幅と一致 した目的の横長剥片を景」取す るという点 に

おいて瀬戸内技法 と一致するが ,素材の打面側からではな く側面側から作業が進行するという点

でやや異なるものである。 また石核No 1447を 中心とす る接合資料では石核幅と目的剥片の幅が一

致 しないものである。この第 1文化層においては典型的な瀬戸内技法による石核は出土 していず,

大浦遺跡出土の瀬戸内技法の系譜上で理解できる石核と類似するものである。また剥片剥取法の

第 Ⅱ類とされた石核No 66 0 885は 交互並列景J離 による石核であり,技法的には大浦遺跡の ものと

類似する。また国府型ナイフ形石器とされた m1568も 底面の加撃方向が異なってお り,素材の剥

片剥取法としては前述 した接合資料 と類似す るものである。福岡県の西島遺跡では,盤状剥片の
註18

打点が残るファース ト・ フレイクを素材とした国府型ナイフ形石器が出土 し,大分県の丹生台地
註19

の第 9地 区 B地点出土の石核が素材 となった盤状剥片の打面側に作業面を有するとされ るなど ,

より典型的な国府期に属する石器群が出土 している。 こうした点からすると岩戸遺跡の第 1文化

層の素材の打面側に作業面を有 しない石核は,国府期の直接の影響 と考えるよりも,瀬 戸内技法

衰退期の瀬戸内との関連によるものとす る方が良いであろう。岩戸遺跡第 1文化層は国府期 より

も後出する時期 と考える。

また縦長景J片 関係の石器群についてみると,石 核ではA型 とされるL997は 大浦遺跡の流紋岩

製の C型 の石核と類似する。また B型 とされた NQ 959や E型 とされたNQ 920も 同 じ系統のものの

可能性がある。他に大浦遺跡で E型 に分類 したハ リ質安山岩製の石核と類似するものとして,Cl
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型 とされた m1565が ある。また縦長景1片素材のナイフ形石器の大半は基部側に素材の打点が くる

もので,一側縁加工と基部加工のものが中心 となっている。大浦遺跡の A・ B型の縦長剥片素材

のナイフ形石器と非常に良 く類似する。また E型 に分類 された先端部加工のナイフ形石器に大浦

遺跡で B型 としたものに類似す るものがある。 また素材を断 ち切 るように加工を施 した m1256は

大浦遺跡出土の黒曜石の小形ナイフで先端部側に素材の打点方向が くるものと共通性が考え られ

る。

岩戸遺跡第 1文化層 を特徴づける石器の一つに三稜尖頭器がある。備讃瀬戸の遺跡群で舟底形

石器と呼んでいるものと同一のものである。舟底形石器の大半は甲板面の加撃が横方向か らの も

ので,横 長景J片 を素材 とした ものが中心 となる。岩戸遺跡の三稜尖頭器で三面加工 によ らないも

のは,甲 板面の加撃方向が横方向か らであ り,大浦遺跡出土の ものと共通す る。大浦遺跡では三

面加工のものは出土 していないが ,西方遺跡 C地 点か ら断面三角形の三面加工の尖頭器が検出さ

れている。 この尖頭器は稜上加工を施 してはいないが,第 1文化層の M1480 0 NQ1736の 三面加工

三稜尖頭器 と共通するものであると考える。

津留遺跡は岩戸遺跡 と同様 ,大野川流域に位置 し,岩戸遺跡第 1文化層 よりも国府型に類似した

ナイフ形石器が出土 している。また景」片尖頭器を含むなど第 1文化層とは若干内容が異なる。津

留遺跡出土の縦長剥片素 4/iの ナイフ形石器には素材の打点方向に先端部が位置するナイフ形石器

が出土 している。 これ も第 1文化層にはない様相である。 こうした点か らすれば,岩戸遺跡の第

1文化層と津留遺跡には時期差があるのではないだろうか。

岩戸遺跡第 1文化層の石器群の様相は大浦遺跡の石器群の一部と共通性を認めることができる。

小形の切 り出し状ナイフ形石器が岩戸遺跡の第 1文化層で出土 していないことを考慮に入れれば,

大浦遺跡のナイフ形石器は連続する二つの時期に区分することができよう。岩戸遺跡の第 1文化

層と大浦遺跡の古相は併行する時期の所産である可能性が高い。

従来瀬戸内地方との石器群の関係が問題となっていた南関東地方の武蔵野第 Ⅱa期 は,最近の埼
註22

玉県殿山遺跡や神奈川県柏ケ谷長 ヲサ遺跡における典型的な国府型ナイフ形石器や大浦遺跡の縦

長剥片素材のナイフ形石器の検出で ,よ り実質的に両地方の関連解明の糸口を見い出 したとする

ことができよう。
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第 おわりに5章

大浦遺跡は,昭和55年 6月 ～ 12月 にかけて発掘調査を実施 した。現地での発掘調査時か らナイ

フ形石器が非常に少な く,逆に細石刃・ 細石核が多 く検出され,備讃瀬戸における旧石器文化の

最終末の状況を示す遺跡であると考え られた。また遺物の出土量が少な く,フ レイク・ チ ップ類

などを含めた総出土点数が 11,395点 である。備讃瀬戸の島嶼部に立地す る旧石器時代の遺跡は ,

羽佐島や与島西方遺跡 A地点など,限定された狭い丘陵の尾根筋を中心 として数10万 点 にのぼる

莫大な量の石器類が出土 し,し かも時期差を反映 した層位が形成されていず ,出 土状況で石器群
註 1

を時期的に区分す るには困難 さが伴 う。また羽佐 島・西方遺跡 A地点では,国 府期の石器群か

ら細石器文化期に 至る時期の所産 と考え られる石器群が出土 しており,瀬戸内技法による石器群

以外は明確な意義付けがなされていない瀬戸内では,遺跡の具体的な内容の把握 も困難 なのが現

状だ った。そうした中で大浦遺跡は面積比において も遺物量が少な く,石器類が集中す る箇所が

かなり限定されるなど,遺物の出土状況 も比較的恵まれている遺跡であることから,本報告をまと

めることとなった。

現地における発掘調査及び概要報告 と本報告 とでは担当が異なっている。今回の本報告におい

ては基礎分類か ら見直 しを実施 し,縦長余J片素材や小形の切 り出 し状ナイフ形石器が出土石器中

に多 く含まれる事実や小形切 り出 し状ナイフ形石器 と対応する横長剥片石核が存在することの確

認など多 くの事実が明 らかになってきた。 この章では瀬戸内の旧石器研究における大浦遺跡出土

石器群の意義や時期的な位置付けなどについて述べてみたい。

瀬戸内地方における旧石器研究の歴史は古いにもかかわ らず,降下火山灰層の残存状況の悪さ

による明確な層位的石器群の検出例の欠如や,後氷期の海面上昇の結果による遺跡の海底
への埋没

などの資料的な限界や,瀬戸内技法 という独特な石器製作法による石器群が主流を占めることによ

る他地域 との比較検討の困難 さがあり,瀬戸内地方の旧石器研究の低滞の要因となっている。ま

た近畿地方の西部では,二上山北麓のサヌカイ ト産出地に立地する遺跡群や大阪府下の旧石器遺

跡群の状況の解明はあるものの,大半の遺跡が国府期を中心 とするもので,そ れに続 く時期の遺

跡に恵まれず他地域 との比較検討にまでは至 っていないのが実状であろう。

こうした中で瀬戸大橋建設に伴 うて実施 してきた備讃瀬戸の島嶼部の遺跡群の発掘調査では ,

中でも大浦遺跡は国府期に属する石器群が含まれず,瀬戸内の伝統的な横長景1片素材のナイフ形
註 2

石器 とともに縦長剥片素材のナイフ形石器がまとまって検出された。 この縦長景1片素材 のナイフ

形石器に使用されている石材には,サ ヌカイ ト以外に黒曜石・ ハ リ質安山岩・流紋岩 といった瀬

戸内では国府期の石器群にほとんど使用されていない石材が認められる。 こうしたナイフ形石器

が ,瀬戸内地方の旧石器文化の一つの中心地 とも言える備讃瀬戸の遺跡で検出された意義は大き

い。また流紋岩やハ リ質安出岩を石材 とする縦長剥片石核で,こ れまで備讃瀬戸ではあまり認め

られていない剥片景J取法が確認できた。 これまで具体的な石器で他地域 との関連性を追求する
こ
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とが困難であった瀬戸内の旧石器研究の現状を打破す る資料 とすることができよう。

また大浦遺跡では瀬戸内技法の系譜上で理解できる横長剥片の剥取法や ,そ れに基づいた横長

剥片素材のナイフ形石器が検出され,加えて これまで時期的には国府期 もしくはそれ以前の所産

とされてきた風化 して白色を呈するサヌカイ ト質の縦長剥片・石核が多量に出土 している。 こう

した石器群の時期的な位置付けや機能的な可能性についてある程度の目安を得 ることができた。

大浦遺跡の石器群に認め られる瀬戸内的な様相 と非瀬戸内的な様相について,出土状況を遮、ま

えてまとめる。後世の攪乱部を除去後の石器の平面 的な分布では,数 箇所に石器の集中を認め

ることができる。そうした石器の集 中には明確な分布の中心があり,包 含層が移動 して形 成 さ

れた二次堆積層 とは考え られない。平面 的には原位 置を保 っている可能性が高い。また巨視 的

にみれば多 くの石器が中央部発掘区の南寄 りのグリッドか ら出土 しているが,石材や石器毎に分

布をおさえると,若干の分布の差が認められる。特に細石刃・ 同石核を中心 として形成 された石

器群の中には他 と離れた分布を示す ものがある。大浦遺跡の中央部発掘区の周辺か ら石器類が殆

んど検出されないことなどか らすれば ,石 器群は限定 された占地を示すとすることができる。大

浦遺跡の石器群は,出土状況か らすれば単一時期の所産ではないが ,そ れほど長期に渡 って形成

ざれたとは考え られない。

瀬戸内におけるナイフ形石器文化期は主にナイフ形石器の形状の差を時期差の反映 した ものと

の認識にたち,国府・ 宮田山・井島の各期に分けられてきた。また一部にはナイフ形石器の小形

化を編年対象 とする考え方 もある。 この両者には若干の問題が残 る。ナイフ形石器の形状の差異

の面では,特 に国府型 と宮田山型 との形態差はそれほど明確なものではない。ナイフ形石器の小

形化に関 しては,分析対象 となった遺跡には立地条件に差があり,等質的な比較 とはなっていな

し13単一時期の所産である可能性が高い郡家今城遺跡 C地点では大形か ら小形のナイフ形石器が

共存 してお り,単純に大きさの差を時期差の反映と理解するには問題がある。 こうした中で時期

的な変遷を考える上で最 も有効な手段は,石器群における主流な横長粂J片秦」取技法の変化であろ

ぅ14横長景1片 の剥取技法は,石核素材剥片の剥取工程である第 1工程 と翼状剥片等の目的■ll片 を

剥取する第 2工程に区分される。第 2工程では翼状剥片石核のような石核調整を明確に施 して限

定 された一方の作業面か ら,作業面幅と一致させて剥取することで,一定形状の目的粂1片 を連続

して景1取することを可能とする片面単一景J離技法 と,石核調整 と目的剥片の剥取の区別が行われ

ず ,作業面幅よりも小 さい剥片を連続 して乗J取する技法である交互並列剥離技法 ,及 び両者の中

間的な様相で ,石核調整部 と目的剥片の子1取部の区別はなされるが ,目 的余1片 は作業面 よりも小
註 5

さく,作業面で並列して目的剥片を剥取する片面並列剥離技法に区分される。交互並列剥離技法

では安定 じた一定形状の目的秦1片 は得にくし16こ ぅした第 2工程の目的剥片剥取法と第 1工程及

び石核素材の利用法を加えて,一連の目的剥片のtll取工程が把握される。こうした技法を最も確

認 しやすい遺物が石核であり,石核に残る■ll離面の観察により,こ うした技法差は識別すること

が可能である。この技法差は瀬戸内技法の変質で理解できるもので,時期的差を反映 していると

考えられ,石器群の時期を考える上で一つの基準となる。ただし石器製作においては製作者の意
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第 5章 おわりに

図とは反 した偶然性が伴 うことか が誘
7石
器群における主要な横長剥片■ll取法がどの技法 によるも

のかといった数量的処理が必要 となる。

大浦遺跡で出土 した横長剥片石核には,片面単一剥離技法・片面並列剥離技法・ 交互並列剥離

技法の 3者がいずれ も含まれる。ただ片面単一剥離技法による石核は少な く,素材に盤状景1片 が

用い られず ,作業面 も素材剥片の打面側に位置 しないなど,典型的な翼状景J片石核 とす ることは

できない。同 じ備讃瀬戸の与島西方遺跡 A地点・羽佐島遺跡では典型的な翼状剥片石核が多数出

土 している。翼状剥片の形状を充たす剥片がないことも,大浦遺跡の石器群が国府期に属するも

のではないとすることができよう。また他の横長剥片石核は片面並列剥離技法によるも
のが 1点

だけで,交互並列剥離技法による石核が最 も多い。また出土状況などか らも,大浦遺跡の石器群

は国府期 よりも後出するものとすることができよう。

出土 した横長剥片石核 と目的剥片を素材 としたナイフ形石器の関係に
ついてみてみる。片面単

一景J離技法 と片面並列景J離技法による石核に対応するものとして横長景J片素材
のA型 ナイフ形石

註 8

器で国府型の系譜上で理解できるものを考えている。 こうした石核やナイフ形石器
の分布が fO

g列 の15016グ リッドに偏 る分布を示すことか らも可能性は高い。 また交互並列剥離技法による

石核の中で特 に白色風化サヌカイ ト質の板状の剥片を素材 としたものと,同質の小形切 り出し状

ナイフ形石器が対応するものであることは前述 した。交互並列剥離技法による石核
の素材にはサ

ヌカイ トの石理面 と平行する板状の景J片 を素材 としたものと,石理が平行せず盤状剥片 と類似 し

た素材の使用が考えられる二つの形態が認められる。前者はこれまで未確認だ
ったもので,非常

に薄い剥片を素材に用いており,連続 して剥片剥取可能かどうかという問題 もあった。 ナイフ形

石器 との大 きさの比較・景J離角の集計・石理の利用法の検討により,白 色風化サヌカイ ト質
の小

形切 り出 し状ナイフ形石器と対応する石核 と判定す ることができた。西方遺跡
で大浦遺跡 と同様

な切 り出 し状のナイフ形石器が出土 しており,同様な石核は備讃瀬戸の遺跡群ではかな り分布す

ると考え られ,決 して大浦遺跡独特のものではないであろう。 この石核は石材の材質に強い影響

を受けて,も しくは利用 して成立 したものである。

備讃瀬戸に分布する縦長剥片石核は,そ の石材の利用法で特徴的なものである。サヌカイ ト
の

石理 と平行す る極めて平坦な面が石核の両側面に位置することを原則とす
る。石核の小 口面を作

業面 として両設打法により,石刃状の縦長剥片を連続的に剥取するものである。二上山北麓
の遺

跡群や郡家今城遺跡 C地点で検出されたサヌカイ ト製の縦長剥片や石核は,両設打法によるも
の

で ,備讃瀬戸の遺跡群で多量に出土する縦長景J片石核 と同一の系譜のものであろう。縦長剥片
が

郡家今城遺跡 C地点で出土することか ら国府期にナイフ形石器 と共存することは確実である。ま

た大浦遺跡出土の石器群に国府期の瀬戸内技法による石器が含まれないことか らすれば ,国 府期

以降 ,瀬戸内でナイフ形石器 と共存す るものである可能性が非常に高い。また石核素材の面か ら

すれば,自 色風化サヌカイ ト質の縦長景J片石核は,小形切 り出 し状ナイフ形石器に対応する白色

風化サヌカイ ト質の交互並列剥離石核 と共通 した素材を用いる。石核素材 とな
った剥片の厚 さか

らすれば,両石核には素材の使い分けも充分考えられる。備讃瀬戸の遺跡群で国府期の石器群 を
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多 く含む羽佐島遺跡や与島西方遺跡 A地点で も同質の縦長剥片・縦長景1片石核が多量 に検出され

ている。国府期か ら小形切 り出 し状ナイフ形石器の時期まで長期間継続 した石器 とす ることがで

きよう。 この質の縦長剥片は二次加工 されているものが非常に少ない。ほとんどのものが,縦長
註 9

景J片 の原形をそのまま残す。大浦遺跡で4点 ,西方遺跡で数例 ,こ の白色風化サヌカイ ト質の縦

長景J片 が基部加工のあるナイフ形石器に転用されているだけである。 こうしたあり方 は,翼状剥

片 と国府型ナイフ形石器の比率 と比較す るとき,非常に特異なものとすることができよう。羽佐

島遺跡では翼状剥片 と同時に国府型ナイフ形石器が多数出土 し,近畿地方西部の遺跡において も

同様な傾向が認め られ る。素材だけが卓越 して検出される遺跡はなし識
0こ
うした点か らすれば白

色風化サヌカイ ト質の縦長景J片 はナイフ形石器の素材であることが本来の剥取される目的ではな

く,縦長景J片 そのものが石器 として機能すると考えざるを得ない。

国府期以降長期に渡 って横長景J片素材のナイフ形石器 と共存するこの縦長剥片は,そ の形状の

ままでナイフ形石器 として使用可能な ものか,も しくは横長景J片素材のナイフ形石器 とは別の機

能を有 して石器群を構成 していたと考え られる。国府型ナイフ形石器の素材である翼状景J片 は刃

器 として充分使用可能 なものであり,事実刃部に使用痕 と考え られる小剥離痕を有す るものもか

なり認め られる。国府型ナイフ形石器はブランティングを施す ことで,翼状剥片を左右対称形 に

近い細身のものとし,尖鋭な先端部を有するよ うに変形 させたものである。翼状剥片にはない新

しい機能を有する石器 としなければな らない。その形状か らすれば尖頭器的な狩猟具であった可

能性が高い。国府型ナイフ形石器が,サ ヌカイ トの産出地で丘陵部に立地する二上山北麓の遺跡

群よりも低平な低位段丘上の郡家今城遺跡 C地点で比率が高く検出されているのは理解 しやすい。

機能的な問題を考える上では国府型やその系譜上に位置付けられるナイフ形石器 と縦長剥片 と

の形態上の差が問題 となる。ナイフ形石器の素材 となる横長剥片は安定  
｀
こ底面を有する石核か

ら景1取 されるため,わ ずかに外湾気味ではあるが安定 した刃部相当の縁辺を有する。 これに対 し

て縦長剥片は側縁に鋭利な縁辺を有するもので も,ね じれているものが多 く,翼状剥片の刃部 と

比較すると安定性に欠 ける。また縦長景J片 の先端部は国府型ナイフ形石器ほど尖鋭で安定 してい

ないのはもちろんである。縦長剥片は特別にブランティングを施さな くとも,充分背部 としての

形状を充たす剥片が多 い。 こうした点か らすれば白色風化サヌカイト質の縦長剥片は国府型ナイ

フ形石器やその系譜上に位置付けられるナイフ形石器 と,同様な機能を果た していたとは考え ら

れず,刃器 として用い られていた可能性が高い。備讃瀬戸の遺跡群か らナイフ形石器 と共に多量

に出土するほとんど二次加工を施されない縦長剥片は,明確な機能分化な しには理解できないも

のであろう。

また白色風化サヌカイ ト質の縦長剥片の下限については,細石核 との関連性が問題 となろう。

島嶼部出土の明確な細石核は,ハ リ質安山岩を多用 しており,一部黒曜石や水晶が石材 として用

い られている。石材の面での明確な差異があることか ら,細石核 と認定 しやすいものでぁる。白

色風化サヌカイ ト質の細石核の存在の可能性 も考え られてきたが,縦長剥片石核 と一線を画する

ほど明確に区分できないままであった。大浦遺跡の縦長剥片石核の景J離痕の幅を集計す ると,ハ
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り質安山岩製の細石核の分布 と共通す る範囲を中心 として分布
の偏 りが認められ,正規分布を示

さないということが明 らかとなった。
ハ リ質安山岩製の細石核は,原礫を分割することで石核素

材を得ているが ,縦長剥片石核にも,板状の剥片を縦方向に分割 して得 られた剥片を素材 とす
る

石核が存在する。また素材の活用法において も細石核で縦長剥片状
の剥片を素材 とし,そ の主要

剥離面を打面 として細石刃を剥取するものが 2点 出土 しているが,縦長景1片石核で C型 としたも

のはこれと共通す る素材の用い方を採用 している。ただ し白色風化サ
ヌカイ トとは異なり,石理

が明確でないサヌカイ トを石材 として ,両面加工品を素材 とする細石核が羽佐島遺跡か ら出土
し

ている。スキースポールや断面三角形の両面加工の
スポールも検出されていることか らすれば ,

湧別技法による細石核 と非常によく類似 したものである:剥片剥取法は石材の材質にかな り規制

される。板状の剥片を素材 とした縦長剥片石核は,石理の明確な白色風化サヌカイ トの材質を非

常に有効に利用 したものであり,そ のまま細石核の時期まで継続す る可能性は否定できない。大

浦遺跡よりも限定 された時期の石器群等でその関係を追求 してい く必要があろう。

大浦遺跡の成果の一つとして,サ ヌカイ ト以外の石材を用いた縦長剥片素材のナイフ形石器に
註13

代表される非瀬戸内的な石器群の検出がある。ナイフ形石器の石材には黒曜石
・流紋岩・ ハ リ質

安山岩・ サヌカイ トなどが使用されている。 このうちサヌカイ ト以外
の石材は備讃瀬戸の遺跡群

では,国府型ナイフ形石器に代表される瀬戸内技法系の石器 に,流 紋岩 が極一部使用 されて
い

るだけで他は全 く使用されていない。また縄文時代以降もほとんど石材 として用
い られていない

これ らの石材は他地域か らの搬入品である可能性が高し鷲
4ハ
リ質安山岩・流紋岩を石材 とする縦

註15

長剥片石核で COD型 に属するものが出土 しているが,こ れ も非瀬戸内的なものと考え られる。

大浦遺跡の石器群の一部 と非常に共通 した石器組成を示す石器群 として,大分県の岩戸遺跡の

第 1文化層がある。 この第 1文化層の石器群には瀬戸内系の石器 も認められ,比較する上で絶好

の遺跡 とすることができよう。器種別に比較する。第 1文化層のナイフ形石器には縦長剥片素材

の ものと横長剥片素材のものがある。縦長剥片素材のナイフ形石器では,一側縁加工の ものと共

部加工のあるものが多 く,一部二側縁加工のものが含まれ,大形か ら小形のものまである。
この

様相は大浦遺跡の縦長剥片素材のナイフ形石器 と共通する。また横長景J片素材
のナイフ形石器で

は国府型ナイフ形石器の系譜で理解できるものが第 1文 化層 で 出土 している。ただ底面 の加撃

方向が異なる。 このナイフ形石器の接合資料では,典型的な翼状剥片石核に認められる石核素材

の利用方法 とは異なり,素材の打面側に作業面が位置 しなし計
7こ
れ も大浦遺跡と共通するもので

ある。また縦長剥片石核では大浦遺跡で COD型 として分類 したものが第 1文化層に存在 し,横

長剥片石核では前述 したものの他 ,片面並列剥離石核や交互並列剥離石核が認められる。 また第

1文化層で三稜尖頭器 として分類されている石器は備讃瀬戸の遺跡群では舟底形石器 と呼んで
い

るものと同一の石器である。
8た
だ瀬戸内地方の舟底形石器には第 1文化層の三面加工の三稜尖頭

器が少な く,大浦遺跡にも三面加工のものは含まれない。ただ し同 じ備讃瀬戸の与島西方遺跡 C

地ボポ らは三面加工の ものが出土 している。岩戸遺跡の第 1文化層 と大浦遺跡の石器群の一部は

著 しく類似 してお り,共通 した時期を含む石器群であると考えられる。両遺跡の石器群のあり方
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は両地域の交流を示す絶好の資料 とすることができよう。

岩戸遺跡の第 1文化層の石器群のほとんどは大浦遺跡の石器群 に認められるが,大浦遺跡には

第 1文化層には認め られない石器がある。 これは遺跡の継続時期の差 と考え られ ,第 1文化層 よ

りも大浦遺跡の方が新 しい時期まで存続 している可能性が高い。大浦遺跡の石器群の出土状況に

は若干の分布の差異が認め られることか らも,時期的な継続は考え られる。

ナイフ形石器をみると岩戸遺跡第 1文化層には小形の切 り出 し状ナイフ形石器が含 まれない。

また,両面加工の木葉形尖頭器 も第 1文化層には認められない。 こうした点か らすれば大浦遺跡

の石器群は細石器文化期 も含めると 3期 に区分することができよう。 これまで石材の共通性か ら

小形切 り出 し状ナイフ形石器ゃ交互並列剥離石核 と細石刃・細石核が併存する可能性を考えてき

たが ,大 浦遺跡の資料でそれ以前の時期に黒曜石・ ハ リ質安山岩 といったサヌカイ ト以外の石材

が使用されていることが判明 した。ただハ リ質安山岩 といっても縦長剥片素材のナイフ形石器 と
註20

細石刃・細石核に使用されている石材には若千の差異 があり,今 後岩石 的 にも追求 してい く必

要がある。ただ大浦遺跡の細石刃・細石核の分布 と小形切 り出 し状ナイフ形石器の分布には差が

あることなど,積極的に両者の共存関係を指摘することは現状ではできないであろう。

岩戸遺跡第 1文化層のナイフ形石器の様相か らして も,縦長剥片素材のナイフ形石器は瀬戸内

系の石器 とは考え られず ,大浦遺跡の白色風化サヌカイ ト質の縦長剥片素材のナイフ形石器は国

府期以前の ものではない。また第 1文化層 と非常によ く類似 した流紋岩製の C型 の縦長剥片石核

が大浦遺跡か ら出土 しており,大浦遺跡には石理を有効に利用 したサヌカイ ト製の板状の剥片を

素材 とするC型 の縦長剥片石核 も存在する。備讃瀬戸の遺跡か ら多量に出土する縦長剥片 は,こ

うした岩戸遺跡第 1文化層の状況か らして も国府期以降継続する石器 とすることができよう。

関東地方で も埼玉県の殿山遺跡や神奈川県の柏ケ谷長 ヲサ遺跡で国府型ナイフ形石器の要素を
註21

充分充たすナイフ形石器が検出されている。柏ケ谷長 ヲサ遺跡の国府型ナイフ形石器 は相模野台

地の第 Ⅲ期 に編年 されており,武蔵野台地の第 Ⅱa期 と併行すると位置付けられている。殿山遺跡

も同時期 と考えられている。関東地方の第 Ⅱa期 は基部加工のナイフ形石器 と角錐状石器などに特

徴付けられる。大浦遺跡出土の縦長剥片素材のナイフ形石器で基部加工のナイフ形石器が存在 し,

他の縦長剥片素材のA型 のナイフ形石器 も基部に素材 となった縦長剥片の打点を残す ものであり,

素材の主要剥離面の加撃方向側に先端部が位置するようなナイフ形石器は検出されていない。 こ

の特徴は岩戸遺跡の第 1文化層にも共通 したものである。関東地方では武蔵野台地の第 Ⅱa期 やそ

れ と併行す る時期をはさんで,折断手法が顕著ないわゆる茂呂型ナイフ形石器が盛行するとされ
註22

る。九州地方において も大分県の津留遺跡や佐賀県下の遺跡で茂呂型 と類似 した二側縁加工の折
註23

断手法が顕著なナイフ形石器が出土 している。 こうした地域に狭まれた瀬戸内地方の大浦遺跡で

の縦長 lll片 を素材 としたナイフ形石器に折断手法が認め られない点か らすれば,大浦遺跡の縦長

剥片素材のナイフ形石器は比較的限定 された時期の所産である可能性が高 く,同 時期 と考え られ

る横長剥片を素材 とするA型ナイフ形石器や舟底形石器などともに,武蔵野台地の第 Ⅱa期 の新

しい段階に併行するものと考える。小形の切 り出 し状ナイフ形石器は武蔵野台地の第 Ⅱa期 には
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存在す るが ,岩戸遺跡の第 1文化層 にない ことか ら第 Ⅱb期 に伴 うものである可能性が高 い。

ここで問題 とな るのが姶良火山灰層 との関係である。岩戸遺跡の第 1文化層 は姶良火 山灰層の

直上か ら出土 していると考え られている点である。現在の ところ国府型 ナイフ形石器 に代表 され

る国府期の石器群が姶良火山灰層よりも下位での検出例がない。関東地方の殿山遺跡や柏ケ谷長

ヲサ遺跡で検出された国府型ナイフ形石器は形状か らすれば典型的なもので国府期の瀬戸内の旧

石器文化の影響下の所産であると考えざるを得ない。ただ瀬戸内地方の旧石器遺跡の中心地であ

る近畿地方西部や備讃瀬戸では降下火山灰層とかんだ石器群の検出例がな く積極的な先後関係に

ついての資料的な不備があるが ,中心地では他よりもより先行す る可能性は否定できないであろ

う。また岩戸遺跡の姶良火山灰層 との関係において も,第 1文化層は姶良火山灰層堆積時以降と

することはできて も,直後の時期 と位置付けられるまでは至 っていないと考える。関東地方の石

器群の様相か ら大浦遺跡の石器群は姶良火山灰層形成期より,後出する第 Ⅱa期の新 しい段階に

比定 して も何 ら問題ではない点 も,岩 戸遺跡の第 1文化層の時期は問題 となる。岩戸遺跡の姶良

火山灰層堆積後の層位形成期の実年代的な把握や層位残存度の検証等の伸展が期待 され る。

大浦遺跡の石器群は備讃瀬戸の島嶼部の遺跡において も決 して特殊なあり方ではな く,羽佐島

遺跡・西方遺跡・花見山遺跡において も共通 した様相を呈する石器群が出土 している。大浦遺跡

の石器群のあり方は,そ れ らがより限定 された石器群 として出土 したことに資料的な価値がある

と考え られる。出土 した石器群を分析 してきたが,今後検証 してい くべき課題 も多い。大浦遺跡

の様相を一つの視点 として,遺物量の多い島嶼部の西方・羽佐島両遺跡やサヌカイ トの産出地に

立地する城山・国分台遺跡の石器群を検討 していきたいと考えている。

註

1.後述する片面単一剥離技法による石核や目的剥片及びそれを素材とするナイフ形石器に代表される時期

2.縦長剥片素材のナイフ形石器は,郡家今城遺跡 C地点や鶴峯荘第 1地点で出土 しており,国府期にも存在

することが知られている。ただし量的には非常に少ない。郡家今城遺跡 C地点のものは基部加工のナイフ形

石器ではあるが,素材の面では連続的に剥取された縦長景」片を用いているか疑間が残り,基部加工も背腹両

面に及ぶなど独特のものである。鶴峯荘第 1地点のものは,二側縁加工の幅広の大形のものであり,大浦遺

跡の縦長剥片素材のナイフ形石器とは様相を異にする。国府期以降につながるものか疑間が残る.いずれに

しても主要な形態ではない。冨成哲也・大船孝弘『 郡家今城遺跡発掘調査報告書 』 1976 高槻市教育委員

会,松藤和人「近畿西部・瀬戸内地方におけるナイフ形石器文化の諸様相」『 旧石器考古学 』21 1980

3.香川県下の国分台・城山遺跡では,大形のナイフ形石器が採集されているが,両遺跡ともサヌカイ トの産

出地に立地する遺跡である。小形のナイフ形石器が中心となる島嶼部の遺跡はサヌカイトの産出地ではな
い。

島嶼部の遺跡からも量的には少ないが国分台
0城山遺跡から出土するナイフ形石器と差のない大形のナイフ

形石器が出土 している。竹岡俊樹「瀬戸内海地方における石器群の変遷 ――瀬戸内技法複合の遺物の大きさ

に関する分析」『 旧石器考古学 』21 1980

4.ナ イフ形石器の形状の差を時期差の反映したものとする認識の背景には,711片祭1取技法の変化がかなりの

比重を占める。■ll片祭1取技法の理解には素材変形度の高いナイフ形石器よりは,接合資料や石核の方が適 し

ている。備讃瀬戸の遺跡では遺物量も多く,個体識別が困難なサヌカイトを石材とすることから,接合資料

を検出し得る可能性は低い。石核を中心として目的■ll片やナイフ形石器で補い,剥片剥取法を明確化 し,そ

れを編年対象化 した方が現状では有効と考える。

5.第 2工程の目的剥片の祭1取法を類型化し,i3区分した。典型的な翼状■ll片石核は片面単一■ll離技法によっている。

6.目 的景1片のlll取法は,主に目的祭J片を素材とするナイフ形石器の製作法に規定されると考える。小形の切

り出し状ナイフでは二次加工による素材の変形度が高く,素材の形状には国府型ナイフ形石器ほどの厳密さ
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は要求されない。形状がそれほど整わない横長■ll片を多量にlll取 する交互並列剥離技法は,素材変形度が高
い小形切り出し状ナイフ形石器の素材■ll片 を余1取する技法として合理的なものである。

7.目 的lll片を■ll取する際の ミスで,片面単一lll離技法による場合でも石核幅と一致 しない泉」片が生 じる場合

がある。作業面に残る泉1片景J離痕の加撃方向で,判別 し得る場合もあるが,いずれか不明のものも存在する。

ただこれらは量的に処理することで,どの■ll取技法に近いものかは判別することが可能と考える。

8.ナ イフ形石器は素材の変形度が高く,そ れほど厳密に■lltt■ll取法を特定することはできない。瀬戸内技法

の変質で技法の変遷を理解する上では,国府型ナイフ形石器に形態が近いものは,片面単一all離技法や片面

並列泉1離技法による可能性が高い。

9.郡家今城遺跡 C地点でチャート製の縦長剥片は,一部がエンド・スクレイパーに転用されている以外は ,

他の石器に素材として利用されていないことや,桜ケ丘第 1地点で「多量の石刃あるいは縦長■ll片 の存在に

もかかわらず,ナ イフ形石器の素材には全く供されていないという事実………」 (点線筆者,松藤和人 1980

註 2)な ども備讃瀬戸の縦長剥片の様相と共通する。

10.た だし,石材の産出地では翼状fll片 の比率が高く,逆に産出地から離れた郡家今城遺跡では国府型ナイフ

形石器の比率が高い。産出地に立地する遺跡で代表的な遺跡に二上山麓の鶴峯荘第 1地点 (同志社大学旧石

器文化談話会『 ぶ、たがみ』1974 学生社 )に おいてもナイフ形石器と翼状lll片の比率は 1:7である。郡家
今城遺跡ではほぼ同数出土 している。備讃瀬戸における白色風化サヌカイト質の縦長剥片とそれを素材とす

るナイフ形石器の比率と比較すると全く様相が異なる。島嶼部出土の白色風化サヌカイト質の縦長■ll片素材

のナイフ形石器は,異石材質の縦長祭1片素材ナイフと共通 した基部加工によるものであり,郡家今城遺跡 C

地点や鶴峯荘第 1地点の縦長lll片素材のナイフ形石器とは異なる。異石材質の縦長景」片素材のナイフ形石器

の影響で,自色風化サヌカイト質の縦長■ll片素材のナイフ形石器が出現 した可能性も充分ある。今後国府期

に伴う縦長泉1片素材のナイフ形石器の様相を追求 していく必要がある。

11.西村尋文「中部瀬戸内地域における細石刃生産技術の検討」『 旧石器考古学 』26 1983

12.渡部明夫「彫器」『 瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 I]可佐島遺跡 (I)』 1984香川県教育委員会
13.註 2010参照

14.黒曜石・ハ リ質安山岩・流紋岩については香川県下では産出地が確認されていない。ハ リ質安山岩は,類 似

した石材が坂出市の五色台の西麓や城山北麓で採集されるが,非常にもろい材質のもので,色調等も異なる。

15.国府期に属する遺跡から検出された例がない。また大浦遺跡のサヌカイト製縦長剥片石核の大半がAOB
型のものであり,C型のものが 1点で,D型は出土 していない。AOB型 の石核から派生 して,COD型 が
生 じたとするよりは,流紋岩製のC型の影響でサヌカイト製のC型縦長剥片石核が出現 したと考える方が現
状では妥当であろう。

16.芹澤長介・柳田俊雄 F岩戸 』1978 東北大学文学部考古学研究会

17.郡家今城遺跡 C地点出土の翼状剥片石核の中に 1点,石核素材の盤状剥片の側面部を作業面とするものが
あるが,連続 して景」片泉1取を行ったとは考えにくく例外的なものであろう。また備讃瀬戸の島嶼部から出土
した翼状秦」片石核には盤状剥片の末端部を作業面として利用しているものがあるが,こ れは作業面が転移 し

たものであり,当初の作業面は素材の打面側に位置する。また背面に盤状泉1片の打面を残すファースト・フ

レイク素材のナイフ形石器も数多く出土 している。典型的な翼状剥片石核は,片面単一剥離技法に加えて,
素材の打面側に作業面が位置するものとすることができよう。

18.舟底形石器には断面が台形状のものと三角形状を呈するものの 2種類がある。岩戸遺跡第 1文化層中の三

稜尖頭器は断面三角形の舟底形石器と共通する。

19.竹下和男 0森本義臣・坂口淳子「 Ⅱ 与島西方遺跡の調査 (C2地区 )」『 瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財
調査概報 』V 1982 香川県教育委員会
20.縦長剥片素材のナイフ形石器に使用されているハ リ質安山岩は,細石刃・同石核に多用されるものと比較
すると,やや粗質で光沢が少ない.

21 荒井幹夫 0中村喜代重他「第 1部 南関東各地域における研究の現状と問題点」『 神奈川考古 』16 1983
神奈川考古同人会

22.清水宗昭『 津留遺跡発掘調査概報 』1981 大分県教育委員会
23.九州旧石器研究会編『 第 6回九州旧石器研究会 テーマ :ナ イフ形石器文化期 』 1982
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退 物観察表の表記法
ヽ中 ^

1.器種毎に観察項目を設定し,略号により表記 した。

2.計測値位置及び部位の表記について

(1)計測値は第 181図 に掲載した以外の器種は,石器の長軸方向を長さ,短軸方向を幅として計測した。

(2)ナ イフ形石器の刃部・ブランティング部位については,第 181図 1(||)に よる。

6)縦長■ll片石核・細石核は,石器を直方体と見な して,第 181図 8(||)によってあらわす。

1(|)

1 ナイフ形石器
6 横長剥片石核
10 作業面再生剥片

師

t

甲

2 舟底形石器
7 縦長祭J片・
‖ 石  鏃

第 181図 石 器 計 測

硬ハ :硬質ハリ質安山岩  流 :流 紋 岩  黒 :黒 曜 石

砂 :砂  岩
′
   片岩 :結晶片岩

打撃方向

e↓

甲
菫I』
時 |

長

器

縦

Ｔ
．‐　
麺
甲
ず

ｍ
ｌｌｌｌ
ｗ
ｖ
甲

‐
　
　
　
　
　
　
　
石細

8卜 ⊥ 」 (|)

1 長 さ
W  幅
t 厚 さ

4 石  錐   5
■ll片石核・ 細石核

基 準 図

X 作業面長さ
y 作業面幅

横長all片

9 打面再生all片

片 材 略 号

サ :サヌカイ ト

チ :チ ャー ト

他の略号など

ハ :ハ リ質安山岩

水 :水  晶

(2)

本文中に略号を記述 しているものは省略する。

作 :作業面,打 :打面,載 :裁断面,折 :折れ面,分 :素材の分割時に生 じた面, F:石 理と平行する

極めて平坦な面,N:ネ ガティブな面,P:ポ ヂティブな面,自 :自然面,平 :平坦な面,尖 :尖った

縁辺,調 :調整

各器種の観察表の部位の項目で,以下にあげる略号はその部位が形成される際の打撃方向をあらわす。

作・打・右・左・底・背

ただし,「哉断面ある石器」の観察表では, “哉 "と 記しているものも打撃方向をあらわしている。

13)横長■ll片石核の技法

A:片面単一剥l離技法 B:片面並列祭」離技法  C:交 互並列祭1離技法  D:平 坦打面

に)ス クレイパーの刃部形成
aOb:片 面加工によるもので, aは ほぼ平行する背腹面に, bは角度を有して交わる縁辺に刃部を形

成 したもの  COd:両 面加工によるもので, Cは片方の加工が素材の一方の面に平行し, dは平行

しないもの
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